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V大西遺跡の概要
大西遺跡は、高坂台地のほぼ中央からやや南寄りに位置する。東側と西側をそれぞれ南東・南西

に開く開析谷によって区切られており、遺跡はこの南に向かって舌状に延びる小支台上に展開して

いるといえる。そしてこの開析谷を挟んで、東西それぞれ代正寺遺跡・下寺前遺跡と対山寺するかた

ちとなる。但し台地南部分は、台地下を巡る道路に切り通しされており、端部を失っている。そし

て、北側に関しては台地中央部の平坦面に当たり、現在宅地化が進んでいるため現状における遺跡

範囲としては飽くまでも推定線である。

本遺跡は代正寺遺跡と同様に、今後の調査によって遺跡範囲がさらに拡大する可能性は充分に想

定できる。現状における推定範囲は、570× 300m程である。今回の調査範囲は幅20～30m・ 全長26

0m、 遺跡の東南端～南端を調査したことになり、東松山市教育委員会の調査による大西遺跡A区

については、遺跡推定範囲のほヤ測ヒ西端に相当する。

調査の便宜上、代正寺遺跡 (A～ I区)か ら引き続き調査区名を振り、 J～K区 と銘々した。 J

区～K区北半部は谷地形に面した斜面部であり、K区南半部～ L区は平坦面となっている。代正寺

遺跡と同じく遺構の遺存度は悪く、とくにK区・ L区の平坦部において顕著である。また、L区南

端部は道路による切り通しの他、遺存している平坦面南部も一部分現代の攪乱を受けている状況で

あった。第 1分冊で既に述べたように、本遺跡の南東端に近在する大黒部遺跡は、
.:大
西遺跡の一部

を形成するものであると看倣すべきであろう。

大西遺跡において検出された遺構は、以下のとおりである。

弥生時代後期後半～古墳時代後期の住居跡59軒、奈良・平安時代の住居跡 8軒、この他に、土羨

168基・溝跡 6条・井戸跡 1基・地下式坑 1基等々である。今回の調査結果では、平坦面では弥生

時代中期後半以降、古墳時代から奈良・平安時代を経て、中近世に及ぶまでの遺構が存在していた。

舌状を呈するこの小支台上においては、過去の調査で先土器時代や縄文時代の遺構・遺物は検出さ

れておらず、古墳時代初頭から平安時代を中心とするものであつた。今回においても、先土器時代

や縄文時代の遺構は検出されておらず、確かな痕跡としては弥生時代後半以降のものであつた。

そして、これらの立地は主に平坦部においてであり、谷地形に面した斜面部においては中世以降の

痕跡が大多数であると考えられる。

以上の点から、弥生時代における集落は主に台地の南側に展開され、下寺前遺跡 0代正寺遺跡と

は別個の集落であったとも推定される。そして、古墳時代に降るとさらに北側にまで拡がり、奈良

・平安時代にはいると、谷を越えて下寺前遺跡や代正寺遺跡に含まれる範囲にまで拡大したと想定

することができないであろうか。さらに降って、中世に至ると谷地形に面した斜面部にまで人工の

痕跡が観られるが、遺物的にも中世と看倣される瓦が採取されており、谷を挟んで位置する香林寺

との関連を窺わせる。そして、 J区に検出された道条遺構 (SX10SX2)も 、この香林寺との

関係において理解されるのではなかろうか。

近世に伴う遺構はさらに数を増すと観られ、既期の大西遺跡は、下寺前遺跡・代正寺遺跡とさら

に緊密に結びついた集落であったと推論されるのである。
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VI 大西遺跡の遺構と遺物

1 縄文時代の遺物

大西遺跡と代正寺遺跡との間には小支谷が切り込んでおり、大西遺跡側には調査区外の西側台地

上からの遺物の流出によって、包含層が形成されている。本遺跡の縄文時代の土器のほとんどはこ

こから検出されたもので、縄文時代の遺構は検出されなかった。その他、流れ込みによる他の時代

の遺構から出土したものが若干見られた。遺物の時期は、縄文時代前期から後期まで認められるが、

出土量はいずれもごく僅かであり、各時期にわたって量的なまとまりはみられなかった。また、他

の時代の遺構から出土しているものに関しても同様である。分類は以下の通りである。

第 I群土器 前期の土器群
第II群土器 中期の土器群
第ⅡI群土器 後期の土器群

第 I群土器 (第339図 1～ 4)

縄文前期の土器を一括した。関山式、黒浜式、及び諸磯式が認められた。

第 1類 (第339図 1)

関山式土器に比定される。深鉢の口縁部破片である。口唇部に角状の突起を有し、 2本の刻みが

施されている。日縁部文様は竹管によって引かれ、上下交互に三角形区画を描出している。地文は、

摩耗が著しいため不明確であるが、沈線文下にループ文の一部が見られる。

第 2類 (2・ 3)

黒浜式土器と考えられる深鉢の胴部破片である。 2は単節LRを、 3は無節Rを、それぞれ横位

に施文している。両者ともに繊維を含む。

第 3類 (4)

諸磯 b式に比定される。平縁の口縁部下に3条の沈線文を施している。地文はLR単節縄文であ
る。

第II群土器 (5～ 13)

中期の土器を一括した。

第 1類 (5・ 6)

中期初頭に位置づけられよう。 5は浅鉢の口縁部附近の破片である。口縁内面に深い結節沈線文

が施されている。

6は深鉢の胴部破片で、細かい結節沈線によって多段の鋸歯状文を描出している。

第 2類 (7～ 9)

7～ 9は阿玉台式に比定される。

7は口縁部に楕円形区画を配する深鉢の口縁部破片である。区画内には、隆帯に沿って 2条の結

節沈線を巡らしている。

―- 429 -―



8は深鉢の胴部破片で、断面三角形の隆帯が垂下している。

9は深鉢の頸部と考えられる。横走する隆帯は波状をを呈する。これら3点はいずれも多量の雲

母末を胎土に含有し、特に 7には金雲母の混入が顕著である。

第 3類 (10)

勝坂式の浅鉢の口縁部破片で、「く」字状に屈曲している。鮮やかな赤褐色を呈し、焼成は非常に

堅緻である。日縁の一部は波状に隆起するものと考えられる。口縁部文様は、竹管状の施文具で上

端をおさえ、頸部との空間に渦巻や弓状の有節沈線を引く。

第 4類 (11～ 13)

11は深鉢口縁部の小破片である。口縁直下に深い沈線を巡らせ、垂下する沈線の一部が観察され

る。単節RL縄文が施文される。
12は加曽利 E III式の深鉢の頸部付近と考えられる。口縁部文様と胴部文様の境目が不明瞭になっ

ている。胴部には、浅い懸垂文が 2条垂下しているのが認められる。地文は単節LRの縦位施文で

ある。

13は、同じく加曽利E III式に比定される浅鉢の頸部破片である。口縁部文様の下端の幅広の隆帯

が見られる。胴部には縦位の粗い条線が施されている。

第III群土器 (14～ 22)

後期の土器群を一括した。堀之内式を主とする。

第 1類 (14～ 16)

堀之内 I式終末からII式初頭に位置づけられる沈線文系の上器群である。いずれも胴部破片で、

14・ 15には楕円形の文様が施されている。16・ 17では、平行する2条の沈線間にRL単節縄文がご
く浅く充填されている。

第 2類 (17～22)

18は深鉢の胴部破片で、おそらく「X」 状の区画文の一部と考えられる。区画内には単節LRが
充填されている。

19は深鉢の口縁部破片である。口唇部内側には沈線が 1条巡っている。口縁やや下に 3条の隆帯

を巡らし、刻目を施している。また、 1本の鎖状隆帯を垂下させ、 3本の横走隆帯を連結している。

残存部分には、地文は認められない。

20は、同じく深鉢の口縁部破片である。口唇部には三角形状の突起を有している。内面には 1条

の沈線を引き、突起直下に円文を置く。外面の文様は13と 同様に鎖状の隆帯を垂下させている。地

文は認められず、色調は異なるが、19と 同一個体の可育旨性もある。

21は注口土器の把手と思われる。下端は明瞭な剥離痕を残している。上部の菱形の突起部分は集

合沈線で充填されている。

22は緩やかな波状を呈する口縁部破片である。波頂下に径 l cmほ どのやや横に広がる円孔が穿た

れている。口唇上には波頂部を中心に同心の楕円形文などが施される。

23は深鉢の胴部破片で、単節RL縄文が横位に施されている。
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2 弥生～古墳時代の遺構と遺物

(1)住居 跡

第 1号11主居跡 (第340～

“

3図 )

第 1号住居跡は、G'75iグ リッドに位置する。北西から南東に開いた谷に臨む、台地の肩部分

に立地している。 J区において検出された唯一の住居跡であり、他遺構との重複はない。遺構自体

の遺存状況は、代正寺遺跡・大西遺跡を通じて最良といえるものである。平面規模・形態は、南北

388cm・ 東西452cmの長方形を呈し、確認面からの深さは80cmを測る。主軸方向は、N-5° 一Eを指

す。貼床面は、硬度的にも色調的にも明瞭なものではない。北壁面の西側から、西壁面にかけて壁

溝が巡る。壁面の立ち上がりは急で、ほぼ直立する。

カマドは、北壁面の中央からやや西寄りに位置する。全長110cm・ 焚口幅30cmを測り、第 3層はカ

マド天丼部、10層～12層は袖部、 8層は焚口部、 607層は煙道部に相当すると推定される。カマ

∞
|

ミ

L2z.q

第 1号住居跡土層註記

1 黒褐色土  少量のローム粒・ 小礫・ 焼土粒・ 炭化物含
有。粘性・ しまり中。

2 暗茶褐色土 茶が強い。少量のローム粒・ 小礫・ 焼土粒
・ 炭化物含有。粘性強。

ml

`

t===========土===========rm

暗茶褐色土 第 2層 より焼土粒多。粘性強。

暗茶褐色土 第 3層 より焼土粒多。粘性強。

暗茶褐色土 第 4層 より焼土粒少。粒子粗 く、粘性強。

黒褐色土  含有物が少ない。粘性強。

黒褐色土  壁等の崩落 と考え られる。粒子粗い。

●
‐

．

バ
一

第34口図 第1号住居跡(1)
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ドは、粒子が粗く砂粒を混入した黄色の粘土を構築材としたものであり、遺存度も比較的良好であ

る。カマド両袖内には、それぞれ土師器甕 (第346図50051)が 1点づつ構築材として、口縁部を下

に向けた状態にして、使用されていた。またこの 2つ の甕の底部に、長さ70cm・ 幅18cm e厚 さ13cm

程の凝灰岩を渡しかけ、器設部を設けている。カマド器設部からは、土師器の甕が 2点 (第347図 5

2053)が出土をしている。

カマドの東隣、北壁際において貯蔵穴が検出された。規模は72cm× 74cmの略方形、床面からの深

さは20cmを測り、底面は比較的平坦なものである。貯蔵穴底面から若干浮いた状態で、須恵器の壺

(第348図57)や土師器の甕 (第345図)等々が出土をしている。これらの遺物は、遺存度も高く土

圧に押し潰された様相を呈していた。そして、この貯蔵穴周辺には、土師器の甕などが、比較的ま

とまった状態で分布していた。このら他に、覆土内からも土師器片や須恵器片が出土しており、そ

の点数は膨大な数に上った。

床面はほぼ平坦であるが、硬度は低いものである。ロームを小量含んだ、山砂混じりの黄褐色土

による貼床であった。柱穴は検出されていない。

∞|

第341図 第1号住居跡ロ

ミ
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第 1号住居跡出土遺物 (第3“・鉾5・ 勢い 鉾7・ ‖ 図)

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯

杯

杯

杯

杯

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤褐色。

径

高

口

器

径

高

口

器

径

高

口

器

10.8

4.0

10。 8

4.1

10。 9

3.4

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

口 径 10.2

器 高  3.3

口 径 (10.5)

現存高  3.0

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤褐色。口唇内側に沈線。

A+B+1+J   口75

体100 焼成 :良

A+J ほぼ完形
焼成 :やや良

A+B+E+J   口80

体100 焼成 :良

A+B+H+J   口70

体85焼成 :やや良

A+B+J   口20

体80焼成 :良

|?

L

ピ
一

Ｆ
一

お

い

Ｆ
一

_圧 第 1号住居カマ ド土層註記

1 暗褐色土  ローム粒・ 粘土粒・ 焼土粒含有。粘性有。

2 暗褐色土  粘土多。

3 明黄褐色土 粘土主体、粘土粒子粗 く黒色土混入。

4 黒褐色土  ローム粒 0粘土粒・ 焼土粒少。粘性有。

5 黒褐色土  第 2層 に類似。黒色が強い。粘性有。

6 明黄褐色土 第 3層 より粘土多、小礫混入。

7 黒褐色土  焼土粒 0粘土粒を多。粘性有。

8 黒褐色土  第 7層 より焼上を多 く含有。

9 黒褐色土  灰が多量に混入。 しまり・ 粘性弱。

10 黄色粘土  粒子粗 く、砂粒を含む、灰色粘土混入。

カマ ド構築粘土。

11 暗黄褐色土 粘土 と黒色土の混合層。

12 黒色土   灰色粘± 0焼土が混入。粘性層。
F ztt
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///

１０

■

１２

１３

１４

杯

不

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

径

高

口

器

(11.2)

3.8

(11.7)

3.4

径

高

口

器

口 径 11.2

口 径 (11.8)
現存高  3.0

口 径 (13.0)

現存高  3.2

径

高

口

器

径

高

口

器

(11.3)

3.8

口 径 (11.0)
現存高  3.2

11。 8

4.1

口 径 11.3
器 高  3。 7

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後ナデ、内

面ナデ。灰赤色。日唇内側にt爆就

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後ナデ、内

面ナデ。底部は平底に近い。赤褐色。

口縁部 :内外面とも粗い横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナ

デ。黄褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤褐色。口唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

A+B+1+J   口30

体40焼成 :やや良

A+B+E+I+J

焼成 :良

完形

A+B+1+J   口65

体85焼成 :良

A+B+1+J   口20

体10焼成 :やや良

A+B+J(細密 )

口15 焼成 :良

A+B+I+Jほ ぼ完形

焼成 :良

A+B+H+J

30焼成 :

A+B+J   [コ 55

体65焼成 :良

口0体

普

A+B+1+J 完形

焼成 :良
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・５

　

　

　

　

・６

・７

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

杯

　

　

　

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

10。 9

3。 6

11.3

4.8

口 径 (13.0)

現存高  4.1

径

高

口

器

径

高

口

器

径

高

口

器

口 径 (13.0)

現存高  3.2

11.0

4.3

口 径 (10.8)

器 高 3.8

径

高

口

器

11.6

3.5

口 径 (12.8)

現存高  2.8

口 径 (13.8)

現存高  3.2

径

高

口

器

11.9

3.6

口 径 (10.4)

現存高  3。 1

□縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ヘラナデの後ナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

褐色。回唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ

内面ナデ。赤褐色。口縁部と体部の境に明瞭な段をもつ。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

明褐灰色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後ナデ、内

面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後ナデか、

内面ナデか。赤褐色。口縁部と体部の境に明瞭な段をもつ。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤橙色。口縁部と体部の境に明瞭な段をもつ。

A+B+J 口・体15

A+B+D+E+1+J

完形 焼成 :良

A+B+J  口・像 5

焼成 :良

A+B+E+J   口20

体25焼成 :やや良

A+B+E+1+J 完形

焼成 :良

A+B+I+J 口 0体

45 焼成 :普

A+B+1+J   ほ|ま

完形 焼成 :良

並
日

川
賊
口20

A+B+D+E+J   口15

焼成 :やや良

B+E(細密)

体95 焼成

A+J(細密)

口

普

　

口

良焼成体20

、

　

・　
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２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

33

譴
　
　
　
　
３５
　
　
　
　
３６

３７

路

３９

４０

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

鉢

壺
　
　
　
壺

型ヽ

　

　

　
型ヽ

甕

　

　

　

甕

壺

口 径 (11.8)
現存高  3.5

口 径 (12.4)

現存高  4.0

口 径 (12.5)

現存高  2.7

口 径 (12.2)

現存高  2.7

口 径 (14.6)

現存高  4.2

口 径 (11.0)
現存高  3.5

口 径 (10.4)

現存高  3.1

径

高

口

器

(15.0)

5.3

口 径 (14.3)

現存高  4.0

口 径 (16.5)

現存高  3.8

口 径 (19。 0)

現存高  7.5

胴 径 (15。 7)

現存高  8.2

胴 径 (14.9)

現存高  8.5

口 径 (11.0)
現存高  6.6

径

径

口

胴

(11。 6)

(14.6)

10.0現存高

口 径 18。 9

現存高  6.4

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ

内面ナデ。赤褐色。口唇内側に沈線。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面
ヘラ削りの後粗いナデか、内面ナデか。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤橙色。口唇内側に沈線。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤褐色。

口縁外面に稜をもつ。口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面

ヘラ削り、内面ナデ。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

明褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削りの後ナデ、内

面ナデ。暗赤褐色。口縁は短く外反して開く。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

口縁部 :内外面とも横ナデc体部 :内外面ともナデか。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

茶褐色。口縁と体部の境に弱い稜をもつ。

胴～底部外面 :ヘラ削りの後粗いナデ、内面ヘラナデの後ナデ。

茶褐色。丸底を呈す。

胴～底部外面 :ハケロの後ヘラ削り、のち粗いナデ、内面ヘラ

ナデとナデ。橙色。カマド内。

口縁部 :外面横ナデ、内面ヘラナデの後横ナデ。胴部 :外面ヘ

ラ削りの後粗いナデ、内面ヘラナデ。橙色。

外面は熱のため剥落著しい。口縁部 :外面横ナデ、内面ヘラナ

デの後横ナデ。胴部 :外面ヘラ削りの後ナデか、内面ナデ。

黒褐色。

口縁部 :外面横ナデ、内面ハケロの後横ナデ。橙色。

A+I+J   匡コ35

体30 焼成 :良

B+E(細密) 口20
体15 焼成 :普

A+B+H+J(細 密)

口10 焼成 :良

B+E+J 口 0体15

焼成 :やや良

A+B+DiE+J   口25

並
日焼成

A+B+I+J   口40

体60 焼成 :普

A+B+J(細密) 口
体30 焼成 :やや良

A+B+H+J

20焼成
口 0体

やや良

A+B+I+J 口 0体

20 焼成 :やや良

A+B+J   口10

焼成 :普

A+B+E+J   口30

体10焼成 :普

A+B+E+I+J  ′クト30

焼成 :普

A+B+E+J   4ロト100

焼成 :普

B+F+1+J   口25

焼成 :普

口40

B+H+J  「コ25

焼成 :普

Ｊ

成

Ｂ＋

焼
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A+B+I(多 )+J

口75 月融)0

底100 焼成 :良

８５
　
　
良

口

９５

や

底

や

Ｂ＋

９０

成

Ａ＋

胴

焼

B+E+H+J   口20

焼成 :普

A+B+G+J   月同170

底100 焼成 :普

A+B+E+J   匡]25

焼成 :やや良

A+B+E+J   Eコ 30

焼成 :普

A+B+E+1+J

口50

焼成 :やや良

A+B+J 底100

焼成 :普

A+B+D+E+F+1+J

口・胴95 底10

焼成 :良

脚
賊

口 5

底100

良

Ｅ＋
　
　
・ｏ

Ｂ＋

形

成

肝

完

焼

Ｉ＋
　
　
良

A+B+D+E+J

口 0月同80

焼成 :良

42

43

44

50

53

４５

　

　

　

　

４６

４８

　

　

　

　

４９

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

　

　

　

壺

甕

　

　

　

甕

甕

　

　

　

甕

口 径 (18。 0)

現存高  8.3

胴 径 35.0

底 径 10.3

現存高 39。 6

口 径 18.6

胴 径 17.4

現存高 26.5

現存高

現存高

(15.8)

(17.0)

8.5

16.0

径

径

径

高

口

胴

底

器

(17.0)

25.0

9。 2

28.5

径

径

径

高

口

胴

底

器

18。 0

21.2

8。 0

22。 0

径

径

径

高

口

胴

底

器

径

径

口

胴

19.0

8.5

口 径

現存高

(19。 0)

16.7

23.8

径

径

口

胴

5.5

5。 7

底 径

現存高

17。 3

16.2

6。 7

31.5

径

径

径

高

口

胴

底

器

(18.0)

(15.2)

7.0

口 径

胴 径

底 径

現存高

19。 1

15。 7

(6.7)

34.4

口縁部 :外面ヘラナデの後横ナデ、内面横ナデ。胴部 :外面ヘ

ラ削りの後粗いナデ、内面ヘラナデ。底部 :ヘラ削りの後粗い

ナデ、内面ヘラナデ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削り、内面ヘラナ

デ。底部 :外面ヘラ削り、内面ヘラナデ。口縁は直線的に緩や

かに開く。褐色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ヘラナデの後ナデ。底部 :内外面ともナデ。褐色 (一部黒

斑)。 口縁は緩く外反して開き、胴部中位に最大径をもつ。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

黄褐色。

器面は摩滅している。底部は上げ底を呈し赤彩を残す。頸部 :

内外面とも横ナデか。胴部～底部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ

か、内面ヘラナデの後ナデか。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削り、内面ヘラナ

デ。褐色。口縁は緩やかに外反する。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削り、内面ヘラナ

デ。口縁は短く外反し、器面は薄く仕上げる。橙色 (一部黒色)。

カマド袖b

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削りの後、粗いナ

デ、内面ヘラナデ。口縁は短く外反する。茶褐色。

底部は若干上げ底状を呈す。胴部 :ヘラ削りの後ナデか、内面

ヘラナデ。底部 :外面木葉痕を残す、内面ナデ。黄褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削りの後粗いナデ、

内面ヘラナデ。底部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

口縁は短く外反する。暗褐色。カマド内。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削り、内面ヘラナ

デ。底部 :外面ヘラ削りか、内面ナデか。口縁は短く外反し、

胴部に張りをもたない。橙色 (一部黒色)。 カマド内。
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54

55

56

57

甕

甑

甑

須恵器

壺

径

径

径

高

口

胴

底

器

20。 0

17.7

5.3

37.9

径

径

径

高

口

胴

孔

器

(22.6)

19。 0

8。 0

31.5

径

径

径

高

口

胴

孔

器

15。 2

16.4

5。 2

18.5

径

径

高

口

胴

器

13.6

21.9

20。 6

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面ヘラ削り、内面ヘラナ

デ。底部 :外面ナデ、内面ヘラナデ。口縁は短く外反する。

外面赤橙色、内面赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部外面 :ヘラ削りの後ヘラ磨き、

内面 :下端部のヘラ削りとその他部分のヘラナデの後ヘラ磨きc

口縁は短く屈曲して開く。橙色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :ヘラ削り、内面ヘラナデ。

口縁は短く外反して開く。橙色 (一部黒色)。

口縁は短く直線的に開き、丸底を呈す。ヘラ描き沈線を口縁に

2条、肩部に 1条施す。口縁部 :内外面とも横ナデ。体部外面

:上位ナデ、中位～下位ヘラ削りの後ナデ、内面 :ナデ。

A+B+E+I+J

口・胴95

焼成 :やや良

A+B+E+1+J

口400体80

焼成 :やや良

A+B+J

口・燃輸5

焼成 :やや良

B+J

口80 体100

焼成 :普

第 2号住居跡 (第349・ 350図 )

第 2号住居跡は、K'86bグ リッドに位置する。南東コーナー周辺部分のみの検出である。第 4

号住居跡を切っており、第 3号住居跡との新旧関係は確定できなかったが本住居跡が新しいと推定

された。Plを主柱穴と推定したが、第 4号住居跡に伴うものとも考えられ、確定はできなかった。

床面からの深さは54cmを測る。壁溝が巡り、平面形態は方形もしくは長方形が推定できる。カマド

や貯蔵穴は検出されていない。ロームを混入する貼床面は、硬度も高く明瞭なものであった。

土師器片がごく小数出土したのみであり、図化し得た遺物は 1点のみである。

第 2号住居跡出土遺物 (第3"図 )

第 3号住居跡 (第

“

9・ 350図 )

第 3号住居跡は、K'85hグ リッドに位置する。第 4号住居跡を切り、第 2号住居跡との重複に

ついては、本住居跡が切られていると推定される。南北430cmを測り、長方形を呈すると想定され

る。主軸方向はN-30° 一Wを指す。北壁面にカマドが検出された。焚口幅は51cmを測り、第 1層

は天丼部崩落層で、一部窪んだ箇所が器設部と推定される。第 2・ 3層は焚口・燃焼部に、第 4層

は煙道部に相当しよう。 P2～P5を主柱穴と推定した。その場合、各主柱穴間の距離は、P2-P3間

で215cm・ P3-P4間で3 62cm・ P4-P5間で225cm・ P5-P2間で320cmと なり、床面からの深さはP2

が48cm・ P3が 50cm・ P4が35cmを測る。ロームを混入する貼床面は、硬度も比較的高く、明瞭なも

のであった。貯蔵穴と思われる遺構は検出されていない。ごく小数の土師器片が出土したのみであ

り、図化し得た遺物は 1点であった。

一- 443 -―

番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯 口 径 (12.8)

現存高  3.9

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

口縁部と体部の境に明瞭な段を持つ。黒褐色。

A+B+J   口10

焼成 :良
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第 4号住居炉跡土層註記

1 赤褐色土 焼土層中にカーボン微量。 しまり

強、粘性弱。

第 3号 住居カマ ド土層註記

1 黒褐色土  ローム粒・ ロームプロック・ 粘

土・ 炭化物・ 焼土を含有。

2 黒褐色土  炭化物多。

3 暗赤褐色土 焼土層。

4 黒褐色土  ローム粒・ ロームプロック・ 焼

土・ 炭化物含有。 1層 よリロー

ムプロック多。

巡恙6｀`く`ミ`ミSSミ Sヽミミ:ミ ミヽミヽミ|ミ、ミ:ミ |ミ iミミiミ ミヽく``

鯰
艤
鶉
麒
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.llts ―
一

第358図 第2～ 4号住居跡0、第 3・ 4号住居跡出土遭物
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

甕 底 径 (5。 0)
現存高 10。 2

胴部～底部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。褐色。 胴下半25 底30

焼成 :普

第3号住居跡出土遺物 (第350図 )

第 4号住居跡 (第

“

9・ 3m図 )

第 4号住居跡は、K'86fグ リッドに位置する。第 2号・ 3号住居跡に切られ、西側は調査範囲

外に続く。南北58■mを測り、長方形を呈すると想定される。主軸方向はN-28° 一Wを指す。P6～

P8の 3箇所を主柱穴と推定した。その場合、Plが 4本目の主柱穴の可能性が高くなる。あるいは、

西側の 2本は、P9と P4の とも想定できる。各主柱穴間の距離は、P6-P7間で275cm O P7-P8間 で

は34■m・ P8-Pl間 で285cm・ Pl― P6間で350cmと な り、 P9・ P4を仮定するとP7-P9間で 280cm・

P9-P4間 で255cmと なる。床面か らの深 さはP6が58cm・ P7が63cm・ P8が 56cm・ Plが 51cm、 P9では

8 cm・ P4では35cmを測る。ロームを混入する貼床面は、硬度も比較的高く、明瞭なものであつた。

貯蔵穴と思われる遺構は検出されていない。主柱穴を結んだ線の内側中央よりやや北に、炉跡が第

3号住居跡に切られた状態で検出された。ごく浅いもので、床面からの深さは 5 cmを測るのみで

あつたO遺物の出土はみられなかった。

第 5号住居跡 (第351・ 352図 )

第 5号住居跡は、K'86gグ リッドに位置する。西側で第 6号住居跡を切るが、西壁から北壁及

びカマドの西半分は、調査範囲外に存在する。南北520cm・ 東西540cmを測り、略長方形を呈する。

主軸方向はN-27-Wを 指す。北壁面の、中央よりやや東寄りにカマドが検出された。部分的検

出のため、全長・焚口幅等は不明。第 1層は天丼部の崩落土層と推定され、第 2,3層は焚口・燃

焼部に相当しよう。Pl～P3を主柱穴と推定した。4本目については、調査範囲外に位置すると考え

られる。各主柱穴間の距離は、Pl― P2間で220cm・ P2-P3間で25贅 m、 床面からの深さはPlが

“

cm

・P2が 73cm・ P3が 52cmを測る。遺物の出土は比較的多く、32点を図化し得た。

第5号」1主居跡出土遺物 (第353・ 354図 )

番号 器種 法量  m 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

杯

土師器

杯

径

高

口

器

11.3

4.0

径

高

口

器

(11。 9)

3.2

径

高

口

器

(11.3)

4.0

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後上位部

分を、指頭による押さえ、内面はナデ。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

A+B+G+J   口55

杯50焼成 :良

B+G(細密)口 50

杯55 焼成 :良

A+B+H+J   口10

杯25焼成 :良
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杯

外

杯

杯

杯

杯

杯

杯

口 径 (11.0)
現存高  2。 5

口 径 (11.6)
現存高  2.3

口 径 (11.8)
現存高  2.5

口 径 (13.6)

現存高  2.5

口 径 (12.7)

現存高  3.0

口 径 (12.9)

現存高  2.8

口 径 (12.2)

現存高  3。 0

口 径 (14.0)

現存高  3.0

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色Ю

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。赤橙色Ю

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデか。

外部 :内外面ともナデか。赤褐色。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面

はヘラ削りの後ナデか、内面はナデ。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。;褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。暗褐色Ю

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

B+J(細密)口 30

杯20焼成 :普

B+J(細密)口 20
杯10焼成 :普

A+B+J   口20

杯5 焼成 :普

A+B+J   口10

焼成 :普

B+E+J(細密)口 10

杯15焼成 :普

A+B+H+J(細 密)

口20 焼成 :普

A+B(細密)口 20
焼成 :普

A+B+G+J(細 密)

口30 焼成 :普

′
メ

WI

第352図 第5号住居跡カマド

第 5号 住居カマ ド土層註記

1 暗灰褐色土 黒色土 と粘土の混合層。

ローム粒・ 焼土を含有。

2 暗灰褐色±  1層 に多量の粘土が混

入する。

3 黒褐色±  2層 より粘土少。
ロームプロック多含有。
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負

12

19

２

　

　

２５

　

　

２６

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯

杯

杯

杯

杯

不

杯

不

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

杯

　

　

杯

口 径 (13.9)

現存高  2.9

口 径 (14。 4)

現存高  2.7

口 径 (10。 7)

現存高  2.9

口 径 (11.9)
器 高 4。 0

口 径 (11.8)
現存高  3.4

口 径 (11。 8)
現存高  3.5

口 径 (13.4)

高台径 (9。 3)

高台高 0.6

器 高 4.1

口 径 (13。 7)

現存高  2.1

口 径 (15.5)

現存高  2.7

口 径 (16。 0)

現存高  2.6
口 径 (20。 0)

現存高 3.7
口 径 16.5

現存高  3.0

(15.0)

(6.5)

5。 2

径

径

高

口

底

器

(15.6)

(11.0)

3.5

径

径

高

口

底

器

(15。 3)

(10。 8)

4.2

径

径

高

口

底

器

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面

はヘラ削り、内面はナデ。褐色。

全面 :ロ クロナデ。底部 :ヘラ削り。

外部は明灰色、内部は灰黄色。

全面 :ロ クロナデ。底部 :糸切り離し後全面を右回転ヘラ削り

灰色。

全面 :ロ クロナデ。底部 :回転ヘラ削り (右回転)の後、粗い

ナデ後、付高台又は削り出しか。灰色。

全面 :ロ クロナデ。底部 :回転ヘラ削りの後ナデ、その後付高

台又は削り出しか。明灰色。

全面 :ロ クロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (左回転)。

灰褐色。

全面 :ロ クロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (右回転)。

灰色。

全面 :ロ クロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (右回転)の後ナデ

つまみ欠損。外面に一部自然釉付着。灰色。

全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。灰色。

全面 :ロ クロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (左回転)。

灰褐色。

A+3+H+J   口20

焼成 :やや不良

A+B+G+J(細 密)

口20 焼成 :普

A+B+H+J(細 密)

口25 杯10

焼成 :普

A+B+H+J   口20

杯35焼成 :良

A+B+H+J   口20

焼成 :やや良

A+B+H+J   口15

底20 焼成 :不良

B+1+J

口45 腫70

焼成 :やや不良

B+I(多 )+J

口20底50
焼成 :普

B+H+J

口35杯●5

高台45

焼成 :普

B+G

焼成 :不良

B+I+J   口20

焼成 :普

B+D+H+J

焼成 :やや不良

B+1+J

焼成 :普

B+1+J   口15

焼成 :普

B+H+J   口55

天75 焼成 :不良
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34

35

36

杯

壺

甕

甕

甕

甕

甕

　

　

　

甕

　

　

　

甕

甕

口 径 (18。 0)

現存高  5。 7

口 径 10。 2

現存高  9.2

口 径 (12.8)

現存高  6.1

口 径 (17。 4)

現存高  7.8

口 径 (18.2)

現存高 8.3

口 径 (21。 2)

現存高  5.5

口 径 (23.9)

現存高  4.5

口 径 (25。 0)

現存高 11.4

径

径

口

胴

(17.8)

(18.2)

24.4現存高

底 径

現存高

5.2

4.1

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。茶褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はヘラナデ。褐色。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面

はヘラ削りの後ナデか、内面はナデ。外部は橙色、内部黒褐色c

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。灰黄褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。明褐色。

口縁部 :内外面ともヘラナデの後横ナデ。

褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はヘラナデ。赤褐色。

胴部 :外面はヘラ削りの後粗いヘラ磨き、内面はヘラナデ。

底部 :外面はナデ、内面はヘラナデ。赤褐色。

＝
賊

口15

並
日

B+E+J   Eコ25

胴上半15

焼がこ:やや良

A+E+I+J   口20

焼成 :やや不良

B+E+1+J   口15

焼成 :普

B+E+1+J   口25

焼成 :普

A+B+F+J   口25

焼成 :普

A+B+F+H   口25

焼成 :普

fi+l+!+[+J 5;,Z0

焼成 並日

略
賊

肺25

並
日

A+B+F+J   j菫 蔓75

焼成 並日

亀

第 6号1主居跡 (第351図 )

第 6号住居跡は、L'87Cグ リッドに位置する。北東側で第 5号住居跡に切られ、南西側の第 7

号住居跡との新旧関係については不明である。遺構内のピットは、主柱穴とも推定されるが、対応

するピットは確定できなかった。貼床面と壁溝、ピット1基のみの検出であり、数少ない出土遺物

の中から、図化し得たのは 1点のみであった。

第 6号住居跡出土遺物 (第3M図 )
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鰺
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甲

蓬

む
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

壺 口 径 (13.8)

現存高  5.2

ロクロナデ。茶褐色。 B+F+J(細密)口 30

焼成 :やや不良
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第 7号住居跡 (第351図 )

第 7号住居跡は、L'87fグ リッドに位置する。コーナー部分が、 1箇所検出されたのみである。

第 6号住居跡と壁を接するようにして位置しているが、両者の新旧関係は不明である。貼床面と壁

溝、ピット5基の検出にとどまる。

遺物の出土はみられなかった。

第 8・ 9号住居跡 (第355・ 356図 )

第 8・ 9号住居跡は、 J'86hグ リッド・ J'86bグ リッドに位置する。

両者は重複しているが、切り合っていると表現するよりは、第 8号住居跡を拡張して第 9号住居

跡になったと推定される。

その意味では、第 8号住居跡AOBと表現すべきであるかも知れないが、 2軒として扱った。

第 8号住居跡 (内側)の主柱穴を、Pl～ P4に想定した。各主柱穴間の距離は、Pl― P2間で376cm

・ P2-P3間で320cm・ P3-P4間で376cm・ P4-Pl間で320cmを測り、貼床面からの深さはPlが50cm

O P2が 65cm・ P3が 6〔発m・ P4カ
'65cmと
なる。

主軸方向はN-81° 一Eを指す。P8ないしはP9が、第 5ピ ットであろうか。東側は、第 9号住居

跡に拡張する際にやや変形しているが、小判形に近い隅丸の長方形を呈する。

第 9号住居跡 (外側)の主柱穴を、P5～ P7、 P4に想定した。各主柱穴間の距離は、P5-P6間で4

40cm・ P6-P7間で312cm O P7-P4間 で440cm・ P4-P5間で328cmを測り、貼床面からの深さはP5が

50cm・ P6が60cm・ P7が 55cm O P4が 65cmと なる。

主軸方向はN-88° 一Eを指す。P8ないしはP9が、第 5ピ ットであろうか。東側は、第 8号住居

跡を拡張する際にやや変形しているが、概ね共有しており、小判形に近い隅丸の長方形を呈する。

各主柱穴を結んだ線の外側に、48cm× 60cm、 深さ10cmの炉跡が検出された。出土した土器片は数

多あるが、図化し得た遺物は6点であった。

第 8・ 9号住居跡出土遺物 (第357図 )
，特
・機

量

暦

磯

鷺

欄

―
‐
　

１
１

１

１

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

高 杯 現存高  8.6 柱状部 :外面は粗いヘラ磨き、内面はヘラナデ。突帯部 :ナデ。

赤褐色。

B+I+J

焼成 :良
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第 809号 住居跡土層註記

1 黒褐色土  ローム粒 0ロ ームプロック・焼土粒 0炭化物

含有。 しまりやや弱。

2 黒褐色±  1層 より、 ロームプロック・ 焼土粒多。南壁

際に S J18の 炉有 り。

3 黒褐色土  ローム含有多。 しまり強。

(1～ 3層 =SJ9)

4 黒褐色土  SJ9第 2層 に比 して ローム含有少ない。
5 黒褐色土  ローム粒・ 焼土・ 粘土含有。粘土 に砂質、 し

6 黒褐色土  ローム粒・ ロームプロック・ 焼土粒含有。 し

まり強。

7 黒褐色土  多量のロームプロック含有。 しまり弱。

第355図 第B09号住居跡(1)

１
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．

ま り強
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⊆273

L24

=24

L24

C

_⊆ョ7: 旦271

第 9号住居炉跡土層註記  1～ 3共通

1 黒褐色土   ローム粒・ ロームプロック・ 焼± 0炭化物含有。 しまり弱。

2 明赤褐色土  焼土層。 しまり強。

3 明黄褐色土  焼 けたローム層。

lm

.1__″ L           __ユ
′
_

澪膠 必

:80

第356図 第8・ 9号住居跡0
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製

玉

土

勾

甕

壺

甕

高 杯

長 さ

巾冨

重 さ

Э.Э

l.6

26.9

口 径 (7.8)
現存高  6。 7

胴 径 (22.7)

底 径  8.3
現存高 26.0

口 径 (15.2)

現存高 19.5

口 径

現存高

17.8

8.0

器面は荒れているが、赤彩と思われる。升刻犬は「く」字状、断

面は円形に近い。全面ナデ、比較的丁寧な作りである。両側か

らの穿孔と思われる。孔径0.2c聰 橙色。

口唇部に木口状工具による刻み目。口縁～頸部 :外面はLR縄文

胴部 :外面は粗いハケロか、内面はヘラ磨き。黒褐色。

器面は摩滅している。胴部 :外面はハケロの後ナデか、内面は

ヘラナデとナデ。底部 :内外面ともナデ。

外部は橙色、内部は黒色。

口唇部に木口状工具による刻み目か。頸部～口縁部 :直線的に

わずかに開く。口縁部～胴上半の輪積痕は不明瞭、外面はRL縄

文を施す、内面はハケロの後ナデか。暗茶色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。不部 :内外面ともヘラ磨き。

飾り4箇所。褐色。

A+B+J 完形

焼成 :やや良

A+B+F+H+J

口25 胴上半25

焼成 :普

A+B+E+H

底100 月同30

焼成 :普

E+H+J 口20

焼成 :普

A+B+F+I+J   Eコ 90

不95焼成 :良

不ヾミ

‐

‐

／

／

]
矛辟巡

晟
涅巡゙

「
‐
∃

ポ

涅

ノ
熙

第357図 第B09号住居跡出土遺物
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第10号住居跡 (第3田図)

第10号住居跡は、 I'86bグ リッドに位置する。周囲を第 9・ 11012・ 17・ 18019号住居跡との

重複によって失われ、僅かに北側の壁溝を残すのみである。主柱穴を確定することはできず、貼床

面についても非常に遺存度が悪く、不明瞭なものであつた。炉跡や貯蔵穴についても確認されてい

ない。小破片がごく小数出土したのみであり、図化し得た遺物はない。

第11号住居跡 (第359図 )

第11号住居跡は、 I'86iグ リッドに位置する。北側は調査範囲外に続き、南側と西側では第12

号・第10号住居跡を切る。東側から南側にかけては、幅20～ 30cm・ 深さ10cm程の壁溝が巡るが、西

側から北側においては検出されなかった。主軸方向はN-2° 一Eを指す。平面規模は東西455cm・

南北44■mの略方形、確認面からの深さは僅かに5 cmを測るのみであつた。遺構内においてピット

が 3基確認されているが、南側の 2基については、第12号住居跡に伴うものとも推定される。床面

からの深さは、北東のピットが60cm、 南東のピットが40cmを測る。カマドは検出されていないが、

北カマドであり、中央よりやや東寄りに位置すると推定され、調査範囲外に存在しよう。北東コー

ナー部分において貯蔵穴が検出された。75× 100cm程の楕円形と推定されるもので、床面からの深

さは、最も深い箇所で75cmを測る。貯蔵穴内遺物を合わせ、図化し得た土器は8点である。

第11号住居跡出土遺物 (第360図 )

番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯

　

　

　

杯

　

　

　

杯

杯

壺

　

　

　

甕

甑

甕

口 径 (11.0)

器 高  3.3

口 径 10。 4

器 高 3.5

口 径 11.1

器 高 3.8

径

高

口

器

12。 0

3.6

口 径 (15.3)

現存高  6.5

径

径

高

口

胴

器

径

径

高

口

底

器

21.6

32.8

36.6

25.0

8.3

30。 6

口 径 (22.2)

現存高 22.6

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデとナデ。黄褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。明赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はヘラナデとナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。明褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はヘラナデ。橙色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部～底部 :外面はヘラ削りの後

粗いナデ、内面はヘラナデの後粗いナデ。丸底を呈す。

茶褐色。貯蔵穴内。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デの後粗いヘラ磨き。赤褐色 (一部黒色 )。 貯蔵穴内。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

A+B+F+H+J   口10

杯25焼成 :普

A+B十 1(多)+J

完形 焼成 :良

A+B+I+J  口75

杯95焼成 :良

A+B+E+I(多 )+J

口杯70焼成 :良

A+B+H+J   口25

並
日焼成

A+B+C+J

口80 月団0 底70

焼成 :やや良

A+B+I

口40 月間0 底95

焼成 :やや良

A+B+D+F+J   口25

胴_20焼成 :普
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第360図 第11号住居跡出土遭物

第12号住居跡 (第359図 )

第12号住居跡は、 I'87Cグ リッドに位置する。北側で第11号住居跡に切られ、西側で第19号住
居跡と重複するが、新旧関係については不明である。南側と西側に、幅20～25cm・ 深さ25cm程の壁

溝が巡る。主柱穴として、本住居跡内の 2基と、第11号住居跡内の 2基のピットが該当すると推定

した。主柱穴間の距離は、南北方向に260cmと 255cm、 東西方向に15■mと 18■mを測り、床面からの

深さは40cm・ 60cm・ 45cmと なる。遺物の出土はなかった。
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第13号居跡 (第361図 )

第13号住居跡は、 J'87aグ リッドに位置する。第14～16号住居跡 0第57号土療と重複している

が、いずれの場合も、本住居跡の貼床が上にのった状態で検出されており、後出と判断された。

カマド部分が若干島状に残されていた他は、遺構確認の段階で砂混じりで黄褐色の貼床が検出さ

れた程に、遺存状況は悪いものであった。平面規模は東西33∝m・ 南北472cmの長方形、壁面の立ち

上がりは残されていなかった。主軸方向は、N-86° 一Eを指す。

東側壁面中央からやや南寄りに、カマドが検出された。検出し得た範囲内で、全長100cm・ 焚口幅

40cmを測る。袖部分 (第 5層)は、砂礫混じりの黄褐色粘土であり、一部が崩落して燃焼部に流れ

込んでいるのが観察された (第 2層 )。 第 1層は天丼部の崩落土層、第 203層は焚口部・燃焼部に

相当しよう。貼床面直上から検出された内、 4点を図化できた。

第13号住居跡出土遺物 (第362図 )

番号 器種 法量   cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯
　
　
　
　
甕

　

　

　

甕

甕

口 径 (13.1)
現存高  4.8

口 径 (19。 2)

現存高  9。 7

口 径 (20.0)

胴 径 19.8

現存高 10。 3

口 径 (23.8)

現存高  9.5

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。赤褐色 (一部黒色)。

口縁部 :内面ヘラナデの後、内外面とも横ナデ。胴部 :外面は

ヘラ削りの後ナデ、内面はヘラナデ。黄褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はヘラナデ。褐色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。暗褐色。

A+I+J   口50

杯60焼成 :やや良

B+D+F+J   口25

胴_レ5焼 成 :普

B+F+H+J   口15

焼成 :普

A+B+D+H+J 口30

胴上30焼成 :良

一
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７
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¬
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第362図 第13号住居跡出土遭物
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第14号住居跡 (第361図 )

第14号住居跡は、K'87Cグ リッドに位置する。南部分を、第13号住居跡に切られる。第15号住
居跡と重複するが、新旧関係については不明である。壁溝が、北側で部分的

に、東側では第13号住居跡の貼床面の下まで続いていくのが観察された。南

側から西側については、コーナー部分が検出され、以上から遺構の規模を得

ることができた。東西360cm・ 南北340cmlの略長方形 を呈し、主軸方向は、

N―■
°
一Eが推定される。柱穴・貯蔵穴・炉跡もしくはカマド等については L____」 °m

検出されていない。                          第301里雷r星憲
層 口 P画 」L‐ 脅遺物の出土はみられなかった。                         ‐‐―‐‐  ‐―

第15号住居跡 (第361図 )

第15号住居跡は、K'87Cグ リッドに位置する。北側で第14号住居跡と重複するが、新旧関係は

不明であり、東側では第13号住居跡に切られている。また、南西側においては、第21号・ 22号住居

跡との重複が推定されるが、新旧関係は不明である。

遺存度は非常に悪く、南西部分の掘り方が検出されたことによって、住居跡の存在を確認できた

のみである。その掘り方についても、東側では第13号住居跡・北側では第14号住居跡のために失わ

れており、規模や主軸方向は不明である。形態については、唯一検出し得たコーナー部分から、方

形または長方形が想定される。ピットが数基確認されたが、本住居跡との関連については不明とい

わざるを得ない。遺物の出土はなかった。

第16号住居跡 (第361図 )

第16号住居跡は、K'87aグ リッドに位置する。北側を第 8号・ 9号住居跡、東側を第18号住居
跡、西側を第13号住居跡によって切られている。遺存状況は非常に悪 く、南側壁溝の一部と北西

コーナー付近が検出できたのみである。壁溝は幅25cm・ 深さ10cmを測る。東西規模は推定400cmで

あり、主軸方向については、N-82° 一Eが推定される。

遺構内においてピットが 7基検出されたが、本住居跡との関連については不明である。炉跡・貯

蔵穴等は検出されていない。遺物はごく小数出土したのみであり、図化し得た土器は 1点である。

第16号住居跡出土遺物 (第363図 )

番号 器種 法量 clrl 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

高 杯 現存高  5。 7 器面は荒れている。外面は不明瞭ではあるが横位の沈線を施す、
内面上位は絞り、下位はナデか。穿孔 3。 黄褐色。

A+F+H

焼成 普
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第17号住居跡 (第364・ 365図 )

第17号住居跡は、 J'87fグ リッドに位置する。遺構の遺存度は非常に悪く、規模については、

東西を608cmと 推定できるのみであり、確認面からの深さは最大で 8 cmであった。主軸方向はN一

27° 一Wを指す。14点を図化することができた。 5・ 6に関しては時期的に異なる可能性もあり、

別の遺構の存在を想定すべきであるかも知れない。しかし、調査時においては遺構として確認する

ことはできず、参考として本住居跡の遺物と共に掲載をした。

第17号住居跡出土遺物 (第366図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

須恵器

杯
　
　
不
　
　
　
杯
　
　
杯
　
　
杯

杯

甕

　

甕
　
　
甕

径

高

径

口

器

底

口 径 (9。 9)
現存高  3.6
白 径 (9.5)
現存高  3.1

(10。 7)

3.3

(10。 9)

3.6

(12.2)

3.4

7.4

2.0

(18.0)

8.7

(20.5)

12。 7

15。 6

4.0

口 径

現存高

口 径

現存高

現存高

口 径

現存高

口 径

現存高

底 径

現存高

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。
ロクロナデ。ロクロは右回転。底部 :回転糸切り離し後、周辺

を右回転ヘラ削り。黄灰色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りか、内面は

ナデか。褐(L
口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。内面はヘラナデにより器面を薄く仕上げる。橙色。

胴部～底部 :外面はヘラ削り、内面はヘラナデ。

灰褐色。

A+B+H+J(細 密)

口杯60焼成 :普
A+B+I+J(細 密)

口25 杯30

焼成 :普

A+B+F+J(細 密)

口杯25焼成 :良
A+B+J(細密)

口杯45焼成 :良

A+B+J(細 密)口 20
杯25焼成 :普
B+H+J   底80

焼成 :やや不良

A+B+E+1+J   Eコ 25

焼成 :やや不良

B+D+E+I+J

口50 焼成 :普
A+B+D+J  `涯

=45
焼成 :普
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第19号 住居炉跡土層註記

1 赤褐色土   焼土層中にカーボン少。

2 明赤褐色土 焼土プロック層中に、 カーボン若千。

第 18号 住居炉跡土層註記

1 黒褐色土   ローム粒・ ロームプロック 。焼土粒含有。

2 明赤褐色土  焼土層、焼け しまっている。

3 黄褐色土   火熱を受 けプロック化 した層。

O

第365図 第17～19号住居跡0
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１０

■
　
　
２
　
　
１３

甕

甕

須恵器

甕

高 杯

不 明

鉄製品

現存高 15。 0

口 径 (13。 4)

現存高  5。 1

口 径 (12.3)

現存高 10。 0

径

径

高

口

底

器

10。 4

9.4

6.2

現存長  4。 0

幅  3.6

胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、内面はヘラナデ。1褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :内外面ともナデ。

褐色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面ともナデ。黄灰色。

外部。口縁部 :内外面とも横ナデ。底部 :ヘラナデ。

接合部 :ヘラ削り。脚台部 :外面をヘラ削りの後内外面とも横

ナデ。褐色。

銹化著しく元刻犬不明、板状もしくは、刃部をもつ製品の一部か。

厚さo.2cm。

B+D+I+J焼成 :普

A+B+F+J

焼戒 :やや良

B+J(細密) 口35
焼成 :普

A+B+F+J(細 密)

上部80下部75
焼成 :普
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第366図 第17号住居跡出土遭物
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第18号住居跡 (第364・ 364図 )

第18号住居跡は、 J'87Cグ リッドに位置する。プランとしては、東西の壁溝が部分的に遺存じ

ていたのみであった。東西552cm・ 主軸方向は、N-4° 一Wを指す。Pl～P4を主柱穴として想定

した。各主柱穴間の距離は、Pl― P2間が88cm・ P2-P3間が25∝m・ P3-P4間が288cm・ P4-Pl間

が264cЩ 確認面からの深さはPlが88cm O P2が 10生mを測る。なお、Pl― P4ではなくP5-P7の可能

性も否定できず、その場合距離は240c臥 深さは64cmと 3∝mと なる。P2ではなくP6であるとすれば、

Plとの屁巨離は240c臥 深さは80cmを測ることになる。84cm× 60cm・ 深さ8 cmと 5∝m× 40cm・ 深さ84

cmの 2基の炉跡が検出されている。僅かに出土した土器の中から、図化し得た遺物は 1点であった。

第18号住居跡出土遺物 (第367図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

台付甕 脚台径 (10。 2)

現存高  6.8

脚台部 :外面はハケロ、内面は指頭による押捺。

橙色。

A+B+E+I+J I脳印40

焼成 :やや不良

第19号住居跡 (第364・ 365図 )

第19号住居跡は、 I'87aグ リッドに位置する。東側は調査範囲外に続き、西側は第17号住居跡

に切られている。遺存度は非常に悪く、僅かに残る立ち上がりや掘り方、覆土の広がりからプラン

を検出し得たのみである。平面規模は、東西が推定で440cm・ 南北は458cmを測り、略方形を呈する。

主軸方向はN-8° 一Eを指す。

壁濤や主柱穴・貯蔵穴などは検出されておらず、貼床面についてもきわめて不明瞭なものであっ

た。住居跡中央よりやや北西寄りの位置から、炉跡が 2基検出された。西側 (第364図 E一 E')の

炉跡は112cm× 44cmの不整形・深さ5 cm、 東側 (同図 F― F')の炉跡は推定8∝m× 80cmの楕円形・

一

　

・

一

一

．

一

第367図 第18・ 19号住居跡出土遺物
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深さ1lcmを測る。形態や検出状況から、 1基の炉跡であったとも考えられる。住居跡内で検出され

た 2基のピットについては、本遺構との関連は不明であるが、あるいは浅いピット状に残った掘り

方であるとも推定された。出土した土器の点数はそれ程多くはないが、合わせて 7点を図化するこ

とができた。

第19号住居跡出土遺物 (第367図 )

第20号住居跡 (第368図 )

第20号住居跡は、 I'87iグ リッドに位置する。遺構中央部を第 5号濤跡に切られるほか、第 7

号・第28号・第29号・第32号住居跡等々にも切られ、遺構としてのプランは失われている。調査時

において、ロームブロックを主体とした非常に堅固な貼床が検出されたことにより、住居跡の存在

が確認された。しかし、周囲を再精査したが、プランを得ることはできなかった。

Pl～P3を主柱穴と推定した場合、主柱穴間の距離はPl― P2間が335cm・ P2-P3間が280cmを 測

り、貼床面からの深さはPlで35cm・ P2で40cm・ P3で45cmと なる。主軸方向はN-27-Wが 推定さ
れる。炉跡・貯蔵穴・壁溝等は検出されていない。

遺物の出土はみられなかった。

番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

甕

甕

　

　

　

甕

壺

　

　

　

椀

小型壺

小型壺

口 径 (17.0)

現存高  7.1

口 径 (18.0)

現存高  6.4

脚台径 (10。 0)

現存高  7.6

現存高  7.0

径

径

高

口

底

器

(11.6)

4.0

4.6

口 径 (11.2)

現存高  3.6

径

径

径

高

口

胴

底

器

(10。 4)

13.6

3.8

17.0

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも、ヘラナデの後粗い

ナデ。胴部 :外面は粗いヘラナデの後ナデか、内面はヘラナデ

か。褐色。

口縁部 :内外面とも、ハケロの後粗い横ナデ。胴部 :外面はハ

ケロ、内面はナデ。赤色。

底部 :内面はヘラナデ。脚台部 :内外面ともハケロ。

赤色。

底部 :内外面とも粗いナデ。胴部 :外面は粗いヘラ磨き、内面

はナデ。茶褐色。

口縁～体部 :外面はヘラ磨き、内面は粗いヘラ磨き。

底部 :外面はナデ、内面はヘラナデ。橙色 (一部黒色)。

内外面ともヘラ磨き。褐色。

口縁部 :内外面とも丁寧なヘラ磨き。胴部 :外面は丁寧なヘラ

磨き、内面上位は指頭による押捺、中～下位はナデ。

底部 :内外面ともナデ。外部は赤橙色 (一部黒色)、

内部は黄灰色。

B+C+E+J   口20

焼成 :やや不良

A+B+I   口20

胴上30焼成 :普

A+B+F+J   lμ 120

焼成 良

A+B+l   底85

焼成 :普

B+D+F+J

口30体35
焼成 :やや良

B+D+J(細密)口20

焼成 :良

B+D+E+J(細 密)

口25 月間5 底100

焼成 :やや良
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第368図 第20号住居跡

第21号住居跡 (第369図 )

第21号住居跡は、M'87eグ リッドに位置する。西側で第20号住居跡を切り、東側では第15号住

居跡を切っている。これらの他にも、南側において第28号・第29号・第34号・第35号住居跡と重複

するとも考えられるが、各遺構とも遺存度がきわめて悪く、遺構の範囲も確定しないため詳細につ

いては不明である。第22号住居跡についても、僅かに遺存していた貼床と掘り方から住居跡の存在

を判断したのみであり、第21号住居跡との新旧関係については判定できなかった。

本住居跡においては、カマドと壁溝の一部が検出されたのみである。確認された範囲において、

カマドの全長は11斃m、 焚口幅は4∝m程と推定される。第 1層は、暗黄褐色を呈するロームと粘土の

混合層であり天丼部の崩落土層に、第 2～第 4層は焚口部・燃焼部に相当しよう。カマドの右側

(東側)では袖部分が基部付近のみではあるが遺存しており、構築材の一部として土師器の甕 (第
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第21号 住居 カマ ド土層註記

1 暗黄褐色土  ロームと粘土の混合層。粘

性あり。

2 暗赤褐色土 焼土を主体 とする層。

3 黒褐色土  ローム粒・ ロームプロック

焼土・ 炭化物多含有。粘性有。

4 黒掲色土  焼土多含有。

5 黒褐色±   4層 に比 して焼土が少ない。

6 黒褐色土  中近世 ピッ ト。
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第369図 第21・ 22号住居跡
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第370図 第21号住居跡出土遺物

370図 4)が、倒立の状態にして用いられていた。なお、カマドの西側は中近世ピットに切られてお

り、その周辺の壁面については、ほぼ完全に失われていた。カマド東側のエレベーションB一 B'

で示される窪みは、貯蔵穴の痕跡であろうか。貼床の痕跡や、柱穴と覚しき遺構は検出されていな

い。壁溝は幅約20cm・ 確認面からの深さは5 cm程である。主軸方向はN-21° 一Wが推定される。

出土した遺物の中から、図化し得た土器は5点であった。

第21号住居跡出土遺物 (第370図 )
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

杯

杯

甕

甕

口 径 (14.8)

現存高  3.0

口 径 (14.5)

現存高  3.8

径

高

口

器

13.2

4.0

径

径

口

胴

(14.9)

(18.6)

19.2現存高

口 径 (12.1)
現存高  6。 0

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。不部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はヘラナデ。褐色。

口縁部 :内面をヘラナデの後、内外面とも横ナデ。胴部 :外面

はヘラ削り、内面はヘラナデ。外部は橙色、内部は灰色。

A+B+I+J   口50

焼成 :普

A+B+I 口30 杯

20 焼成 :やや良

A+B+H+J 口100

杯80焼成 :良

A+B+E+J   口70

焼成 並日

A+r+I(多) 口30
焼成 :普
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第22号住居跡 (第369図 )

第22号住居跡は、M'87eグ リッドに位置する。住居跡を始めとして、遺構の集中度が最も高い

区域であるだけに遺存度はきわめて悪く、本住居跡においては掘り方から推定されたコーナー部分

が 1箇所と、主柱穴と覚しきピットが 1基確認されたのみであった。プランの確定はできなかった

が、隅丸の方形もしくは長方形を呈すると推定された。重複が想定される、第21号・第28号・第29

号・第33号～第35号住居跡のすべてに切られていると考えられる。第369図のエレベーションB一

B'で示されるピットを主柱穴と想定した。確認面からの深さは、34cmで ある。これに対応する

ピットに関しては、残念ながら確認することはできなかった。

遺物はごく小数出土をしているが、図化し得るものはない。

第24号住居跡 (第371図 )

第24号住居跡は、 I'87hグ リッドに位置する。東側で第23号住居跡に切られている他は、残さ

れている壁面の立ち上がりは小さいものの、ほぼその全形を知ることができる。

平面規模は、東西が推定405cm・ 南北が41■mを測り、確認面からの深さは最大20cm程である。平

面形態は、四隅がやや丸味をもつ略方形と推定される。東カマドが想定され、第23号住居跡によっ

て切られていると考えられる。壁溝・柱穴等については、検出されていない。第371図 のエレベー

ションG一 G'で示される2基の土墳の内の 1つに、貯蔵穴の可能性を考えたい。
2基の規模については、南側の土羨では51cm× 50cmの不整円形・深さ2斃m、 北側の土猿では短軸

8■m・ 深さ24cmの楕円形を呈する。住居跡内には、10cm程の段が検出された。

少数出土をした土器の内、図化し得たのは4点である。

＼婆キ:垂製饗%
1lilillil:|:||:::::::::|:::|||::::|||||||::::::::::::::|||:::|:|:|||;|||:|12

第372図 第24号住居跡出土遭物
第24号住居跡出土遺物 (第372図 )
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

　

　

　

杯

　

　

　

甕

杯

口 径 (11.8)

現存高  3.6

口 径 (12.5)

現存高  2.9

底 径

現存高

6.4

5。 3

底 径

現存高

9.2

2.3

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、内面はナデ。底部 :外面はヘ

ラ削りの後ナデ、内面はナデ。外面は黒色、内面黄褐色。

底部 :外面はヘラ削りの後粗いナデ、内面はナデ。

褐色。

B+I+J   口20

外25焼成 :普

A+B+J   口20

底5  焼成 :普

A+B+E+F+I+J底 100

胴30 焼成 :普

A+B+D+I+J  庭
=95

焼成 :普 7
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第27号住居跡 (第373・ 374図 )

第27号住居跡は、L'88bグ リッドに位置する。第28号住居跡を切る。多くの遺構との重複によ

り、プランが大きく失われている。特に、第30号住居跡と第 5号濤跡に切られることによって、遺

構の北側と西側部分を除いて大部分を欠いた状況で検出された。Pl～P4を主柱穴と推定した。各主

柱穴間の距離は、Pl― P2間で264cm O P2-P3間 で288cm・ P3-P4間で280cm・ P4-Pl間で288cmを

測り、確認面からの深さはPl力鴻Ocm・ P2が88cm O P3が 96cm・ P4が80cmである。東カマドが推定

されるが、検出することはできなかった。南壁と西壁に部分的ではあるが壁溝が検出され、貯蔵穴

に関しては確認されていない。規模は南北が73∝mO東西は540cm程が推定される。推定の主軸方向

はN-50° 一Eである。3の遺物については、混入とも考えられるが、図化し得た遺物は合わせて 8

点である。

第27号住居跡出土遺物 (第375図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

杯

甕

口 径 (11.5)
現存高  4.1

口 径 (14.4)

現存高  5.5

口 径 (11。 0)
現存高 14.1

器面は剥離著しい。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は

ヘラ削りの後ナデか、内面はナデか。橙色 (赤彩)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。赤橙(L

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。褐色 (黒色)。

A+B+J 口・杯20

焼成 :やや良

A+B+H+J   口5

杯25焼成 :良

A+B+E+I+J

口25 焼成 :普

E 21.a

lm

第374図 第27-29号住居跡0
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甕

甕

甕

不 明

土製品

口 径 (17.9)

胴 径 (22.0)

現存高 17.0

径

径

口

胴

(18.5)

(21.2)

19。 0現存高

口 径 17.1

底 径  6.5
胴 径 22.7

器 高 33.5

縦   9。 3

横  10.5
さ 2.0厚

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はヘラナデ。灰黄褐色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。灰黄褐色 (胴部黒色)。

口縁部 :外面は横ナデ、内面はヘラナデの後横ナデ。胴部 :外

面はヘラ削り、内面はヘラナデ。底部 :外面はナデ、内面はヘ

ラナデ。褐色。

全面ナデによる大雑把な仕上げである。

褐色。

B+D+E+J   口20

焼成 :やや良

B+E+1+J

口30 肺爵5

焼成 :普

B+C+H+J

口70月田0 底100

焼成 :普

B+E+H+J

焼成 :やや良

第28号住居跡 (第373・ 374図 )

第28号住居跡は、K'88aグ リッドに位置する。他遺構との重複によって、プランの大部分を

失っている。炉跡と掘り方、それと僅かに残された壁面の立ち上がりから、遺構の平面形態と推定

規模を得た。東西は560cm・ 南北は640cm、 四隅に若干丸味をもつ長方形と推定される。遺構内にお

いて、数多くのピットが検出されているが、主柱穴を判別することはできなかった。主軸方向はN
-2γ 一Wを指す。中央よりやや北寄りに炉跡が検出された。図化し得た土器は、 3点である。

第28号住居跡出土遺物 (第376図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

小型壺

高 杯

手捏ね

口 径 (14。 7)

現存高  8.6

脚台径 (11.7)

現存高  3.8

径

径

高

口

底

器

4。 0

3.0

3.0

口縁部 :内外面ともヘラ磨き。胴部 :外面はヘラ磨き、内面は

指頭による押捺。赤褐連L

器面は摩滅している。脚台部 :外面はハケロの後ヘラ磨き、内

面はハケロ。橙色。穿孔 3。

全面ナデ。褐色。

B+E+H+J   口160

焼成 :やや良

A+B+J   l隣 150

焼成 :普

A+B+F

口25 底100

焼成 :普

胚愈襦黎釉
第376図 第28号住居跡出土遭物
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第29号住居跡 (第373図 )

第29号住居跡は、 L'87gグ

リッドに位置する。周辺の違構と

の重複が著しく、ほとんど原形を

とどめておらず、規模についても

不明である。わずかに残されたプ

ランから住居跡と推定した。

住居跡であるとすれば、平面形

態は方形もしくは長方形が考えら

れよう。

第29号住居跡出土遺物 (第377図 )

第377図 第29号住居跡出土遭物

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

高 不 口 径

脚台径

器 高

19。 4

15。 1

17.6

口縁部 :内外面ともハケロの後粗い横ナデ。外部 :内外面とも

ハケロ。底部 :ヘラ磨き。脚台部 :外面はヘラ磨き、内面は絞

り。裾部 :外面はヘラ磨きの後粗い横ナデ、内面は粗いハケロ

の後粗い横ナデ。赤褐色。

A+B+E+I+J

口65 1郎95

焼成 :やや良

第31号住居跡 (第378図 )

第31号住居跡は、 J'88gグ リッドに位置する。住居跡の密集している箇所であり、この範囲内

に5軒が検出された。本住居跡は、第33号住居跡との新旧関係は不明であるが、第32号・第34号・

第35号住居跡のいずれにも切られていると推定される。掘り方と壁溝の一部が確認されたことによ

り、本住居跡の存在が判明したものである。近辺には多数のピットが検出されており、これらの内

の幾つかが、第31号～第35号住居跡の柱穴に相当すると考えられるが、特定できるピットは僅かで

あった。

P220P26・ P310P17を 、主柱穴と推定してみた。この場合各ピット間の距離は、P22-P26間 で

340cm・ P26-P31間で388cm・ P31-P17間 で398cm・ P17-P22間 で350cmを測り、P26の確認面から

の深さは2■mであった。主軸方向はN-30° 一Wを指し、平面形態は隅丸の方形、あるいは長方形

が考えられる。確認された壁溝は、幅約20cm・ 深さ22cmである。炉跡・貯蔵穴・貼床面等々は検出

されていない。本住居跡と判断できる遺物は得られなかった。

第33号住居跡 (第378図 )

第33号住居跡は、K'88Cグ リッドに位置する。第32号住居跡との新旧関係は不明であるが、第

31号・第34号・第35号住居跡等には切られていると推定される。プランは検出されず、主柱穴 4基

の存在から、住居跡と判断した。想定した主柱穴はP100P18・ P15・ Pllであり、各ピット間の距

離はP10TP18間 が260cm・ P18-P15間が182cm O P15-Pll間 が260cm O Pll― P10間が152cm、 確認

面からの深さはP10で 56cm・ P18で 72cmを測る。主軸方向はN-3° 一Wを指す。炉跡・貯蔵穴・壁

溝等は検出されず、遺物の出土もなかった。
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第 32号住居炉跡土層註記

1 赤褐色土  焼土 プロック層。 しまり強、

粘性弱。

2 赤褐色土  焼土 プロック層 にカーボン

少。 しまり強、粘性弱。

3 赤褐色土  焼土層中にカーボン多含有。

しまり強、粘性弱。

4 明赤褐色土  焼土 プロック層。

.lzz.z

0           1m
L=」 ==」

第379図 第31、 33 35号住居跡0

第34号住居跡 (第378・ 379図 )

第34号住居跡は、K'87iグ リッドに位置する。第31号住居跡に切られ、第32号・第33号住居跡

を切っていると推定される。第35号住居跡との新旧関係については、調査時においても判定するこ

とはできなかった。遺構の遺存度は非常に悪く、壁濤の存在からコーナー部分を 1箇所と、第35号

住居跡に伴う可能性もある炉跡が 2基検出されたのみであつた。

あくまでも可能性の 1つ として、P5・ P23・ P200P9を主柱穴と想定すると、各ピット間の距離

はP5-P23間が240cm O P23-P20間 が250cm・ P20-P9間 力`26∝mO P9-P5間が264cmを測る。 この

場合、平面形態は方形もしくは略方形が考えられ、主軸方向はN-10° 一Wが想定される。遺構内

で検出された炉跡は2基であり、それぞれ80cm× 48cm・ 深さ 8 cm、 80cm× 48cm・ 深さ10cmを測る。

少数の出土遺物の中から、図化し得た土器は2点である。第35号住居跡が本住居跡を切っていると

すれば、炉跡も遺物も第35号住居跡に伴うものといえよう。

第3号住居跡出土遺物 (第380図 )

第380日 第34号住居跡出土遭物

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

壺

高 不

口 径 (17.8)

現存高  8。 0

脚台径 (10.2)

現存高 6.8

口縁部 :内外面とも、ハケロの後ヘラ磨き。

黄褐色。

器面は摩滅している。脚台部 :外面はハケロの後ナデか、内面

は絞り。茶褐色。

A+B+H+J   口40

焼成 :やや良

A+B+F+I  澤甲55

焼成 :普

―- 480 -―
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第381図 第35号住居跡出土遺物

第35号住居跡 (第378図)°

第35号住居跡は、K'87iグ リッドに位置する。第32号・第33号住居跡を切り、第31号住居跡に

は切られている。第34号住居跡との新旧関係については、判別できなかった。可能性の 1つ として、

両者の位置関係から観て、第34号住居跡を拡張して第35号住居跡となったとも推定され得る。その

場合、第34号住居跡内に位置する炉跡は、本住居跡に帰属すると解釈すべきであるかも知れない。

出土した遺物はごく少数であり、図化し得た土器は2点である。

第35号住居跡出土遺物 (第381図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

甕

　

　

　

壺

口 径 (14.2)

現存高  8.5

口 径 (19。 4)

現存高 4.0

口縁部 :内外面とも、ハケロの後粗い横ナデ。胴部 :外面はハ

ケロの後粗いヘラ磨き、内面はヘラナデ。暗褐色。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面ともヘラ磨き。褐色。

A+B+F+J   E]35

胴上15焼成 :良

A+B+F+I   口30

焼成 :普

第36号住居跡 (第382・ 383図 )

第36号住居跡は、 J'88Cグ リッドに位置する。北側で第25号 0第26号住居跡に、南側で第37号

住居跡に切られる。東側と南側の一部で、壁濤が途切れる。Pl～P4を主柱穴 と推定した場合、各

ピット間の距離はPl― P2間が240cm・ P2-P3間が200cm O P3-P4間 が240cm・ P4-Pl間が220cm、

確認面からの深さは8 cm程である。各ピットの確認面からの深さは、Plで35cm O P2で 50cm O P3で 5

kmを測る。四隅の張った小判形を呈し、主軸方向はN-3° 一Eを指す。主柱穴を結んだ線からや

や北寄りに、炉跡が検出された。62cm× 48cmの平面楕円形・深さ6 cmを測る。北西の土羨は、貯蔵

穴であろうか。土器 1点・石器 1点、合わせて 2点を図化し得たのみである。

第36号住居跡出土遺物 (第384図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土。残存率%等

高 杯

砥 石

脚台径 (11.0)

現存高  4.8

現存長

幅

厚 さ

5。 7

4.7

1.7

脚台部 :外面はハケロの後粗いナデ、内面はハケロ。

孔 4か。茶褐色。

上端・下端および左側面を欠く。残る3面はよく使用されてお

り平滑。褐色。重量60.Og。

B+J彫 5

焼成 :やや良

緑泥片岩製
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第36号 住居炉跡土層註記

1 暗褐色土  ローム粒若干。 しまり・

粘性弱。

2 黒褐色土 焼土粒・ カーボン少。 し

まり強、粘性弱。

3 黒褐色土  カーボン微量。 しまり強 粘性弱。

第37号 住居炉跡土層註記

1 黒色土   炭化物・ ローム粒・ 焼
土粒含有。 しまり弱。

2 暗赤褐色土 焼土層。
3 黄褐色土  焼 けたローム層、ボロ

ボロになっている。

第384図 第36号住居跡出土遺物

Ｅ
一

Ｅ
一

第383図 第36・ 37号住居跡0

第37号住居跡 (第382・ 383図 )

第37号住居跡は、 J'88hグ リッドに位置する。東側で第38号住居跡に切られ、南側では第44号

住居跡と重複しているが、恐らくは切られていると考えられる。北側では、本住居跡の炉跡が第36

号住居跡にのった状態で検出され、切っていることが確認できた。一部途切れるが、南側から西側

にかけて幅25cm・ 深さ8 cm程の壁濤がみられる。遺構の遺存状況は悪いが、隅丸の長方形が想定さ

れる。

P5～P8を主柱穴と推定した場合、各ピット間の距離はP5-P6間が222cm・ P6-P7間が190cm・

P7-P8間が152cm O P8-P5間 が23■mのやや不整形、ピットの確認面からの深さは、P7で95cm・

P8で20cЩ 主軸方向はN-57° 一Eを指す。P8ではなくP9を仮定した場合、P7-P9間の距離は238

cm・ 深さ20cmを測り、主軸方向はN-52・ ―Eを指す。どちらのピットであつても、不整形な並びで

ある点に変わりがないといえよう。主柱穴を結んだ線からやや北東寄りに、炉跡が検出された。89

cm× 54cmの楕円形・確認面からの深さ9 cmを測る。出土した遺物は少数であり、その中から土器 1

点・石製品 1点、合わせて 2点を図化し得たのみである。
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第385図  第37号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物 (第385図 )

第39号住居跡 (第386図 )

第39号住居跡は、M'89fグ リッドに位置する。北側から東側にかけてを第 6号溝跡に切られ、

西側については調査範囲外に続く。住居跡の掘り方と、カマドの痕跡が検出されたのみであり、規

模や形態は不明である。遺構内に炉跡が検出されているが、これは第39号住居跡によって失われた

住居跡の炉跡のみが、掘り方の下位に残存した結果と推定される。推定プランを破線で示したが、

掘り方の規模やカマドの位置から、本来はもっと大きな遺構と想定できる。

カマドは北カマドであり、中央からやや東に偏在すると思われる。カマドは存在を知れるのみで

あり、土層断面を観察するまでに至らなかった。貼床・貯蔵穴は検出されず、柱穴と特定できるも

のは得られなかった。遺物は、1点を図化し得たのみである。

第39号住居跡出土遺物 (第386図 )

第41号住居跡 (第387図 )

第41号住居跡は、L'89hグ リッドに位置する。第 5号濤跡が南北に切っているが、確認面から

の深さも1∝m程が残されているなど、大西遺跡では遺存状況の良好な部類に含まれる住居跡である(

平面規模は南北が推定540cm・ 東西が412cmを測り、四隅に若干丸味をもつ長方形を呈する。

Pl～P4を主柱穴と判断した。各主柱穴間の距離は、Pl―P2間が210cm・ P2-P3間が18■mO P3-

P4間が2倣Щ 各主柱穴の確認面からの深さはPlで 50cm・ P2で40cm O P4で 70cmを測り、しっかりと

番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

壺

製

斧

磨

石

現存高 11.1

長 さ

幅

厚 さ

5。 1

2.7

0.5

8本単位の櫛描波状文 5段。下位～上位に施文。外面はナデの

施文。内面上半はナデ、下半はハケロ。黒褐色。

表裏面と側面の一部に自然面を残す。裏面は平坦、表面下端を

研ぎ出し片刃としている。表裏面に条線を残す。暗緑色。

A+B+F+I

焼成 :良

緑泥片岩製

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯 口 径 (15。 0)

現存高  5.5

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面ヘラ削り、内面ナデ。

暗褐色。

A+B+H+J   口15

焼成 :やや良

一- 484 -―
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第 41号住居跡土層註記

1 黒褐色土  ローム粒 oロ ームプロック・ 焼土・ 炭化物を含有。

2 黒褐色±  1層 より多 くロームプロック含有。

3 黒褐色±  2層 より多 くロームプロック含有。

炉跡土層註記

1 焼土層中にカーボン少。
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第387図 第41号住居跡
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第388図 第41号住居跡出土遺物

した明瞭なものである。主軸方向はN-29° 一Wを指す。幅16cm・ 床面からの深さ12cmの壁溝は、

全周すると推定される。

ロームブロックを主体とした貼床面は、平坦であり、堅固なものであつた。貯蔵穴と覚しき遺構

は検出されなかった。主柱穴を結んだ線の内側と線上から、炉跡が 2基確認された。それぞれ40cm

(推定)× 40cmの略円形・深さ 4 cm、 30cm× 28cmの略円形・深さ4 cmを測る。

図化し得た土器は、5点であった。

第41号住居跡出土遺物 (第388図 )

第42号住居跡 (第389図 )

第42号住居跡は、K'89aグ リッドに位置する。北側で第30号住居跡に、南側で43号住居跡に切

られる。僅かに検出された壁面の立ち上がりと、炉跡から住居跡の存在を判断した。貼床部分は既

になく、壁溝・貯蔵穴等も検出されていない。実測図 (第389図)に表現されている炉跡は、第43号

住居跡によって上部が削られ底面のみの残存ではあるが、第42号住居跡に伴うものである。第43号

住居跡の出土遺物 (第391図)4～ 6は、位置的に跡からは浮いており、第43号住居跡の床面直上と

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

甕

甕

手捏ね

台付甕

壺

径

径

口

底

(11.6)

6.4

12.1現存高

口 径 (11.4)
現存高  9。 2

底 径  5。 1

現存高  3.4

口 径

胴 径

現存高

6.8)

6.8

9。 7)

現存高  7.9

器面はやや摩滅している。口縁部 :内外面ともに、粗い横ナデ

か。胴部 :外面はハケロの後ナデ、内面、上、下位はナデ、中

位はハケロ。底部 :内外面ともナデ。橙色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも、ハケロの後粗い横ナデ。胴部 :内外面と

もハケロ。赤褐色。

一部分LR縄文あり。褐色。

口縁部 :外面はハケロの後、内外面とも横ナデ。胴部 :外面は

ハケロの後ナデ、内面はナデ。黄褐色。

4本単位の櫛描文は雑で不鮮明。外面はハケロの後施文。内面

はヘラナデ。外部は橙色、内部は黄褐色。

A+B+D+I(多 )+J

口10 月鳳50

底100 焼成 :普

B+E+J   口50

焼成 :普

A+B+E+F+J

底100 焼成 :普

B+J(細密)

口20 月同15

焼成 :普

A+B+I+J

焼成 :普
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0 10cm

1 第390図 第42号住居跡出土遺物

もいえるレベルで出土をしている。残存していた炉跡は、8∝m× 60cmの楕円形・深さ8 cmを測る。

Pl～P3を主柱穴と推定すると、各ピット間の距離はPl― P2間が370cm・ P2-P3間が201cm、 確認面

からの深さは、P2・ P3共に4■mを測る。主軸方向はN-104° 一W・と想定される。

少数の遺物の中から、図化し得たのは3点である。

第42号住居跡出土遺物 (第390図 )

第43号住居跡 (第389図 )

第43号住居跡は、K'89aグ リッドに位置する。住居跡の床面付近が僅かに遺存しているといっ

た状況で 、本住居跡も東側で壁濤の一部が、西側で壁面の立ち上がりが20m程検出できたのみであ

る。P4・ P5を主柱穴と推定すると、距離は220cm・ 確認面からの 深さは100cmと 30cmを測ることに

なる。P6も主柱穴の可能性が考えられる。図化し得た遺物は 7点 である。

第43号住居跡出土遺物 (第391図 )

番号 器種 法量 crn 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土。残存率%等

高 杯

高 不

高 杯

脚台径 (14.0)

現存高 12.0

口 径 (18.0)
現存高  3.4

口 径 (13.8)
現存高  3.9

脚台部 :外面はハケロの後端部横ナデ後ヘラ磨き、内面はナデ

とヘラナデの後端部を横ナデ。赤褐色。

複合部 :LR縄文。内外面ともヘラ磨き。

赤褐色。

口縁部 :外面は横ナデ、内面は横ナデの後ヘラ磨き。外部:内

外面ともヘラ磨き。褐色。

B+J(細密)脚 15

焼成 :普

A+B+1+J   口25

焼成 :普

B+J(細密)口 10

焼成 :普

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

杯

　

　

　

甕

　

　

　

甕

口 径 (14。 1)
現存高  4.5

口 径 (15.5)

現存高  4.5

口 径 (17.8)

現存高  6.9

口 径 (18.9)

胴 径 (22.1)

現存高 18.8

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削りの後ナデか、

内面はナデ。赤橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。黄褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はヘラナデ。黄褐色。

A+B+J   口15

杯15 焼成 :良

B+J(細密)

杯20焼成

口20

A+B+H+J   口45

焼成 :普

A+B+D+E+J

口30 焼成 :普
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甕

甑

砥 石

胴 径 (20.5)

底 径  5.8

現存高 25.4

径

径

高

口

胴

器

現存長

幅

厚 さ

8.5

3.0

1.9

胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘラナデ。底部 :外面はヘラ削

り、内面はヘラナデ。底部ドーナツ状。淡橙色。

口縁部 :内外面ともヘラナデの後横ナデ。胴部 :外面は全面ヘ

ラ削りの後下半を粗いヘラ磨き、上半を粗いナデ、内面はヘラ

ナデの後粗いヘラ磨き。赤褐色。

上端と下端を欠損する。表裏面と両側面と条線を残す、あるい

は磨製石斧か。重量79。 8g。 青灰色。

A+B+I+J

底100

焼成

月団0

A+B+H+J

口70 月同70

焼成 :普

粘板岩製
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第46号 住居炉跡土層註記

1 黒褐色土 ローム粒・

炭化物・ 焼土含有。 し

まり弱。

2 明赤褐色土 焼土層。
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第

“

号住居跡 (第392図 )

第44号住居跡は、 J'89bグ リッドに位置する。北側で第37号住居跡、南側で第45号住居跡と重

複しているが、新旧関係については不明である。幅25cm・ 深さ 7 cmの壁溝によリコーナー部分が、

そしてごく部分的にではあるが堅固な貼床が検出されたことによって、住居跡の存在が確認された。

第392図のエレベーションB― B'で示されるピットを主柱穴と想定すると、距離は24■me確認面
からの深さは30cmと 35cmと なる。この並びを長軸と仮定すると、主軸方向はN-32° ―Wを指すこ

ととなる。貯蔵穴・炉跡等は検出されず、遺物の出土もなかった。

第45号住居跡 (第392図 )

第45号住居跡は、 J'89bグ リッドに位置する。第44号・第46号・第50号住居跡等と重複関係に

あるが、新旧関係については判定することはできなかった。遺存度は非常に悪く、僅かに残された

立ち上がりから、コーナー部分を1箇所確認できたのみにとどまる。貼床面・主柱穴・壁溝・炉跡

・貯蔵穴等々は検出されていない。遺物の出土は少なく、図化し得た遺物は 1点である。

第46号住居跡 (第392図 )

第46号住居跡は、 J'89dグ リッドに位置する。第45号・第48号・第50号・第51号住居跡等と重

複しているが、新旧関係については判別できなかった。遺構の遺存度は非常に悪く、掘り方の一部

と炉跡の存在から、住居跡が確認されたのみにとどまる。そのため、遺構の規模・形態は不明であ

る。

遺構内から、多くのピットが確認されているが、主柱穴として特定できるピットは見当たらな

かった。貯蔵穴については、北東コーナー付近の土羨にその可能性が考えられるが、確定すること

はできなかった。残存していた炉跡は、57cm× 55cmの略円形・確認面からの深さは 7 cmを測るもの

である。遺物は出土していない。

第47号住居跡 (第393図 )

第47号住居跡は、 J'89aグ リッドに位置する。第32号・第37号・第44号・第46号住居跡等と重

複するが、新旧関係については判別できなかった。部分的に遺存していた掘り方と炉跡から、住居

跡として確認することができた。掘り方の形態から、隅丸の長方形を想定して図化したが、確証は

ない。

Pl～P4を主柱穴と判断した。各主柱穴間の距離は、Pl― P2間が35詭mO P2-P3間が28∝m・ P3-

P4間が348cm・ P4-Pl間が290cm、 各主柱穴の確認面からの深さはPlで50cm O P2で 50cm・ P4で55cm

を測り、主軸方向はN-22° 一Wを指す。主柱穴を結んだ線の内側、北寄りに炉跡が検出された。規

模は6∝m× 50cmの楕円形・確認面からの深さは 2 cmを測るものである。エレベーションD― D'で

示される土羨は貯蔵穴であろうか。遺物は出土していない。
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第47号 住居炉跡土層註記

赤褐色土 焼土プロック層中に、カーボン少。 しまり強、粘性弱。

第393図 第47号住居跡
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第鵜号住居跡 (第394図 )

第48号住居跡は、 J'89gグ リッドに位置する。北側の第46号住居跡との新旧関係については不

明であるが、東側に位置する第50号住居跡は切っていると推定される。その他については重複はな

く、本遺跡では遺存状況の良好な部類に含まれる。

比較的小型の住居跡である。平面規模は北東一南西間で330cm・ 南東一北西間で310cm、 四隅に若

干丸味をもつ方形を呈する。確認面からの深さは35cmを測り、主軸方向はN-41° 一Eを指す。遺構

内から10基のピットが検出されているが、主柱穴を思わせるものは見当たらなかった。南西壁面
に、

テラス状部分をもつ。

住居跡中央からやや北東寄りに、炉跡が検出されている。規模は45cm× 40cmの略円形・床面
から

の深さは 8 cmを測る。ロームブロックを主体とする貼床面は、堅固で平坦であり、比較的しっかり

したものであつた。壁面の立ち上がりは、崩れた分を考慮するとかなり急であり、ほぼ直立すると

推定される。壁濤・貯蔵穴等は検出されていない。

出土した遺物の中から図化し得たのは、土器 7点・石製品 1点の計 8点である。

第増号住居跡出土遺物 (第395図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

高 杯 口 径 (11.4)
現存高  3.4

口縁部 :内外面ともヘラ磨き。明褐色。 A+B+D+E+J

口30 焼成 :普

⊆

〆η
t`ノ

⑩
ｄ

=

第48号 住居炉跡土層註記

1 明赤褐色土 焼土層。

第48号 住居跡土層註記

1 黒褐色土  中世 ピッ ト覆土。

2 暗黄褐色土  ロームを主体 とする層。

3 黒褐色土  ローム粒・ ロームプロ

ック・ 粘土 (灰色 )・ 焼土粒・ 炭化物

を含有。 しまり強。

第 1層 に類似するがローム粒が多い。

4層 よリローム多。 しまり中。

⌒

C
＼
／ @
④ バ

一

θ
ガ

口|

黒褐色土

黒褐色土

第394図 第48号住居跡
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高 杯

甕

　

　

　

甕

甕
　
　
甕

　

　

　

甕

石 鏃

口 径 (17.6)

現存高  8.5

径

径

径

高

口

胴

底

器

口 径 (11.0)
現存高  7.1

(5。 9)

8.2

4.6

12.1

底 径

現存高

6.8

7.5

口 径 (14.3)

現存高  9.0

長

現存高 11.8

厚

さ  2.6

幅   2.2
さ  0。 2

口縁部 :外面は横ナデ、内面は横ナデの後ヘラ磨き。外部:内

外面ともヘラ磨き。赤褐色。

RL縄文。内面はヘラ磨き。褐色 (一部黒色)。

頸部はほぼ直立し、口縁部でわずかに外反して開く。

口縁部 :無節 r縄文を施す。外面全体にハケロの後ナデを行う(

口縁～胴部中位 :外面は末端の原体 1本をからげて結んだものc

原体ro段 (無節)の結節縄文。施文は非常に雑である。

体部 :内面はヘラナデとナデ。底部 :内外面ともナデ。灰褐色。

胴部 :外面はヘラ磨き、内面はヘラナデ。底部 :外面はナデ、

内面はヘラナデ。橙色。

外面はハケロの後施文 (RLを 3段)、 内面はヘラ磨き。暗褐色。

口縁～頸部 :輪積痕は不明瞭、外面及び口唇部にRL斜縄文を施

す。内面はハケロの後ヘラ磨き。縄文は比較的鮮明である。

口縁は緩く外反して開く。黄褐色。

概略 5角形を呈すが、扶りは浅い。長巾比率は0.89、 先端角90

度。側面に両側から面取りを行い、刃部を研ぎ出す。中央部に

両側からの穿孔を施す。孔径0。 3cm、 重さ1.34g。 浅緑色。

A+B+G+J

口25 焼成 :良

A+B+J   口25

焼成 :普

B+F+J

口25底100

胴80 焼成 :良

B+D+1+J 底100

胴下35 焼成 :普

A+B+F+J焼成 :普

A+B+I   口25

焼成 :普
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第49号住居跡 (第396・ 397図 )

第49号住居跡は、J'89iグ リッドに位置する。第50号・第51号住居跡と北側で重複をしてい

るが、これらを切っていると推定される。貼床部分はすでに失われており、西側で検出された幅15

cm・ 深さ3 cm程の壁溝から、規模や形態を推定してみた (第396図破線部分)。 推定規模は510cm× 42

5cmの略長方形、主軸方向はN-35° 一Wを指す。 Pl～ P4を主柱穴と想定した。その場合の各ピッ

ト間の距離は、Pl― P2間が258cm O P2-P3間が2 20cm° P3-P4間が256cm・ P4-Pl間が230cmを測る。

ちなみに、確認面からの深さはP2で65cm・ P3で60cmである。北側コーナーのエレベーションG
一G'で示した窪み、または南側のエレベーションF一 F'で示した窪みが、貯蔵穴の痕跡であ
ろうか。前者は推定100cm× 68cmの楕円形・確認面からの深さ16cЩ 後者は推定100cm× 70cmの不

整楕円形・確認面からの深さ20cmを測る。

.堕71               0′                        E271                                E′

r_u.t

ノ′
~｀

⑤型′

第49号 住居炉跡土層註記  102共 通
授乱

黒褐色土   ローム粒・ 焼土粒・ 炭化物を含有。
明赤褐色土 焼土層。

暗黄褐色土 焼けたロームプロック層。 0                  1m
L===:========土 ============l

Ｊ
一

Ｊ ２

一

涅磋瘍

第397図 第49～ 51号住居跡0
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

高 杯 口 径 (15.4)

現存高  3.8

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラナデの後粗いナ

デ、内面はナデ。赤褐色。

A+B+E+I   口25

焼成 :普

第49号住居跡出土遺物 (第398図 )

主柱穴を結んだ線の、外側やや北寄りに 1基、内側やや南寄りに 1基、計 2基の炉跡が検出され

ている。前者 (エ レベーションH一 H')は、61cm× 61cmの不整円形・確認面からの深さ 8 cmを測
る。北寄りの位置に、偏平な長細い石が据えられていた。後者 (エ レベーション正一 I')は、86

cm× 47cmの不整楕円形・確認面からの深さ10cmを測る。中央付近に、拳大の石が検出された。

ごく少数の出土遺物の中から、図化し得たのは 1点のみであった。

第50号住居跡 (第396・ 397図 )

第50号住居跡は、 J'89gグ リッドに位置する。第51号・第49号住居跡と重複しているが、前者
を切り、後者には切られていると推定された。

代正寺遺跡や大西遺跡では、耕作や攪乱等によって、遺構の遺存度は全体的に悪い。場所によっ

50住 ｀
ヤ

＼
~¬    /

_」 J`
ヽ

ミ
多

0                     10cm

第398図  第49・ 50号住居跡出土遺物

[
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

甕

壺

胴 径 17.0

現存高 26.1

胴 径 (38。 4)

現存高 23.5

胴部 :外面はハケロ、内面はハケロとヘラナデ。

褐色。

胴部中位に張りをもつ。器面は内外面とも摩滅著しい。外面は

ハケロの後ヘラ磨きか、上半にヘラ描による綾杉文と思われる

文様を施す。沈線は深く幅広。内面上位は粗いハケロの後ナデ

か、中～下位はヘラナデの後ナデか。茶褐色。

A+B+C+G+J

胴下75焼成 :普

１５

成

胴

焼 並
日

第50号住居跡出土遺物 (第398図 )

ては、40cm～ 50cm程の表土を剥ぐとそのままローム面が現れてしまう、という状況であった。大西

遺跡では、88～90グ リッドの東側において特に遺存状況が悪く、本住居跡を始めとして規模や形態

を掴めない遺構が多くみられた。

本住居跡は、幅15cm・ 深さ 5 cmの壁溝が、長さ 2、 3m程確認されたのみであり、規模や主軸方

向は確定できなかった。壁溝から推定されるプランは、四隅に若干丸味をもつ方形あるいは長方形

である。検出されてたのは西側コーナー部分であるが、このコーナー脇に位置するP6は貯蔵穴と思

われるもので、土器が 2点 (第398図 1・ 2)が出土をしている。規模は、39cm× 31cmのほぼ円形・

深さは18cmを 測る。

ごく部分的に、ロームブロックを主体とした、堅固な貼床力湯忍められた。本住居跡は、第49号住

居跡と方位的にほぼ等しいとみられ、また位置的にも近い。調査時においては、第49号住居跡を拡

張した遺構であるとの可能性も考えてみた。しかし貼床面が途切れ、出土遺物を観ても時期的に異

なる点からも、別個の遺構であると判断した。P5に主柱穴の可能性を想定したが、確証は得られな

かった。炉跡は検出されていない。

出土した遺物は、貯蔵穴からの 2点のみであった。

第51号住居跡 (第396・ 397図 )

第51号住居跡は、 J'89hグ リッドに位置する。第132号土羨によって切られる。第45号・第46

号・第49号・第50号住居跡等と重複するが、新旧関係については確定できなかった。 6 cm程の立ち

上がりが検出され、住居跡の存在が知れたのみであった。

北側の立ち上がりのみから推定すると、平面形態は隅丸の長方形が考えられよう。そしてこの壁

面は、長軸方向に対応すると看倣されるが、主柱穴としてP5またはP7と、P8を想定してみた。確認

面からの深さはP7が83cm・ P8が43cЩ ピット間の距離はP5-P8では340cm・ P7-P8では370cmを測

る。壁溝・炉跡などは検出されていない。遺物の出土はみられなかった。

第52号住居跡 (第399・ 400図 )

第52号住居跡は、L'90Cグ リッドに位置する。本住居跡は、表土削平中に、カマド部分が島状
に遺存しているのが確認された。そのため、周囲についても削平を薄目にして遺構確認に入ったが、

499



壁面を検出することはできなかった。。

カマド及びカマド周辺の精査を行っていく過程で、カマドは1基ではなく2基であることが判明

した。遺存状況の良好なカマドについては、第52号住居跡に伴うものと判断された。しかし今一つ

については、別個の遺構であるとまでは判別できたものの、カマド袖部分の最下部と思われる焼土

の付着した粘土帯を検出できたのみにとどまり、規模や方位だけでなく、住居跡そのものの検出も

かなわなかつた。

第52号住居跡のカマドは、北側部分を近世ピットに切られてはいるものの、比較的残りは良く、

図化し得た以上には北に及んでいないと観察された。そして、このカマドの北側にお
いては、土師

器や須恵器のほかに陶器の鉢も出土するなど、他遺構との重複による遺物の混入がみられる。

これまでに述べてきた範囲と同様に、この周辺箇所についても遺構の遺存状況はきわめて悪く、

全体的に黒褐色の覆土がシミ状に広がっているという様相であった。そのため遺構として確定をし、

図化することはできなかったが、周囲には多数の遺構が存在したと推論される。そのため、残念で

はあるが、この範囲内からの出土遺物に関しては、 “第52号住居跡カマド周辺遺物"と して第401

図に掲げることとした。

次いで、第52号住居跡について記述をしたい。遺構内を第 5号溝跡によって、南北に切られてい

る。既に述べたように遺構の遺存度は低く、僅かにカマド部分と、壁溝を確認できたのみであつた。

壁:韓は幅20cm～ 25cm・ 確認面からの深さは10cmを測り、北壁の西側半分と西壁の北部分を得たのみ

である。西壁については、南部分で屈曲してコーナーとなるのではなく、さらに南に続くものと観

察された。この見通しから判断すると、本住居跡は東カマドであり、東壁中央からやや北寄りに位

置するといえよう。

カマドは、北端部分を近世ピットに切られているが、他の部分から規模の推定を行った。全長は

推定12■m・ 焚口幅24cmを測る。カマド袖に挟まれた部分の第 1層 と第 2層は焚口部・燃焼部に相

当しよう。第 3層 も燃焼部と看倣されるが、一部天丼部からの崩落土が混入しているとも考えられ

る。第 7・ 8層はカマド袖部に相当するといえよう。構築材は、ロームブロックを多量に混入した

粘性はそれほど強くない黒褐色土であり、袖部先端の内側、床面からそれぞれ14cm 0 18cmの位置に、

拳大の石が据えられていた。天丼部に関しては既に失われており、煙道は近世ピットによって攪乱

されたと推定される。

壁溝やカマドから、主軸方向 (東西方向)の規模は480cЩ 主軸方向はN-61° 一Eを指すと想定

される。あくまでも一つの可能性として、エレベーションB一 B'で示されるピット2基を主柱穴

と想定すると、ピット間の距離は210c臥 確認面からの深さは80cmと 40cmと いう数値が得られる。こ

の場合、この 2基に対応するピットは確認されておらず、プラン的にも縦長の住居跡となる。西側

壁溝の南側が、ピットに切られはするものの屈曲しているようにも見受けられ、この屈曲をそのま

ま延長すれば、あるいは本住居跡のプランとなるのかも知れない。

出土遺物は得られなかった。

一- 500 -―
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第52号 住居カマ ド土層註記

1 黒褐色土  ローム粒・ 焼土粒・

焼土プロック含有。

しまり弱。

2 黒褐色土  ローム粒・ ローム

プロック含有。 し

まり強。

3 明赤褐色土 焼土を多量に含む

層、粘土混入が顕

著。粘性中。

4 暗灰褐色土 粘土層。
5 暗黄褐色土  ロームを主体 とする層。
6 黒褐色土  ローム粒・ 粘土混入。 しまり強。
7 黒褐色土   ローム粒 0ロ ームプロック・

焼土粒含有o粘 性中。

8 黒褐色土  多量のロームプロック含有。

ソデ基礎か。

Ｅ

一
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第400図 第52号住居跡0
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第52号住居跡出土遺物 (第401図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

杯

高 杯

高 杯

高 杯

高 杯

須恵器

蓋

　

　

壺

壺

甕

甑

陶 器

鉢

口 径 (13.0)

現存高  6.8

口 径 15.0

現存高  5.5

口 径 (15.3)

現存高  5.5

口 径 (16.1)
現存高  4.1

口 径 (15.5)

現存高  4.5

脚台径 (9.2)

現存高  7.8

口 径 (15。 4)

現存高  5.1

口 径 (19.0)

現存高 11.0

底 径

現存高

7.2

4.3

月同 径 (19。 8)

底 径  5.5

現存高 24.6

径

径

高

口

底

器

(23.1)

9。 1

25.5

口 径 (20.4)

底 径 (11.7)
器 高  7.5

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。茶褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部:外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。橙色。

器面は摩滅している。口縁部 :外面はハケロの後内外面とも横

ナデか。外部 :外面はハケロの後ナデか、内面はナデ。

褐色。

口縁部 :内外面とも丁寧なナデ。赤色。

口縁部 :外面は横ナデ、内面はヘラナデの後横ナデ。

赤褐色。

杯部:外面はハケロの後ナデ、内面はナデ。柱状部 :外面はナ

デ、内面は粗いナデ。裾部 :内外面とも横ナデ。赤色。

全面 :ロ クロナデ。天丼部 :回転 (左回転)ヘラ削り。

灰色。

9と 同一攪影札

外部は黒色、内部は茶褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はハケロの後ナデ、内

面はヘラナデの後ナデ。

胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘラナデ。底部 :外面はヘラナ

デ、内面はナデ。赤褐色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラ削りの後粗いヘラ磨き。橙色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデか。体部 :外面は指頭による押さえ

か、内面はナデか。灰色。

B+J(細密)口 25

焼滅こ:やや良

A+E+I(多 )+J

口50 1″ド80

焼滅に やや良

A+B+J(細 密)

口30 1杯 25

焼成 :普

A+B+E+J   口25

焼成 :やや良

A+B+E+J   口95

焼成 :やや良

A+B+E+J  Iり170

焼成 :良

B+I(多 )+J 口20

蓋20 焼成 :普

口20 胴上半20

B+I+J 底100

焼成 :普

A+B+I+J 底100

焼成 :普

A+B+I+J

口90 月同95

焼成 :やや良

B十小礫 口25

底20 焼成 :普
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第53号 住居炉跡土層註記

1 黒褐色土  ローム粒 0焼土粒・ 炭化物含有。
2 明赤褐色土 焼土層。
3 明黄褐色土 焼 けてボロボロになったローム層。

第403図 第53・ 54号住居跡0
第53号住居跡 (第402・ 403図 )

第53号住居跡は、 J'90eグ リッドに位置する。北側で、第54号住居跡に切られる。共に床面が

失われているため、掘り込みの深い本住居跡の方が、遺構の残りが良かったという状況であった。

北側と西側のごく一部に、幅20cm・ 深さ 5 cmの壁濤が検出された。平面規模は595cm× 520cmの略方

形・確認面からの深さは10cmを測り、主軸方向はN-3° 一Wを指す。主柱穴は可能性として、 P¨

1～P3を考えた。残る 1箇所については、第54号住居跡の主柱穴と想定したP8が、これに該当する

のであろうか。各ピット間の距離はPl― P2間が220cm・ P2-P3間が258cm、 深さはPl・ P2で70cm・

P3で60cmを測る。主柱穴を結んだ線の外側に、炉跡が検出された。遺物の出土はない。

第54号住居跡 (第402・ 403図 )

第54号住居跡は、J'90bグ リッドに位置する。実測図 (第402図)のみからでは、第53号住居跡
に切られているように見受けられるが、第53号住居跡の方が掘 り込みが深いため、遺存度が高 く

なった結果と想定される。

北壁・東壁・西壁それぞれにおいて、部分的にではあるが壁溝が確認された。壁溝は幅10cm～20

cm e確認面からの深さは5cm程であり、これによって得られた東西規模は47■mであった。カマド

は検出されていないが、北カマドであればN-30° 一W、 東カマドであればN-60° 一Eの主軸方向

が推定できる。主柱穴を特定することは困難であったが、P6～ P8を想定すると各ピット間の距

離は、P7-P8間 で265cm O P8-P6間 で230cmと なるが、残る 1箇所が得られず確証を欠く。東西

コーナーに見られる土羨のいずれかが、貯蔵穴であろうか。比較的出土遺物が多く、14点 を図化す

ることができた。

第騨号住居跡出土遺物 (第404・

“

5図 )

番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯 口 径 (13.1)
現存高  4.8

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部上半 :外面はナデ、内面はヘ

ラナデとナデ。体部下半 :外面はヘラ削りの後粗いナデ、内面

はナデ。黄褐色。

B+H+J

口25 イ本Ю

焼成 :やや良
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杯

杯

杯

高 杯

高 杯

高 杯

高 杯

高 杯

高 杯

甑

径

高

口

器

口 径

現存高

12.2

5。 3

12.2

5.3

口 径 (13.3)

現存高  6.0

脚台径

現存高

10.0

6.3

口 径 (16.2)
脚台径 (10。 3)

器 高  9。 7

口 径 (15.3)

脚台径 11.2

器 高 10.1

口 径

脚台径

器 高

15。 2

9。 8

10。 0

口 径 16.0

脚台径 (15。 0)

器 高 10。 0

口 径 15.8
脚台径 (10.8)

器 高  9。 9

口 径 (25.0)

現存高 14.5

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後横ナデ、

内面はナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削りの後丁寧な

ナデ、内面は丁寧なナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも粗い横ナデ。外部:外面はヘラ削りの後粗

いナデ、内面はヘラナデとナデ。褐色Ю

柱状部 :外面はナデ、内面はヘラナデの後ナデ。裾部 :内外面

とも粗い横ナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :内外面ともナデ。

柱状部 :外面はナデ、内面はヘラナデの後ナデ。裾部 :内外面

とも横ナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部:内外面ともナデ。

柱状部 :外面はナデ、内面はヘラナデの後ナデ。裾部 :内外面

とも横ナデ。赤橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :内外面ともナデ。

柱状部 :外面はナデ、内面はヘラナデの後ナデ。裾部 :内外面

とも横ナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :内外面ともナデ。

柱状部 :外面はナデ、内面はヘラナデの後ナデ。裾部 :内外面

とも横ナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :内外面ともナデ。

柱状部 :外面はナデ、内面はヘラナデの後ナデ。裾部 :内外面

とも横ナデ。赤褐色。

器面は摩滅している。外面にスス付着。口縁部 :内外面とも横

ナデ。胴部 :外面はヘラナデの後ナデか、内面はヘラナデとナ

デ。黒褐色。

A+B+H+J   口50

体70 焼成 :良

A+B+1+J   口90

体100焼成 :良

A+B工 G+J   口55

杯80焼成 :良

A+B+H+J   澤甲85

良焼成

A+B+J

杯60脚100裾50

焼成 :良

A+B+H+J

杯60脚100裾75

焼成 :良

A+B+J

杯80 脚90 裾50

焼成 :良

A+B+G+J

杯70脚100裾30

焼成 :普

A+B+J

杯60脚80 裾30

焼成 :良

A+3+J

口35 ク60

焼成 :普
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甕

　

　

壺

甕

口 径

器 高

口 径

胴 径

現存高

口 径

現存高

24.5

26.6

(17.5)

(20。 2)

20.1

(21。 2)

14.4

内外面と器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。

胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘラ磨きか。橙色 (一部黒色)。

口縁部 :外面は粗い横ナデ、内面はヘラナデの後、粗い横ナデ。

胴部 :内外面ともヘラナデとナデ。褐色。

頸部 :外面は6本単位の波状文 2段。胴部 :外面は平行叩き日、

内面は青海波文。黄褐色 (一部灰色)。

A+B+I   口60

胴50 焼成 :普

A+B+H+J

口80 胴上半35

焼成 :普

B+E+I+J   口25

胴上半20

焼成 :不良

第55号住居跡 (第406・ 407図 )

第55号住居跡は、L'90dグ リッドに位置する。第56号住居跡にのった状態で構築されており、

第57号住居跡を切っている。北側壁面と、東西壁面の一部を検出できたのみであるが、南北規模に

ついては土層断面A一 A'か ら推定することができた。平面規模は44■m× 432cmの略方形・確認面

からの深さは22cmを測る。主軸方向は、N-3° 一Eを指す。

Pl～ P3を主柱穴と想定したが、第 4番目については攪乱によって失われている。各主柱穴間の距

離は、Pl― P2間が238cm O P3-Pl間 が260cmを測る。土層断面より得られた貼床面のレベルからの

深さは、Plで4斃m・ P2で68cm・ P3で 88cmである。貼床面はロームプロックを主体とする暗黄褐色

土 (第406図第 4層)であり、締まりが強く粘性は弱い。第56号住居跡の覆土にのっているため、重

複部分でのプランは不明確であったが壁溝はないと判断された。

出土した遺物は少数であり、図化し得た遺物については、不明石製品を合わせて 3点であった。

第55号住居跡出土遺物 (第408図 )

第56号住居跡 (第406・ 407図 )

第56号住居跡は、L'90eグ リッドに位置する。第57号住居跡を切ると推定され、第55号住居跡

には切られている。南西側と南東側の壁面が失われているが、平面形態・規模を推定することはで

きた。平面規模は538cm× 48たmを測り、四隅に若干の丸味をもつ方形を呈し、確認面からの深さは

22cmである。主軸方向は、N-39° 一Wを指す。P4～ P7を主柱穴と想定した。各主柱穴間の距離

は、P4-P5間が250cm O P5-P6間が27■m・ P6-P7間が250cm O P7-P4間 が27■mを測る。各主柱

穴の深さはP4で57cm O P5で62cm・ P6で33cm O P7で80cmである。主柱穴を結んだ線上に、炉跡が確

認された。規模は12■m(推定)× 9■mの楕円形・貼床面からの深さは22cmを測る。南側コーナー付

近にのみ、壁溝が検出された。出土した遺物は少数であり、図化し得たのは 5点である。

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

不 明

石製品

土 錘

口 径 (12。 2)

現存高  4.0
現存長 13.6

最大幅  4。 9

厚 さ 1.4
長 さ 5。 9
幅  3.4
重 さ 55.8

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。褐色。

上部面のみ剥離が行われているが、後欠損したものと思われる。

他は自然面。重量156.3g。 黄緑色。

形状は長楕円、断面はほぼ円形を呈す。大雑把な作りである。

暗褐色。

A+B+1+J   口30

杯30焼成 :良
緑泥片岩製

A+B+G+J

ほぼ完形

焼成 :普
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第55056057号 住居跡土層註記

1 黒褐色土  カーボン 0焼土粒・ ローム粒微量。 しまり

やや強、粘性やや弱。

2 暗黄褐色土 ローム粒若干。 しまりやや強、粘性やや弱。

3 暗黄褐色土 ロームプロック層。 しまり強、粘性弱。

(1～ 3層 =S J55)

4 暗黄褐色土 ロームプロック層。 しまり強、粘性弱。

(4層 =S J55の 貼床)。

5 暗褐色土  ローム粒・ カーボン少。 しまりやや強、粘

性やや弱。

6 暗褐色上  ローム粒少、カーボン微量。 しまりやや強

粘性やや弱。 (506層 =S J56)

7 暗掲色土  ローム粒少。 しまりやや強、粘性やや弱。

(7層 =S J57)。

第56号 住居炉跡土層註記

1 暗黄褐色土  カーボン・ 焼土粒少。 しまりやや強、粘性
やや弱。

2 黒褐色土  カーボン若干、焼土粒少。 しまりやや強、
粘性やや弱。

3 赤褐色土  焼土プロック層中にカーボン若千。
4 暗黄褐色土 硬化 したローム層。

O

＼

第487図 第55～ 57号住居跡0
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0 5cm

第408図 第55号住居跡出土遺物

第56号住居跡出土遺物 (第409図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

壺

壺

高 杯

高 杯

口 径 (9.9)
胴 径 (13.0)

現存高 11.5

底 径

現存高

5.2

4.2

口 径 (21.5)

現存高  3.8

脚台径 (11.6)

現存高 11.9

器面は摩滅著しい。口縁部に 3段の輪積痕を持つ。口縁部と胴

部上位にLRの単斜縄文を施した後、頸部と胴部をヘラ磨き。

胴部上位の縄文を4箇所ヘラ磨きですり消していると思われる。

頸部内面 :ヘラ磨きか。胴部内面 :ナデか。赤褐色。

胴部 :外面はヘラ磨き、内面はナデか。底部 :外面はナデ、

内面はナデか。黄褐色。

口縁部 :外面はナデの後ハケ状工具による押捺か、内面はヘラ

磨き。黄橙色。

底部 :内面はナデ。脚台部 :外面は端部横ナデの後、全体を丁

寧なヘラ磨き、内面は端部横ナデの後、全体をヘラナデ。

赤褐色。

肺脚　並日

４５

成

口

焼

A+B+G+J   ′雇:1100

焼成 :普

A+B+J   口10

焼成 :やや良
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良
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台付甕 脚台径

現存高

11.4

8。 1

底部に炭化物付着。脚台部 :内外面ともハケロ。

黄褐色。

B+G+J 脚100

焼成 :やや良

第57号住居跡 (第407・ 408図 )

第57号住居跡は、L'90dグ リッドに位置する。第55号・第56号住居跡に切られ、僅かにコー

ナー部分が 1箇所確認されたのみである。確認面からの深さは 6 cm程で緩やかに立ち上がり、この

範囲内では壁溝は検出されなかった。

P8ま たはP9を、主柱穴の 1つ と想定したい。P8を想定した場合、確認面からの深さは4■mを測

る。規模は不明であるが、隅丸の方形あるいは長方形が推定される。遺物の出土はなかった。

第58号住居跡 (第410図 )

第58号住居跡は、L'90hグ リッドに位置する。遺構の重複が激しく、各遺構についてごく部分

的に検出し得たのみであり、規模や形態を判断するには大きな無理を伴う。

第60号住居跡を切り、第59号住居跡・第 5号溝跡・第145号土羨・第 1号井戸跡等に切られてい

る。北側と東側で、僅かな壁面と幅20cm～ 42cm・ 深さ4 cm程の壁溝を部分的に検出し得たのみで、

規模は不明であり、形態としては方形もしくは長方形が推定される。

遺構の遺存度は非常に悪く、確認面からの深さは 6 cmを測るのみである。遺構内には、数多くの

ピットが存在している。主柱穴の可能性を想定して、様々に並びを検討してはみたが、残念ながら

主柱穴として特定することはできなかった。なお、壁溝を参考とすると、主軸方向はN-30° 一W

が想定される。

炉跡と覚しき遺構が 2基検出されており、北側のものは

“

(m(推定)× 42cmの楕円形・深さ12cЩ

南側のものは7■m× 50cmの楕円形・深さ5 cmを測る。

出土遺物はきわめて少なく、図化し得たのは 1点のみであつた。

第田号住居跡出土遺物 (第411図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

不 口 径 13.4

現存高  4.3

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部:外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。赤褐色。

A+B+J+小礫 (多 )

完形 焼成 :良

第∞引主居跡 (第10図 )

第60号住居跡は、K'91bグ リッドに位置する。北側と東側で第58号・第59号住居跡や土羨に

よって切られ、南側についてはプランが失われている。確認面

からの深さは最大値で12cmを測るが、北側と西側で僅かに検出

された立ち上がりはきわめて緩やかである。調査し得た範囲内

では、壁濤は確認されていない。主柱穴と覚しきピットや炉跡   t===量 =__二 10Cm
についても検出されなかった。図化し得た遺物は 3点である。 第411図 第58号住居跡出土遭物
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第 58号住居炉跡土層註記

102炉 共通

1 黒褐色土 焼土粒・ カーボン徴量。 しまり・ 粘性やや弱。
2 暗褐色土  カーボン・ ローム粒徴量。 しまり・ 粘性やや弱。
3 黒褐色土 焼土粒少、カーボン・ ローム粒微量。 しまり・ 粘性やや弱。
4 赤褐色土 焼土 プロック層中にカーボン少。 しまり 0粘性やや弱。

第410図 第58・ 60号住居跡
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

高 杯

壺

高 杯

口 径 (11.5)

現存高  6.9

口 径 (18.8)

現存高  2.7

現存高  6.1

口縁部 :外面は横ナデ、内面は横ナデの後ヘラ磨き。

杯部 :内外面とも丁寧なヘラ磨き。黄褐色。

口縁部 :内外面ともヘラ磨き。茶褐色。

胴部下位 :外面はヘラ磨き、内面はナデ。脚台部 :外面はヘラ

磨き、内面はヘラナデ。赤褐色。

B+E+I(多 )十J

杯35焼成 :普

B+J(細密)

口10 焼成 :普

B+F+J

焼成 普

第60号住居跡出土遺物 (第412図 )

第61号住居跡 (第413図 )

第61号住居跡は、K'91fグ リッドに位置する。南側から西側を大きく攪乱されるほか、北側か

ら西側を第 1号井戸跡・第 5号溝跡によって切られる。これらの他にも第216号～第218号土猿に切

られており、本住居跡の壁面はすべて失われている。

壁1韓・炉跡あるいはカマド、さらに貯蔵穴等々についてもまったく検出されていない。それにも

関わらず遺構として認定をし、住居跡と銘々したのは、周囲の遺構に囲まれた中に僅かながらも遺

存していた貼床面によっている。

貼床面は、ロームブロックを主体とした暗黄褐色土からなり、きわめて堅固で明瞭なものであつ

た。第61号住居跡が多くの住居跡にみられるように、硬度も弱く不明瞭な貼床面であったならば、

あるいは住居跡として判断できなかったとも想像される。

第413図のエレベーションA一 A'によって示されるピット2基を、 1つの可能性として、主柱

穴と想定したい。この場合、ピット間の距離は24■m、 確認面からの深さは32cmと 41cmを測ることに

なる。

遺物の出土はなかった。

区
・
鵞蜆蟷〕
~可

2
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第412図 第60号住居跡出土遭物
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第62号住居跡 (第414・ 415図 )

第62号住居跡は、N'94bグ リッドに位置する。東側は攪乱を受けており、北側については第63

号住居跡によって切られる。幅20cm～ 32cm・ 床面からの深さ6 cm程の壁溝が巡るが、部分的に途切

れている。Plも しくはP2と P3を主柱穴の 2本と推定した。主柱穴間の距離は、Pl― P3を仮定す

ると430cm、 P2-P3を仮定すると460cmと なり、主軸方向については前者の場合でN-lγ 一
・
W、 後

者の場合でN-17° 一Wを指すと考えられる。

長軸方向の平面規模は912cm、 四隅に若干の丸味をもつ長方形を呈すと推定され、確認面からの

深さは32cmを測る。北側の主柱穴を結んだ線上に 1基、南西コーナー付近に 1基炉跡が検出された。

前者は82cm× 57cmの楕円形 0床面からの深さ10cm、 後者は100cm× 49cmの不整形・床面からの深さ

9 cmを測る。南西主柱穴と壁面との間部分から、遺物 5点がまとまった状態で出土をした。

第62号住居跡出土遺物 (第416・ 417図 )

゛2へ
6

バ
一

∬

第413図 第61号住居跡

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

壺

壺

6.4

12.1

4.6

11。 9

径

径

径

高

口

胴

底

器

径

径

胴

底

7.8

3.8

10。 2現存高

口縁～胴部 :外面は丁寧なヘラ磨き、口縁部 :内面はヘラ磨き。

胴部 :内面上位は指頭による押捺。底部 :外面はヘラによるナ

デ付け、内面はナデ。外部は赤橙色、内部は橙色。

整形は非常に丁寧。胴部 :外面は丁寧なヘラ磨き、内面上中位

はナデ、下位はヘラナデ。底部 :外面はナデ、内面はヘラナデ。

赤褐色。

B+D+H+J(細 密)

口80 月同100

底100 焼成 :良

A+B+E(細密)

底100 胴100

焼成 :良
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壺

壺

壺

壺

壺

壺

径

径

胴

底

底 径

現存高

口 径

現存高

12.9

5.0

14。 0

7.0

15。 3

18.4

12.3

現存高

口 径 (28。 3)
現存高 12.3

口 径

現存高

16.2

10.6

現存高 16.0

胴部中央に張りをもつ。胴部 :外面上位と中位にRL単斜縄文を

施した後、丁寧なヘラ磨き、内面上半はナデか、下半はヘラナ

デか。頸部 :内外面とも丁寧なヘラ磨き。底部 :内外面ともナ

デか。赤褐色。

胴部中位にやや張りを有す。胴部上半にL撚糸文 3段施す。

胴部 :外面はハケロの後ヘラ磨き、内面上半はヘラナデの後ナ

デ、下半はハケロの後粗いナデ。赤橙色。

器面は摩滅している。複合部 :外面はLR 2段。頸部 :外面はLR

2段 まで残存、内面はナデ。口縁部 :内面はヘラ磨き。赤褐色。

内面は剥離著しい。口縁部 :外面は横ナデ、内面は横ナデの後

ヘラ磨き。頸部 :内外面ともヘラ磨き。赤褐色 (黒色)。

対角線上に「耳」状の貼付、計 2個あると思われる (現在 1個 )

口縁部 :外面は指で摘み突帯状にした後、刻みを全周させる、

内面はヘラ磨き。頸部 :内外面ともヘラ磨き。肩部にRL縄文。

「耳」の部分には赤彩なし。橙色。

外面はLR、 RLの羽縄文 2段、それ以外の部分についてはヘラ磨

き、内面はナデ。内外面及び欠け口にスス付着。破片を炉に転

用したもの。明褐色。

A+B+J

胴100 底100

焼成 :良

A+B+J(細 密)

月同70 月顔65

焼がこ:やや良

並
日焼成

A+B+G+J   口80

B+E+I   口35

焼成 :普

A+B+F+1(多 )+J

口50

焼成 :やや良

A+B+E+H+J

焼成 :やや良

第62063号 住居跡土層註記

1 茶褐色土   ローム粒多量、焼土含有。

2 黒褐色土   ローム粒・ ロームプロック 0焼土含有。

3 暗黄褐色土  ローム粒を主体 とする層、焼土混入。

4 暗黄褐色土  ローム粒を主体 とす る層。

5 暗黄褐色土  ローム主体。 しまり強。 (S J63の 貼床 )

6 黒褐色土   ローム粒・ ロームプロック・ 焼土粒含有。

fuo.o ユ,。

第 62号住居炉跡土層註記

1 黒褐色土  焼土粒・ ローム粒・ 炭化物を含有。

2 明赤色土  焼土層。

3 暗黄褐色土 焼 けたローム層、粘性な し。

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 黄褐色土

第415図 第62・ 63号住居跡0

7 黒褐色土   ローム粒・ ロームプロック・ 焼土多含有。

しまりやや弱。

壁際は焼土が多い。

8層 より焼土多 く炭化物多量含有。

ロームを主体 とす る層。

１
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第416図 第62号住居跡出土遺物(1)
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A+E+H+J

口90 月同100

脚100

焼成 :良

E+I

口25 胴上半55

焼成 :普

B+E+J

口65 月間0 底90

焼成 :不良

A+D+小礫 (多 )

焼がこ:やや良

H+J(細密)底 100
焼成 :普

B+E+F

焼成 :やや良

A+D+I

口20 月蔵20

焼成 :やや良

B+E+1+J

口15 月同0頸40

焼成 :やや良

A+B+H+(細密)

口・体50

焼成 :普

B+D+J(細密)

脚100 焼成 :良

12

14

16

高  杯

高 不

甕

甕

甕

甕

甕

　

　

　

甕

　

　

　

甕

脚台径1 7.7

器 高 17

口 径 (15。 7)

胴 径 (20.7)

現存高 18.7

口 径 (17.5)

現存高  9。 0

口 径 (14.5)

胴 径 25.6

現存高 30.5

口 径 (26.1)
現存高 16.7

現存高

9.3

11.1

13.7

径

径

高

口

胴

器

径

径

口

胴

11.8

16.8

14.2

6。 4

5.3

底 径

現存高

9.8

8.3

脚台径

現存高

8.6

12.2

径

径

口

胴

口 径

胴 径

現存高

(15.8)

(17.4)

12.2

口縁は緩やかに外反して開く。胴部中央にやや張りをもつ。

口縁～頸部に輪積痕を4段有す。口唇部と頸部にLR斜縄文を施

す。胴部～脚台部 :外面はハケロの後やや粗いヘラ磨き、

口縁～胴部上半 :内面はヘラ磨き。胴部下半 :内面はヘラナデ

とナデ。脚台部 :内面はハケロ。黒褐色。

口縁～頸部の輪績痕は不明瞭。口唇部及び口縁～頸部にLRの斜

縄文を施す。胴部 :外面はハケロの後ヘラ磨き、口縁～胴部 :

内面はヘラ磨き。灰黄褐色。

口唇部に弱い刻み目を巡らせる。器面は摩滅著しい。口縁は緩

やかに外反して開く。口縁～胴部上半にRL斜縄文を3段施す。

口縁～胴部上半の輸積痕は不明瞭。胴部下半 :外面はハケロの

後ヘラ磨き、内面はハケロとナデか。口縁γ胴部上半 :内面は

ヘラ磨き。底部 :内外面ともナデか。灰褐色。

頸部は括れ弱く、口縁付近でわずかに外反して開く。回縁～胴

部上位の輪積痕は極めて不明瞭。口縁～胴部上位にRL斜縄文を

施す。胴部上位～中位 :外面はハケロの後ヘラ磨き。口縁～胴

部中位 :内面はヘラ磨き。口唇部 :木口状工具による刻みか。

褐色。

胴部～底部 :内外面ともナデ。黄褐色 (一部黒色)。

口縁～頸部の輪積痕は不明瞭。□唇部～頸部にRL斜縄文を施す

褐色。

頸部はほぼ直立し、日縁部は緩く外反して開く。輪積痕は残さ

ない。口縁γ胴部上半 :外面にLの斜縄文を施すが、施文は雑

である。胴部中位 :外面はハケロの後ヘラ磨き。□縁～胴部中

位 :ヘラ磨き。赤褐色。

胴部中央に張りをもつ。口縁～胴部上位の輪積痕は不明瞭。

外面はRLの斜縄文を施す、口唇部にRLの斜縄文を施す、胴部中

位～下位 :ハケロの後ヘラ磨き。日縁～胴部中位 :内面はハケ

目の後粗いヘラ磨き、胴部下位 :内面はハケロの後粗いヘラ磨

きか。橙連L

器面は摩滅している。口縁部 :外面は横ナデか、内面はヘラ磨

き。体部 :内外面ともヘラ磨き.。 褐色。

脚台部 :外面は丁寧なヘラ磨き、内面はヘラナデの後ナデ。

赤褐色 (内面黒色)。

―- 520 -―
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19 高 杯 脚台径 (13.3)

現存高  7.2

外面は丁寧なナデ、内面はナデ。暗赤褐色。 A+G+J(細密)

脚40焼成 :普

、| ヽ、、、ヽ|ヽ 、ヽ

第418図 第63号住居跡出土遭物

第63号住居跡 (第414・ 415図 )

第63号住居跡は、N'93hグ リッドに位置する。第62号住居跡と同様に、東側に攪乱を受けてい

る。南側では、ロームを主体とする貼床が第62号住居跡の覆土にのっているのが確認されたが、立

ち上がりについては検出されなかった。幅20cm～ 30cm・ 床面からの深さ8 cm程の壁溝が巡り、規模

は不明であるが方形もしくは長方形が推定される。

P4P5を、西側の主柱穴に想定した。その場合、P4-P5間の距離は650cm・ 確認面 (第62号住居跡

床面)か らの深さはそれぞれ30cmと 34cmを測る。主軸方向はN-13° 一Wが推定され、第62号住居

跡ときわめて近い数値となる。炉跡・貯蔵穴については検出されていない。

少数出土した遺物のうち、図化し得たのは2点である。

第63号住居跡出土遺物 (第418図 )

番号 器種 法量 cコn 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

碗

壺

5。 1

4.7

底 径

現存高

胴 径 (22.2)

底 径  7.6
現存高  9.5

壺の下半を碗に転用したもの。胴部 :外面はヘラ磨き、内面は

ヘラナデとナデ。底部 :内外面ともナデ。褐色。

胴部 :外面はハケロの後粗いナデと粗いヘラ磨き、内面はヘラ

磨き。底部 :外面はヘラ削り、内面はヘラ磨き。

褐色 (内面は黒褐色)。

A+B+D+E+F+1+J

胴下半100底 100

焼成 :やや良

B+F+I+J

胴下半30 底90
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第66号 住居跡土層註記

1 授乱

2 黒褐色土  ローム粒・ ロームプロック

焼土粒含有。

3 黒褐色土  ロームプロック多含有。

L,2

ウ

彎′
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第419図 第65～67号住居跡(1)
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第65号住居跡 (第419・ 420図 )

第65号住居跡は、N'95bグ リッドに位置する。北側で第67号住居跡を切り、南側は攪乱のため

失われている。大西遺跡で検出された住居跡の中で、最も南に位置する遺構である。

幅16cm～ 38cm・ 床面からの深さ10cm程の壁溝が巡っている。平面規模は不明であるが、形態とし

ては方形あるいは長方形が想定されよう。確認面からの深さは38cmを測り、壁面の立ち上がりは直

角に近かったと推定される。第419図エレベーションC― C'で示されるピット2基のうち、西側

のものが北西主柱穴と考えられるが、その他の主柱穴やカマド・貯蔵穴等に関しては検出されてい

ない。図化し得た遺物は3点である。

第65号住居跡出土遺物 (第421図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

甕

　

　

　

甕

　

　

　

杯

口 径 (21.2)

現存高 17.2

口 径 (20。 0)

現存高  9.5

径

径

高

口

底

器

口縁部 :内面ヘラナデの後、内外面を横ナデ。胴部 :外面はヘ

ラ削り、内面はヘラナデ。褐色。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面

はヘラ削り、内面はヘラナデ。茶褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。赤褐色。

A+B+G   口40

月彫0 焼成 :普

A+B+1+J   口25

焼成 :普

A+B+D+J   口95

杯95焼成 :普

2■ 2

4ez

F zaz
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第420図 第65～67号住居跡0
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第66号住居跡 (第419・ 420図 )

第66号住居跡は、N'93aグ リッドに位置する。第67号住居跡と重複するが、新旧関係について

は確認できなかった。南側と西側の一部分を攪乱されている。北側・東側及び西側において、幅15

cm～25cm e床面からの深さ 5 cmの壁溝が検出されているが、僅かに遺存していた南側壁面では確認

されていない。

遺存部分から推定される平面規模は南北310cm O東西3敬Щ 確認面からの深さは23cmを測り、平

面形態は略方形を呈すると考えられる。貼床面はやや凹凸をもち、壁面の立ち上がりは急なもので

ほぼ直角に近い。

主軸方向はN-30° 一Wを指す。炉跡もしくはカマド、貯蔵穴、柱穴等々は検出されていない。遺

構内に数基のピットが確認されているが、いずれも本住居跡を切っているものと推定される。

ごく僅かの土器片が出土をしたが、図化し得るものはなかったため、便宜的に本節 (弥生～古墳

時代の遺構と遺物)で扱うこととした。

第67号住居跡 (第419・ 420図 )

第67号住居跡は、N'94jグ リッドに位置する。第65号住居跡に切られる。第66号住居跡と重複

するが、新旧関係については確認することができなかった。北側と東側で、壁面と壁溝の一部分を

確認し得たのにとどまる。壁溝は幅1■m～25cm・ 床面からの深さ12釧 |を測り、北側においては一部

途切れている。平面規模は不明であり、形態については方形あるいは長方形を呈すると推定される。

床面は比較的平坦である。壁面の立ち上がりは急であり、ほぼ直角に近いJ主軸方向はN-9° 一

Wを指す。柱穴と特定できるピットは確認されていないが、北東コーナー部分において貯蔵穴と推

定される土羨が検出された。平面規模は98cm× ■cm、 形態は楕円形を呈し、床面からの深さは18cm

を測る。北壁面のやや東寄りの位置で、カマドの残存部が検出された。遺存状況は非常に悪く、焚

田部と燃焼部の最下面がごく僅かに残されていたのみであった。現存長61m・ 焚口幅48cm、 確認面

からの深さ4 cmを測る。第 2層は焚口部および燃焼部に、第 3層の泥岩はカマド袖部に相当しよう。

図化し得る遺物はなく、便宜的に本節 (弥生～古墳時代の遺構と遺物)で扱うこととした。
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第421図 第65号住居跡出土遭物
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(2)壺棺 墓

大西遺跡において、 2基の壺棺墓が検出された。 2基共にJ区での確認であり、遺物包含層を調

査している過程において出土したものである。位置的にはJ区中央部西寄りの、台地の肩部分に近

い緩やかな斜面上に立地しているといえよう。

第 1号壺棺墓はF′ 73fグ リッドに、第 2号壺棺墓はF′ 73eグリッドに位置しており、両者は

約 3mの距離にある。どちらも暗茶褐色土層を切っており、覆土は黒褐色であるため、遺構として

確認することはきわめて困難であった。

このことから、周辺の斜面部に対しても、30cm程の間隔でピン・ポールを突き刺して有無を調べ

てはみたが、検出することはできなかった。

第 1号壺棺墓 (第422・

“

5図 )

第 1号壺棺墓は、 F′ 73fグリッドに位置する。遺物包含層を掘り下げていく過程で、甕の口縁

部に、壺の胴下半部状を呈した鉢をかぶせるというセット関係が、横位の状態で検出された。壺棺

墓の覆土と周辺の包含層には、色調に大きな差はなく、明確さに欠けるといわざるを得ない。長軸

方向は不明であるが短軸方向は9■m・ 確認面からの深さは25cmであった。底面は平坦ではなくやや

窪み状を呈し、立ち上がりについては比較的急であると推定された。

身に相当する甕の底部から、蓋に相当する鉢の底部を結んだ線を軸に仮定した場合N-123° 一

Eを示す。

第 1号壺棺墓出土遺物 (第422図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

鉢

甕

径

径

高

口

底

器

径

径

径

高

口

底

胴

器

35。 8

8.6

24。 4

34.2

8。 0

32.0

45。 9

F′ 73fグ リッド。器面は摩滅している。体部 :外面はハケロ

の後ヘラ磨き、内面はヘラナデ。底部 :外面は木葉痕、内面は

ナデ。壺の下半部からの転用と思われる。橙色。

F′ 73fグ リッド。胴部 :中央よりやや上位に最大径を持つ。

口縁を内側に折り返す。口唇部 :指頭による相互押捺。

胴部 :外面はハケロ、口縁～胴上位 :内面はハケロの後粗いナ

デ、胴中位～底部 :内面はヘラナデとナデ。底部 :外面はナデ。

褐色。

A+B+C+H+J

口60 月間5 底100

焼成 :普

A+B+H+J

口∞ 胴95 底95
焼成 :やや良
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第 2号壺棺墓 (第423・ 455図 )

第 2号壺棺墓は、 F′ 73eグ リッドに位置する。第 1号壺棺墓と同様に、遺物包含層を掘り下げ

ていく過程で検出されたものである。土圧で若干押し潰されてはいるが、日縁部を欠いた壺に、壺

の胴下半部をかぶせるというセット関係が、斜位の状態で検出された。

遺物を検出した時点で、周囲の精査を再度おこなったが、遺構としてプランを確認することは残

念ながらできなかった。底面についても不明確ではあったが、比較的平坦であろうと推定される。

身に相当する壺の底部から、蓋に相当する壺の底部を結んだ線を軸に仮定した場合 N-178° 一

Eを示すこととなる。

第 2号壺棺墓出土遺物 (第423図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土。残存率%等

壺

壷

径

径

胴

底

(23.6)

7.7

12.8現存高

底 径 6.3
現存高 31.8

F′ 73eグ リッド。器面は荒れている。胴部 :外面はハケロ、

内面はナデ。底部 :外面は木葉痕を残す、内面はヘラナデ。

赤褐色。

F′ 73eグ リッド。胴部 :外面はハケロの後粗いヘラ磨き、内

面上位 。下位はヘラナデ、中位は指によるナデ付け。底部 :外

面はナデ、内面はヘラナデ。赤褐色 (一部黒色)。

A+B+H+J

底100 胴下半40

焼成 :やや不良

A+B+H+J

月m5 底100
焼成 :普

>
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第423図  第2号壼棺墓
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3 奈良・平安時代の遺構と遺物

(1)住 居 跡

第23号住居跡 (第424・ 425図 )

第23号住居跡は、 I'87iグ リッドに位置する。西側で第24号住居跡を切り、東側については調

査範囲外に続く。西側 2箇所のコーナー部分が検出された。検出し得た範囲において壁溝が確認さ

れており、幅 8 cm～20cm・ 床面からの深さは 5 cmを測る。東側の壁溝が未検出であるため、東西規

模は不明であるが、南北方向については38■m・ 確認面からの深さは15cmを 測 り、主軸方向はN一

6° 一Wを指す。平面形態は、方形もしくは長方形と推定される。

遺存状況はきわめて悪いが、北側壁面にカマドが検出された。全長248cm・ 焚口幅38cmを測り、一

部近世ピット (第 1層)に切られている。第 2～ 4層は焚口部および燃焼部に、第 2層は煙道部に

相当しよう。

主柱穴・貯蔵穴等は検出されていない。貼り床面は、ロームプロックも少なく不明瞭なものであ

る。図化し得た遺物は、須恵器 3点を合わせ計 8点であった。

第23号住居跡出土遺物 (第426図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯

杯

杯

須恵器

杯

須恵器

蓋

須恵器

甕

　

　

甕

甕

口 径 (10。 7)

現存高  2.4

口 径 (9。 0)
現存高  3.1

口 径 (10.8)

現存高  3.3

径

径

口

底

(15。 4)

11。 0

4.0現存高

口 径 (17.6)

現存高  1.5

口 径 (20.2)

現存高 14.5

口 径 (10.2)

現存高  5.6

底 径 (7.7)
現存高  6.3

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

ロクロナデ。底部 :回転糸切り後、全面を回転 (左回転)ヘラ

削り。灰白色。

ロクロナデ。暗灰色。

口縁部内面に自然釉付着。全面ロクロナデ。

灰色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

器面は荒れている。胴部～底部 :外面はヘラ削り、内面はヘラ

ナデ。褐色。

A+B+H   口30

底20 焼成 :良

A+B+J   口20

杯20焼成 :良

A+B+F+J   口25

不20焼成 :良

B+D+F+I+J

口20底80
焼成 :不良

B+H+J   口20

焼がこ:やや良

B+H+J   口15

焼成 :普

B+I(多) 口20

焼成 :やや良

A+B+I(多 )+J底 70

焼成 :やや不良
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第23号 住居カマ ド土層註記

1 黒褐色上 中近世 ピット。

2 黒褐色±  1層 よリロームが少ない。

3 黒褐色土 焼土粒・ 粘土含有。

4 黒褐色±  3層 より粘土多。

5 黒褐色±  3層 より焼土多。

第425図 第23号住居跡0
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第426図 第23号住居跡出土遺物

第25号住居跡 (第427～429図 )

第26号住居跡は、 J'88bグ リッドに位置する。本住居跡の位置する周辺は、住居跡が最も密集

する範囲であり、遺構の遺存状態はきわめて悪いといわざるをえない。特に、第25号住居跡との重

複部分に関しては非常に劣悪であった。

新旧関係としては、北側で第25号住居跡を、東側から南側にかけて第36号住居跡を、そして西側

では第30号・第34号・第35号住居跡をそれぞれ切っていると推定される。

本住居跡は、検出し得た範囲からでは平面形態や規模を推定することは無理であり、第25号住居

跡との切り合いについても、平面・断面から確定することはできなかった。また、第25号住居跡を

切るカマドの存在が推定されるが、その痕跡すらも検出することはできなかった。遺存状況が悪い

とするのも一つの解釈ではあろうが、やはり疑間とせざるを得ない。とりあえず覆土内の出土遺物

第26号住居跡出土遺物 (第429図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

杯

土師器

不

須恵器

須恵器

蓋

口 径 (12.2)

現存高  3.2

口 径 (14.6)

現存高  4。 0

径

径

口

底

(13.6)

(8.6)

3.6現存高

口 径 (13.3)

現存高  3.3

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。褐色。

全面ロクロナデ。底部 :全面ヘラ削り。

灰色。

ロクロナデ。灰白色。

A+B+E+J  口10

杯15焼成 :良

B+G+J(細密)口 15

不10焼成 :良

B+H+J 口・杯15

底15 焼成 :普

B+G+J 天丼15

焼成 :不良
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第25号 住居炉跡土層註記 炉 1

1 黒褐色土  ローム粒 (5～ 40mm)

多量、焼土粒・ カーボ

ン少量含有。 しまり強。

炉跡土層註記

1 黒褐色土

9Jtz
2 黒灰褐色土

第428図 第25・ 26号住居跡0

から、既期の遺構と判断した。

遺構として検出されているのは、幅1■m～20cm・ 確認面からの深さ5 cm程の壁溝のみであり、規

模は不明であるが平面形態としては、方形あるいは長方形が推定される。主柱穴・貯蔵穴と考えら

れる遺構は検出されていない。

図化し得た遺物は、須恵器 2点を合わせ計 6点であった。

Ｄ
一

Ｄ
一

Ｃ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

Ｄ ２
一

Ｃ
一

炉 2

ローム粒・ 焼土粒。 し

まり有。

灰層。焼土粒 0カ ーボ

ン多。 しまり有。

ア
ク

‐

爾
一̈一一一一多

爾
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第429図 第25号住居跡出土遭物

甕 口 径 (19.8)

現存高 12.7

口 径 (20.9)

現存高  6.2

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面

はヘラ削りか、内面はナデか。橙色。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面

はヘラ削り、内面はナデ。橙連L

A+B+F(多 )+I十 J

口20胴上半20
焼成 :普

A+B+D+E+J   口25

焼成 :普
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第30号 住居跡土層註記

1 灰褐色土  灰色の粘土プロック (¢ l cm)多、焼土粒

若干。 しまり強、粘性やや強。

2 暗褐色土   ローム粒・ 焼土粒少。 しまり強、粘性やや強。

3 黒褐色土  焼土粒若干、カーボン・ ローム粒少。 しまり

強、粘性やや強。

4 黄褐色土   ローム粒多、ロームプロック (¢ l cm)少。

しまり強、粘性やや強。

5 暗褐色土   ロームプロック層中に黒色土少。 しまり強、

6 暗褐色土

7 黒褐色上

8 黒褐色上

第430図 第30号住居跡(1)

粘性やや強。

ロームプロック (¢ 3 cm)少。 しまり強、粘

性やや強。

ローム粒・ 焼土粒少。 しまり強、粘性やや強。

ローム粒・ カーボン微量。 しまり・ 粘性強。
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カマ ド土層註記

1 灰褐色土 粘土・ 焼土粒 oロ ーム粒

含有。 しまり強、粘性や

や強。

2 灰褐色±  1層 に類似するが、粘土

1層 より多量含有。

3 黒褐色土 ローム粒 oロ ームプロッ

ク・ 焼土粒含有。

4 黒褐色土 多量の粘土・ 焼土混入。

しまり弱。

5 灰褐色土  カマ ドソデ。粘土多含有。

6 黒褐色±  4層 に類似。焼土 プロッ

ク含有。

0                  1m
L==================1==一 ―

一 一 一 ― 一 一 一

_二
1

第431図 第30号住居跡0

第30号イ主居跡 (第430・ 431図 )

第30号住居跡は、L'88i bグ リッドに位置する。北側で第28号住居跡を、南側で第42号住居跡

を西側で第32号住居跡をそれぞれ切っており、北西コーナー部分を第 3号溝跡によって切られてい

る。他の遺構との重複は多いが周辺の住居跡をいずれも切っており、さらにその覆土の色調がやや

黄色味を帯び石舛立が含まれていることから、黒褐色の中に本住居跡が方形に浮かび上がっているよ

うにして検出された。
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第30号住居跡出土遺物 (第432・ 433図 )

番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

須恵器

不

須恵器

不

須恵器

杯

須恵器

杯

径

径

口

底

(11.8)

(5.8)

3.9現存高

径

高

口

器

12.8

4.9

径

径

高

口

底

器

(12.6)

6.4

3.7

径

径

高

口

底

器

(12.6)

(6.8)

4.3

ロクロナデ。ロクロ右回車九 底部 :回転糸きり離し。

灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

灰白色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

灰色。

B+H+J

口15 杯30

焼成 :やや良

B+J(多 )+小礫 完

形 焼成 :やや良

B+E+H+J

口50  '不 60

焼成 :不良

B+H+J

杯25底 10

焼成 :普
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第433図  第30号住居跡出土遺物0
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14

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

外

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

径

径

口

底

(13.6)

(7.8)

4.1現存高

径

径

高

口

底

器

(14。 4)

(9.1)

3。 7

径

径

高

口

底

器

11.2

5.6

3.5

径

径

高

口

底

器

12.6

5。 6

4.3

口 径

現存高

12.3

3.8

径

径

高

口

底

器

12.8

6.1

4.2

径

径

口

底

12.8

6.6

径

径

高

口

底

器

12.3

6.4

4。 3

底 径

現存高

6.5

3.2

径

径

高

口

底

器

12.6

6.8

4.0

径

径

高

口

底

器

14.8

7.7

5.5

口 径 (15.6)

現存高  4.5

口 径 (15。 4)

現存高  6.1

ロクロナデ。灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転か。底部 :回転糸きり離しの後、回

転ヘラ削り。灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

底部に「N」 状の刻みあり。黒灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

灰褐色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

灰黄色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

黄褐色。

底部に「N」 衝引1犬の刻印あり。ロクロナデ。ロクロ右回華亀

底部 :回転糸切り離し後、回転ヘラ削りの後「N」 字状の刻印

を施す。灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し。

黄灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転ヘラ削り (右回転)。

底部 :外面に「N」 字状の刻み、内面に墨書あり。灰黄色。

墨書は文字不明。「里」又は「田人」か。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し後、周辺は

(静止)ヘラ削り。黄褐色。

ロクロナデ。黄灰色。

ロクロナデ。灰色。

B+H+J

口20  '不 20

焼成 :普

B+H+J

タト20 涯
=25

焼成 :普

＋
　
　
ツ
ジノ
　
怜
為

＝

矧

励 並
日

fン多)+J

口75 底100

焼成 :普

1+J

焼成

不 100

B+I+J(多) 完形
焼成 :普

７５

ミ

界
利
晰
賊

B+H+J

口95 杯100

焼成 :普

1+J 底100

焼成 :普

Ｈ＋

形

成

Ｂ＋

完

焼 並
日

B+H+J

口75 底100

焼成 :やや不良

A+B+J   口25

焼成 :やや不良

B+G+J   口15

杯20焼成 やや良
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須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

蓋

須恵器

蓋

須恵器

蓋

須恵器

蓋

須恵器

蓋

須恵器

長頸壺

甕

甑

耳 環

径

径

口

底

14.0

7.0

6.3現存高

口 径 13.3

現存高  1.8

高台径

高台高

現存高

(8.1)

0.4

2.6

径

径

高

鉦

口

器

2.7

12.3

3.1

口 径 (15.2)

現存高  2.8

口 径 (16.9)

現存高  2.4

径

高

鉦

鉦

5.5

0.7

2.1現存高

鉦 径 (2.3)
現存高 15。 1

口 径 (10.3)

胴 径 (18.6)

現存高 16.3

口 径 11.6
胴 径 13.5

現存高 13.8

現存高 15.0

径

さ

直

太

2.8

0。 7

ロクロナデ。ロクロ右回転か。底部 :回転糸きり離し。

黄褐色。

器形は歪んでいる。高台部分欠損。全面ロクロナデ。

ロクロ右回転。底部 :ヘラ削りの後付高台か。灰褐色。

ロクロナデ。底部 :糸きりの後ナデ後付高台か。

内部は明緑灰色、外部は灰白色。

内面は一部自然釉付着。ロクロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り。

(右回転)灰色。

ロクロナデ。黒灰色。

全面ロクロナデ。ロクロ右回車島 天丼部 :回転ヘラ削り。

(左回転)灰白色。

全面ロクロナデ。ロクロ右回転。天丼部 :回転ヘラ削り

(左回転)の後鉦を付ける。灰白色。

墨書は文字不明。「里」又は「田人」か。

天丼部 :ヘラ削りの後ナデ。灰色。

外面全体と口縁部内面に灰釉、剥離部分多。ロクロナデ。

灰緑色。

内面はヘラナデにより、器面を薄く仕上げる。口縁部 :内面は

ヘラナデの後内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面

はヘラナデ。灰褐色。

胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、内面はヘラナデ。

橙色 (一部黒色)。

比較的遺存状態は良好。形状はほぼ円形、断面は楕円形に近い。

白銀色。

B+H+J   Eコ 50

夢ド60 り菫甍50

焼成 :やや不良

A+B+I+J   口75

杯75焼成 :普

劇
賊

高台20

良

B+1+J

ほぼ完形

焼がこ:やや良

B+H+J   Eコ 25

蓋20焼成 :普

B+E+I+J   口20

天丼20焼成 :普

B+1+J 鉦90

焼成 :普

B+1+J :爪み50

焼成 :普

B+G+J  口20

頸55 胴上半70

焼成 :普

印
賊

”
ν肺

良

A+B+1+J

焼成 :普
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第435図 第32号住居跡出土遭物

第32号住居跡 (第434・

“

5図 )

第32号住居跡は、L'88gグ リッドに位置する。遺構の遺存度はきわめて悪いが、出土遺物から

判断して、北側において第31号・第33号・第譴号・第35号住居跡を切っていると推定される。僅か

に南側の、幅21cm・ 確認面からの深さ5 cm程の壁溝が、320cnl塁遺存していたのみである。 カマド
については、既に攪乱されていると判断した。須恵器 3点で検出された。

第32号住居跡出土遺物 (第435図 )

第38号住居跡 (第436・ 437図 )

第38号住居跡は、 I'88dグ リッドに位置する。幅20cm前後、確認面からの深さ10cm前後の壁溝

が、北側と西側で確認されたが、西側については拡張による結果であろうか。南北方向の規模は46

4cm・ 確認面からの深さは 5 cmを測り、主軸方向N-18° 一Wを指す。北壁やや東寄りに、全長116

cm・ 最大幅79cmのカマドが検出された。第 2層が、燃焼部および煙道部に相当しよう。

図化し得た遺物は、土師器 6点・須恵器 6点の、計 8点である。

第38号住居跡出土遺物 (第437図 )

器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

須恵器

杯

　

　

杯

須恵器

長頸壺

口 径 (11.6)
現存高  3.4

口 径 (8.7)
現存高  8。 0

6.4

1.5

底 径

現存高

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し後、周辺を

回転ヘラ削り。灰色。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸きり離し後、周辺を

回転ヘラ削り (右回転)。 褐色。

口縁部内面と頸部外面に自然釉付着。ロクロナデ。

黒灰色。

B+H+J   [コ 25

底90 焼成 :普

B+H+J  底95

焼成 :普

口25 璽買70

良

B+I

焼成

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯 口 径 (11.2)
現存高  2.8

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤橙色。

A+B+I+J   口15

杯15焼成 :普
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第38号 住居 カマ ド土層註記

1 黒褐色土  ローム粒・ ロームプロック・

焼土 プロック・ 焼土粒少。粘

性強。

2 黒褐色土 ローム粒・ ロームプロック・

焼土プロック少、焼土粒若千。

粘性強。

3 黄褐色土 黄色粘土粒を含有。

4 灰褐色土 灰色粘土粒を多量に含有。
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第436図 第38号住居跡
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杯

須恵器

杯

器恵

甕

甕

甕

甕

甕

須

口 径 (12.9)

現存高 13.2

口 径 (14.3)

現存高  3.8

現存高 8.3

口 径 (19.4)

現存高  5.5

口 径 (20。 8)

現存高 15。 0

口 径 (20.0)

現存高  9.0

口 径 (24.5)

現存高  9.8

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はヘラナデの後ナデ。褐色。

粗いロクロナデ。在地産。暗灰色。

外面に5本単位の波状文を4段残す。ロクロナデか。

灰色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。灰黄褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デか。器面は摩滅している。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。橙(L

口縁部 :外面はヘラナデの後、内外面とも横ナデ。

胴部 :外面はヘラ削り、内面はナデ。黒褐色。

A+B+I+J   口10

杯40焼成 :普

B+I+J   口10

杯15焼成 :普

B+H+J

焼滅こ:やや良

A+B+E+J   口20

焼成 :普

A+B+H+J   口80

胴_巳0焼成 :普

B+E+1+J   口20

胴_20焼 成 :普

B+F+J   匡]20

胴_25焼 成 :普
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第437図 第38号住居跡出土遺物
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第39号 住居炉跡土層註記

1 赤褐色土  焼土層中にカーボン若干。 しまりやや強、粘性弱。
2 明赤褐色土 焼土プロック層中にカーボン少。 しまり強、粘性弱。

＼__上璽ノ 1

0 10cm

第438図 第40号住居跡、出土遺物
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第

“

号住居跡 (第438図 )

第40号住居跡は、M'90bグ リッドに位置する。南側で土墳と重複し、西側は攪乱を受けており、

北東コーナー部分が検出されたのみである。確認面からの深さは約20cm、 規模は不明であるが方形

あるいは長方形と推定される。壁溝は検出されていない。

須恵器 1点が出土したのみであつた。

第

“

号住居跡出土遺物 (第439図 )

lm

¶

||

、
一

0
キ転
Ψ

||

⑨

“

'ミ
ヽ

t°ノ|

◎

第439図 第59号住居跡

_£
′

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

須恵器

杯

底 径 (6.4)
現存高  2.8

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し。橙褐色。 A+B+1+J鳳 5

焼成 :やや不良

0
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第59号住居跡 (第439・ 440図 )

第59号住居跡は、K'91bグ リッドに位置する。北側から西側にかけて第58号住居跡を、東側か

ら南側にかけて第60号住居跡を切る。そして、第145号土羨・第 5号溝・第 1号井戸跡および数基

のピットによって切られており、遺構としては南東コーナーと南西コーナー、そして南壁が検出さ

れたのみである。

東西規模は約600cm・ 確認面からの深さは20cm前後を測るが、その他の南北規模や主軸方向に関

しては不明である。平面形態については、方形または長方形が推定され、遺存している壁面の立ち

上がりは緩やかである。

第59号住居跡出土遺物 (第4“図)

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

甕

須恵器

不

須恵器

不

口 径 20.2

胴 径 (26.0)

現存高 14.0

径

径

口

底

(12.8)

(7.2)

3.8現存高

口 径 (12.0)

現存高  2.9

内面ヘラナデにより器面をうすく仕上げる。口縁部 :内外面と

もに横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘラナデ。

明褐色 (一部黒褐色)。

ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し。

灰黄色。

ロクロナデ。灰褐色。

A+B+D+E

口100

焼成 :やや良

B+J 口。杯30

焼成 :不良

B+1+J   口35

焼成 :普

A
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第440図 第59号住居跡出土遺物
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第441図 第64号住居跡

64号 住居跡土層註記

1 耕作土

2 黒褐色土  ローム枚・

ロームプロ

ック多。 し

まり弱。

3 黒褐色土  ローム粒・

ロームプロ

ック多。焼

土・ 炭化物

含有。

4 黒褐色土 やや赤味が

か り、焼土

多。

5 茶褐色土  ローム粒 0

焼土粒含有。

6 黒褐色土  ローム粒・

ロームプロ

ック含有。

7 黄褐色土  ロームを主

体 とする層。

8 黒褐色土 斬移層、 ロ

ーム粒・ ロ

ームプロッ

ク含有。

第64号 住居カマ ド土層註記

1 暗褐色土  ローム粒・ 焼土粒・

粘土含有。若干灰

色がかっている。

2 暗赤褐色土 焼土を主体 とする。

3 黒褐色土  粘土少、 ローム粒・

ロームプロック・

焼土含有。

4 暗灰色土  粘土を主体 とする

層。粘性強。

5 暗灰色±   4層 より黒色強い。
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第64号住居跡 (第41・

“

2図 )

第64号住居跡は、N'94dグ リ=ッ ドに位置する。数基のピットと重複するのみであるが、西側に

ついては調査範囲外に続いており、コーナー部分が 1箇所確認されたのみであり平面規模は不明で

ある。平面形態に関しては、方形もしくは長方形が推定される。幅20～30cm・ 床面からの深さ12cm

前後壁溝が巡っている。検出された壁面は、確認面から30cm程であり、立ち上がりはばで垂直に近

いといえるものである。主軸方向はN-74° 一Eを指す。貯蔵穴・柱穴等は検出されなかった。

南東コーナーにおいて、カマドが検出された。全長118cm・ 焚口幅4∝mを測り、第 1層～第 4層が

燃焼部・煙道部に相当しよう。

図化し得た遺物は、土師器 1点・須恵器 3点・石製品 1点の、計 5点である。

第64号住居跡出土遺物 (第4曖図)

＼

第442図 第64号住居跡出土遺物

番号 器種 法量 cnl 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

須恵器

杯

須恵器

杯

須恵器

蓋

高 杯

砥 石

径

径

高

口

底

器

(12.4)

7.6

3.1

口 径 (16.3)

現存高  6.4

口 径 (21.5)

現存高  2.4

底 径 (10.0)

現存高  4.1

長 さ 10.4
幅  3.5
厚 さ 0.8

全面 :ロ クロナデ。底部および周辺は回転ヘラ削り (右回転)。

明灰褐色。

全面 :ロ クロナデ。灰黄褐色。

天丼部 :回転ヘラ削りか。体部 :内外面ともナデ。

端部 :横ナデ。明灰色。

器面は摩滅している。外部 :外面はナデか、内面はヘラナデ。

脚台部 :内外面とも横ナデ。褐色。

裏面は剥離のため欠損。左側面も大部分欠損しているが一部に

砥面を残す、残る側面は3面とも砥面として使われている。表

面はよく使われており平滑。砥面には、いずれも条線が観察さ

れる。黄褐色。現存重量75.5g。

A+B+H+J

口35 底100

焼成 :普

B+J 口15 杯20

焼成 :やや不良

B+G+J 天丼20

焼成 :普

A+B+D+F   夢卜20

脚55焼成 :不良

粘板岩製
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4 中近世の遺構と遺物

(1)井 戸 跡

第 1号井戸跡 (第443図 )

第 1号井戸跡は、K'91aグ リッドに位置する。他遺構との重複が顕著であり、北側で第56号住

居跡を、東側から南側にかけて第59号住居跡・第 5号溝跡・第145号土療を、そして西側において

は第144号土羨を切っていると推定される。

確認面における平面規模は、478cm× 437cmの略円形を呈する。バックフォーによって伝面を断ち

割り、確認面から480cmま で掘り下げはしたが、底面には及ぶことはできなかった。

断面形は、確認面から140cm～ 19∝mの位置に段をもち、それ以下については垂直に掘り下げられ

たロート状を呈するものであろう。弥生時代から中近世まで、さまざまの遺物が出土をしたが、遺

構の時期を確定するには至らなかったため、図化は省略をした。

第 1号 井戸跡土層註記

1 褐色土   礫非常 に多、 ロームプロック (¢ lCm)若

干含有。 しまり非常 に強、粘性弱。

2 暗褐色土  礫・ ロームプロック (¢ lCm)少 含有。 し

まり非常 に強、粘性弱。

3 茶褐色土   ローム粒若千、礫少含有。 しまり非常 に強、

粘性弱。

4 黒褐色土   ローム粒少、 カーボン微量含有。 しまり強、

粘性弱。

ローム粒少・ ロームプロック (¢ lcm)若

干、礫少含有。 しまり強、粘性弱。

ロームプロック (¢ 3cm)ロ ーム粒・ 焼土

粒若干、礫少含有。 しまり強、粘性弱。

ロームプロック (¢ 5cm)多 含有。 しまり

強、粘性弱。

ロームプロック層。 しまり・ 粘性弱。

ローム粒少、礫若干。 しまり強、粘性弱。

礫多、 ローム粒少含有。 しまり強、粘性弱。

ロームプロック多含有。 しまり強、粘性弱。

t==========土==========ξ
m

第443図 第 1号丼戸跡

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗黄褐色土

暗黄褐色土

暗黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

8

9

10

11
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(2)地 下 式 坑

大西遺跡では、地下式坑と判断される遺構が、 1基のみではあるが検出されている。 ``地下式

坑"の定義に明確さを欠くとはいうものの、この他に、地下式坑を推定させる例も数基確認されて

いる。しかし、いわゆる “土墳"と の区別を行いにくく、地下式坑と命名することを避け、土羨と

して扱った。

そのため、「 5その他の遺構と遺物 (2)土墳」の項に掲載した遺構の中にも、 “地下式坑"が含ま
れている可能性は否定できない。

第 1号地下式坑 (第44図 )

第 1号地下式坑は、K'90fグ リッドに位置する。北側で 2基のピットに切られ、東側では第12

9号土羨と重複するが、これを切つていると推定された。本遺構を検出した時点では、東側のオー

バーハングしている位置において、地下式坑の天丼部が一部分ではあるが遺存しており、その下に

は空洞部分も認められた。調査の過程で、できる限りこの天丼部を残しながら掘り下げを行ったが、

崩落の可能性が生じたため、天丼部を人為的に突き崩さざるを得なかった。

形態としては、東側に開く略方形の横穴に階段部分が付属している遺構であり、階段部分の途中

に柱穴と推定されるピットが 2基みられることから、入り口部分には簡単な覆屋状の施設が存在し

たとも考えられる。

横穴部分は、入り口方向以外は 3方 ともに若干オーバーハングをしており、確認面からの深さは

最大で132cmを測る。底面は平坦であり、平面規模は244cm× 198cm、 壁面の立ち上がりは非常に急な

ものである。入り口部分は、奥行き110cm・ 幅120cm程であり、途中に 1箇所階段状に段をもつ。柱

穴と推定されるピットは86cmの間隔で位置し、深さは40cm程であった。遺物の出土はみられなかっ

た。

0

1 黒褐色土 やや灰色が強い。 ロ

ーム粒・ ロームプロック・ 焼土粒

・ 炭化物含有。 しまり良。

2 暗黄褐色土  ロームを主体 とす

る層。 しまり弱。 (埋 め戻 しの土 )

3 黒褐色±  1層 に類似。壁の崩

落 ローム含有。 しまり弱。

隈

第444図 地下式坑
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J区包含層土層註記

1 暗茶褐色土 炭化物少。粘性強。

2 茶褐色土  焼土粒少。粘性強。

3 黒色土   礫少。粘性強。

4 暗黄褐色土  しまり強。

5 黒褐色土  ローム粒多。

6 黒褐色土  礫多。無遺物層か。

7 黒色土   無遺物層か。
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5 その他の遺構と遺物

(1)包 含 層

大西遺跡はJ・ K・ L区にまたがっているが、L区においては遺物の包含層が確認されている

(第445図 )。 J区は、全体的に西から東に下る斜面部によって形成されており、同区北寄りの範囲

は墓地によって攪乱されていた。

弥生土器を包含した堆積土層が検出されたのは、おおよそE'73グ リッド～ F'73グ リッドの範

囲であり、墓地の南側にあたっている。なお、 2基の壺棺墓についても、この遺物包含層において

検出されたものである。さらに、この包含層の南側については、溝状の遺構による攪乱を受けてい

た。これらの点から、本来的には、この遺物包含層は北側においては墓地の部分にまで、南側につ

いては、溝状遺構の北端部分にまで達していたと想定されよう。遺物包含層は、東側部分 (=斜面

下位)では、 lm程堆積しているのが観察されている。

主として、弥生土器を包含する堆積土層は、南北 9m× 東西13m程の範囲にあたり、この範囲か

ら台地平坦面に上がった位置に、既期の集落が存在したとも推定できるのではなかろうか。

多数の遺物が出土しているが、主な土器片 5点を図化することとした。

J区包含層出土遺物 (第46図)

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

壺

壺

口 径

現存高

9。 0

4.5

胴 径 (16.8)

現存高 13.1

F′ 73fグ リッド。口唇部にLR斜縄文。日縁部 :内外面とも横

ナデの後、外面にLR斜縄文。頸部 :外面はナデの後粗いヘラ磨

き、内面はナデ。赤褐色。

F′ 73fグ リッド。外面は摩滅著しい。胴部 :外面はハケロの

後ナデか、内面上半は指頭による押捺、下半はヘラナデ。

茶褐色。

A+B+E+H+J

口45

焼成 :やや良

A+B+I(多 )+J

焼成 :普

涵澁‖〆
ノ|1川 |||‖ ‖||  ヽ 1

＝

日
ｒ

＼
、_⊃

″

「
引
ゴ

フ
ノ

第446図  J区包會■出土遺物
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壺

壺

台付甕

現存高 10.2

現存高  5。 6

脚台径

現存高

8.9

6.4

F′ 73fグ リッド。内面は剥離著しい。頸部中央に突帯を一巡

させる。突帯に刻みを施す。頸部 :外面上半はハケロの後ヘラ

磨き、下半はLR、 RL、 LR、 LR 4段の羽状縄文を施す、内面はヘ

ラ磨き。外部黒褐色、内部茶褐色。

F′ 73eグ リッド。沈線は太めで鮮明。縄文施文～横線文～

(2段)～山形文～上段の縄文すり消し。櫛描は4本単位。

茶褐色。

F′ 73fグ リッド。器面は摩滅している。月同部下イ立:外面はナ

デ、内面はヘラナデ。脚台部 :外面はハケロの後ナデか、内面

はナデ。橙色。

A+B+F+H+J

焼成 :やや良

A+B+E+J

焼成 :やや良

A+B+H+J   I排 195

焼成 :普

大西遺跡新旧対称表 土羨 (SK)

番号 旧番 区 グリッド 形 状 規模 (長×短×深)cm 主軸方向 備  考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

M
%
%
37

38

39

35

譴

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

I'-81-b
I'-81-C
I'-81-a
I'-81-f
I'-81-f
I'-81-f
I'-82-i
I'-81-i
J'-83-C
I'-82-b
I'-82-h
H'-82-g
J'-83-b
J'-83-e
J'-83-h
J'-83-h
I' -83-a
I'-83-b
I'-83-i
J'-84-a
J'-84-h
J'-84-b
I'-84-b
I'-84-i
J'-84-a
J'-84-a
I'-84-d
I'-84-d
I' -84-e
I' -84-e
I'-84-f
I' -84-C
I'-84-i
I'-85-i
K'-85-i
J'-86-g
K'-85-i
K'-86-a
I'-86-d

楕円形
不整楕円形

楕円形
不整楕円形
不整楕円形

不整楕円形
楕円形
不整楕円形
円形

円形
不整楕円形
不整楕円形
不整楕円形
不整楕円形
楕円形
不整楕円形
不整楕円形

楕円形
円形

不整楕円形
不整楕円形
不整楕円形
不整方形
不整楕円形

楕円形

楕円形
不整楕円形
不整楕円形
不整楕円形
楕円形
不整楕円形
不整方形

楕円形

楕円形
不整楕円形
(楕円形)
不整楕円形

90× 66× 22
103× 74× 19
-× 一 × 42
112× 39× 19
122× 64× 15
69× 54× 21
223 × 80 × 9
61× 45× 7
163× 92× 10
62× 55× 44
90× 74× 23
86× 55× 35
-× 62× 12
74× 50× 13
185 ×101 × 27
72× 36× 33
100× 96× 10
67× 50× 7
69× 47× 10
59× 49× 49
95× ― × 7
293 ×125 × 44
159 × 72 × 7
58× 48× 14
160 ×145 × 37
160 ×106 × 10
135 × 69 × 9
62× 49× 7
×   ×
60 × 48 × 8
112× 81× 36
60 × 47 × 5
80× 37× 10
60× 56× 6
86× 59× 9
86× 67× 10
220 ×153 × 53
-× 一 × 13
73× 60× 31

N-39° 一E
N-12・ ―W

N-10° 一W
N-43・ ―W
N-34° 一W
N-64° 一E
N-9° 一E
N

N-24° 一E
N-8° 一E
N-27-W
N-51° 一W
N-23° 一W
N-16° 一E
N-11° ―E
N-52° 一W
N-62° 一E
N-43° ―W
N-4° 一W

N-5° 一E
N-25° 一W
N-31° 一W
N-90° 一E
N-50° 一E
N-11・ ―W
N-3・ ―E
N-39° 一W
N-31° 一E
N-27-W
N-12・ ―W
N-19° 一E
N-87-W
N-75° 一W
N-70° 一W
N-90° 一E

N-24° 一E

言周歯自己Σζた或汐11こ」9電く

SD2内
SD2と重郵夏

SD2内
SD2と亘郵夏

言盾遇自己Σ壺場粛夕11続く
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番号 旧番 区 グリッド 形 状 規模 (長×短×深)cm 主軸方向 備  考

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

譴

55

56

57

58

59

∞

61

62

63

“

“66

67

“
"70
71

2
73

Z
75

76

77

78

η

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

29

30

25

26

27

24

22

37

18

26

19

20

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

I' -86-e
J'-86-a
J'-86-a
I'-86-g
I'-86-g
I'-86-g
H'-86-g
L'-87-e
K'-87-b
K'-87-C
K'-87-g
J'-87-b
J'-87-d
J'-87-f
J'-87-i
H'-87-d
L'-88-d
J'-87-d
J'-88-h
J'-88-h
K'-88-h
K'-88-e
J'-88-C
J'-88-C
J'-88-f
J'-88-d
L'-88-g
I'-88-h
I'-88-a
Ⅳr-89-C
Ⅳr-89-i
Ⅳr-89-f
L'-89-g
L'-89-b
L'-89-a
K'-89-C
K'-89-C
K'-89-a
K'-89-e
K'-89-f
K'-89-h
K'-89-h
J'-89-a
L'-89-b
L'-89-C
L'-89-h
J'-89-d
J'-89-f
J'-89-f
J'-89-f
I' -89-d
Ⅳr-9o一 c
Ⅳr-9o一 f
I'-89-g
I'-89-g
I'-89-a
I'-89-a
L'-90-b

不整楕円形
円形

円形
不整楕円形
方形

不整楕円形

楕円形
方形

長方形

不整方形
不整楕円形

円形

楕円形
楕円形

長方形

不整楕円形

円形
不整楕円形

楕円形
不整円形

楕円形

楕円形

長方形

長方形
不整楕円形

楕円形

不整形
方形

楕円形

楕円形

楕円形

方形
不整楕円形

不整形
不整方形

楕円形
不整楕円形

長方形

長方形

長方形

円形

楕円形

長方形

楕円形

楕円形
不整楕円形

楕円形

楕円形

不整形
不整形
不整方形

102× 72× 30
-× 62× 16
115× 90× 19
86× 84× 73
85× 81× 80
135× 61× 27
83× 一 × 13
-× 58× 60
120× 63× 24
115× 67× 10
83× 66× 15
-× 89× 9
-× 70× 5
79× 52× 52
82× 56× 11
72× 一 × 14
-× 85× 12
526 ×145 × 9
132× 66× 57
150 ×125× 31
75× 50× 15
74× 44× 14
70× 64× 60
(98)× 87× 19
-× 一 × 11
74× 53× 44
-× 190× 12
135 ×104×  9
94 × 86 × 4
-× 一 × 32
73× 42× 49
-× 一 × 26
110× 53× 14
59× 51× 27
62× 49× 37
-× 48× 35
-× 61× 12
169 ×100 × 16
77× 62× 24
152× 59× 10
76× 64× 9
70× 47× 14
112 × 53 × 9
1029 ×104 × 13

(∞0)× 197× 22
-× ― × 53
73× 69× 11
100× 72× 51
- × 58× 10
121× 74× 12
78× 52× 15
72× 49× 28
66× 57× 23
- ×107×  7
(82)× 68× 67
160 ×133 × 4
(214)× 95 × 5
112× 81× 46

N-52° ―E
N-12° 一E
N-62° 一E
N-73° 一E
N-3γ ―E
N-75° 一E
N-15° 一E

N-36° 一W
N-90° ―E
N-55° 一W
N-11・ ―W

N-90° 一E
N-36° 一E
N-4° 一E
N-37-E
N-80° 一E
N-4γ ―W
N-17-W
N-7γ ―W
N-2・ ―E
N-2・ ―E
N-67-W

N
N-73° 一E
N-90° 一E
N-5° 一W

N-67-E

N-70° 一E
N-13° 一E
N-85° 一W
N-72° 一W

N-25° 一W
N-65° 一E
N-1° 一E
N-69° 一E
N-2° 一W
N-12° 一W
N-7° 一W
N-7° 一W

N-30° 一E
N-30° 一E

N-58° 一E
N-85° 一E
N-85° 一W
N-22・ ―W

N-50° 一E
N-75° 一W
N-3° 一W
N-54° 一E

S
S

る

S J25内
認駆助れ続く
S J27を 1刀る
SJ3と重複

S K58と 重複

SJ3晰甜毒に力功ゝる

S J27を 1刀る

認駆動れ峨 く

S J75。 76は重複

SЮ7.田は重複

SЮ3。 %は車
S J49内
SK肛 96は重複
S J46を 1刀る

18を切
25内
J

J
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番号 旧番 区 グリッド 形 状 規模 (長×短×深)cm 主軸方向 備  考

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

36

10

9

6

21

8

5

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

Ⅳr-9o一 c
L'-90-a
L'-90-b
L'-90-a
L'-90-a
L'-90-a
L'-90-d
L'-90-d
L'-90-e
L'-90-C
L'-90-d
L'-90-b
K'-90-b
K'-90-a
K'-90-C
K'-90-C
Ⅳr-9o一 f
K'-90-e
K'-90-C
K'-90-e
K'-90-i
J'-90-b
J'-90-b
J'-90-C
J'-90-d
J'-90-f
K'-91-e
K'-91-f
K'-91-g
K'-91-h
K'-91-i
J'-90-d
K'-90-g
J'-90-a
J'-90-a
J'-91-a
J'-90-g
J'-90-h
J'-90-h
J'-91-h
J'-90-f
I' -90-a
L'-91-f
J'-90-g
K'-91-C
J'-91-a
L'-91-f
K'-91-d
J'-91-C
J'-91-C
J'-91-C
K'-92-a
K'-92-C
K'-92-f
K'-92-g
K'-92-h
J'-90-i
J'-90-i

方形

楕円形
円形

円形
円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形
不整楕円形
不整方形

長方形

不整円形
不整方形

楕円形

長方形

楕円形

楕円形

円形
円形
楕円形

楕円形

円形
円形

円形

円形

楕円形

楕円形
不整楕円形

長方形
不整方形
方形
不整形

楕円形

円形

長方形
円形

不整楕円形
不整楕円形
長方形

長方形
不整楕円形
不整楕円形

長方形

長方形

楕円形

不整楕円形
方形
不整楕円形
不整楕円形
不整楕円形

楕円形

不整方形

161 ×127
-× 一
589 ×122
97 × 67
94 × 90
124 × 76
119× 114
-× ―
184 × 98
-× 一
一 × 一

175 × 85
253 ×114
242 ×144
252× 一
322 ×225
113 × 75
-× 一
104 × 79
79 × 63
65 × 48
70 × 58
86 × 63
67 × 40
-× ―
124 × 72

240

61

59

61

61

155

94

78

78

200

132

141

71

75

65

169

85

72

77

107

81

65

65

64

73

66

68

107

(217)

× 一
×(41)
× 55
× 52
× 46

× 52

× 83
× 62
× 45

× 47
× 96
×132
×101

× 53
× 51
× 41
×173

× 一

× 51

× 63

× 65
× 64
× 74

× 67
× 54
× 59
× 51

× 71
× 56
× 47
× 79

×134

× 22

× 11
× 14

× 14
× 58
× 16

× 13

× 27
× 54

× 21
× 19
× 7
× 27

× 18
× 21

× 26

× 31
× 13

48

19

21

27

30

44

32

32

13

39

25

22

58

64

86

104

33

19

62

34

39

16

26

25

11

16

23

13

33

17

31

13

33

16

16

44

7

39

21

27

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

N
N-13・ ―W
N-74° 一E
N-40° 一E
N-69° 一W
N-2・ ―W
N-63° 一E
N-2・ ―E
N-34° 一W

N-60° 一E
N-62° 一W
N-77-E
N-33° ―W
N-72・ ―W
N-73° 一E
N-87-E
N-24° 一W

N-11° ―W
N-21° 一E
N-65° 一W
N-58° 一E
N-47-W
N-88° 一E
N-50° 一W
N-73° 一E
N-47-W
N-18° 一W
N-9° 一E
N-1° 一E
N-38° 一E
N-79° 一E
N-64° 一E

N-58° 一E
N-89° 一E
N-86° 一E
N-62° 一E
N-3° 一E

N-43° 一W

N
N-70° 一E
N-35° 一W
N
N-89° 一E
N-5° 一W

N
N-79° 一W
N-61° 一E
N-62・ ―W
N-85° 一W
N-55° 一E

N-77-W

言贋ヒ当菫区J万2夕
|‖

続く

SKЮ2.103は重複|
S K102を切る |

S J56を 1刀る

認駆助
|‖

続 く

地下式卯こ切られる

S J48を 1刀る

認駆助れ峨 く

認駆助れ続 く

言層歯自己Σ壼場戊夕11続く

SElと重卦夏
SElと重塾夏
SK146.M7は 重複
誕駆助

|‖

続 く
S K155と重複

誕駆助
|‖

峨 く
SK155。 156は 1垂郵痕
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1 黒褐色土  ローム粒・ロポムプロック
0焼土粒・粒土ブロック .炭化物含有。しま
2 黒褐色土  ローム粒・ロームプロック

粒土粒少。ローム粒若干。

り弱。

ノ

/

メ ノ
イ

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 暗黄褐色土

´ キ́´″
~

102層 に比 して黒色強い。

しまり強。

102層 に比 して黒色強い、

焼土含有。

4層 より、 ローム粒多。

ロームを主体 とす る層。

磋
蜃
辟
ヽ
思

巡

沐
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1(6

ローム粒・ 焼土粒少。

しまりやや弱。

1層 よリローム粒多。

ロームを主体 とす る層。

黒褐色土  やや灰色が強 く、 ローム粒・

ロームプロック多。 しまり強。

|:

沐恣恣褻闊

158

ヽ

162

1 黒褐 色 土

2 黒褐色土

3 暗黄褐色土
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番号 旧番 区 グリッド 形 状 規模 (長×短×深)cm 主軸方向 備  考

156

157

158

159

1〔X〕

161

162

163

164

165

166

167

103

36

2

1

3

2

2

K
K
K
K
K
K
K
L
L
L
L
L
L

J'-90-i
K'-93-a
K'-92-a
K'-92-d
K'-92-a
J'-92-a
K'-93-d
K'-93-C
K'-94-a
K'-94-a
K'-94-b
J'-94-h
K'-94-a

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

不整方形

長方形

楕円形

長方形

148

B4
248

351

388

× 91

× 97
×169
× 一
× 一
×316
×236
× 一
74 × 55
- × 一
― × ―
一 × 一
175 ×146

× 50

× 44
× 35
× 30
× 26

× 52
× 52
× 13

× 12

× 27

× 7
× 25
× 21

N-40° 一E
N-79° 一W
N

N-78° 一E
N-83° 一E

N-9° 一E

N-77-E

認駆助れ峨 く

認駆助‖続く
S J62と重複
S J63と重複
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第12号土壌出土遺物  (第457図 )

第22号土羨出土遺物  (第458図 )

第43号土壌出土遺物  (第4田図)

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

甕

　

　

　

壺

壺

壼

口 径 (18.7)

現存高  3.6

現存高  6.0

現存高  3.8

現存高  2.7

口唇部 :指頭による相互押捺。頚部 :内外面ともハケロ。

褐色。

上位から3本単位の櫛状工具による横線文 2段一粗い鋸歯文―

直線の垂下文を施す。文様は線も太く鮮明。橙色。

外面上位を3本単位と思われる櫛状工具による簾状文又は横線

文一 (同 じ工具による)波状文一その間にRL縄文を施す、内面

はナデ。文様は線も太く鮮明である。

化

胴部 :外面はLR― RL縄文を羽状に施す、内面はナデ。黒色。

B+E+I+J

焼成 :普

B+D+1+J

焼成 :普

B+H+J

焼成 :普

B+J 焼成 :普

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

壺 底 径

現存高

5.8

15。 9

器面は荒れている。胴部中位に 2個で 1単位の円形浮文をもつ。

頚部～胴部上半 :外面にRL縄文 3段を施文し、後ヘラ磨き、

内面はヘラ磨き。胴部下半 :外面はハケロの後ヘラ磨き、胴部

内面はナデか。底部 :内外面ともナデか。赤褐色 (一部黒色 )。

A+B+E+H+J

月田0 底100

焼成 :やや良

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯

杯

径

径

高

口

底

器

9.9

5。 4

2.0

径

径

高

口

底

器

10。 0

5。 3

2.1

全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し。

赤褐色。

全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し。

褐色。

B+F+J(細密)

口。底75

焼成 :普

A+B+F+J(細 密)

口95 杯100

焼成 :普

m/穆 ‐ 2・
・
颯靡 4

L____」 °Cm

第457図  土墳出土遺物(1)
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第4(a)号 土壌出土遺物  (第4田図)

第44(b)号土墳出土遺物  (第458図 )

第57号土墳出土遺物  (第4田図)

第58号土壌出土遺物  (第4田図)

第66号土墳出土遺物  (第458図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯

杯

径

径

高

口

底

器

10。 0

5.1

2.1

口 径 10。 0

底 径  5.6
器 高  1.9

全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し。

褐色。

全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し。

灰褐色。

A+B+F+J

口75 1婿00

焼成 :普

密細
　
　
普

Ｂ＋

形

成

肝

完

焼

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

高 杯

壺

現存高 14.0

胴 径 (19。 3)

底 径 (7.2)
現存高 15.4

外部 :内外面ともヘラ磨き。脚台部 :外面はヘラ磨き、内面は

ナデ付け。赤橙色。

器面は摩滅している。胴部 :外面はハケロ、内面はヘラナデ。

底部 :内外面ともナデ。橙色 (一部黒色)。

A+B+F+J

焼成 :やや良

良不

Ｊ
・脚・神

Ｂ＋

７５

成

Ａ＋

底

焼

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

甕

　

　

　

甕

口 径 (12.5)

現存高  3.5

口 径 (16.5)

現存高  4.1

器面は摩滅している。口縁部 :内外面ともハケロの後横ナデ。

橙色。

口縁部 :内面ヘラナデの後、内外面とも横ナデ。橙色。

A+B+F+J(細密)

口25 焼成 :普

A+B+H+J   口25

焼成 並日

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土。残存率%等

杯

杯

口 径 (12.2)

現存高  4.7

口 径 (11.5)
現存高  4.1

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

A+B+H+J   口95

不60 焼成 :普

A+B+J   口20

不20 焼成 :普

番号 器種 法量 Clll 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯 口 径 (14.0)

現存高  3.6

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

A+B+G

タト10

口10

焼成 :普
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第114号土壌出土遺物  (第458図 )

第161号土壌出土遺物  (第459図 )

第168号土壌出土遺物  (第458図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

碗

陶磁器

須恵器

蓋

須恵器

杯

現存高

底 径

3.6

4.3

口 径 (17.7)

現存高  2.0

径

径

口

底

(11。 0)

(7.2)

内面浅緑色の釉が剥落したと思われる。高台の整形は雑。ロク

ロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し後、付高台。

灰白色。

天丼部 :自然釉付着。ロクロナデ。灰色。

全面 :ロ クロナデ。底部 :回転ヘラ削り (右回転)。

焼成 :やや良

B+J 口15 蓋15

焼成 :やや良

B+I

焼成

口25 底15

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

陶磁器

香 炉

径

高

口

器

(10.7)

4.6

体部 :内外面ともヘラナデ。灰色。 ゎ膨・　並日
賜
一躯

＝
郎

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

不

甕

口 径 14.3

現存高  4.3

口 径 (16.0)

現存高  4.6

径

径

口

胴

13.7

17.1

16.4現存高

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。赤褐色。底部 :外面に黒斑。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後粗いナ

デ、内面はナデ。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はヘラナデ。赤褐色。

A+B+H+J   口100

杯80 焼成 :良

A+B+E+H+J

口20 杯15

焼成 :普

A+B+D+E+H+J

口45 焼成 普

篠百‖剰
ヽ 戸¬
口
‐~~「

ノ

第459図  土墳出土遺物0

L____」 °Cn
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(3)溝跡

大西遺跡においては、これまでに述べてきた以外の遺構として、溝跡 6条・ “性格不明遺構"と

命名せざるを得なかった遺構 1基が検出されている。溝跡 6条については、いずれもK区の平坦面

上において検出されており (第338図 )、  “性格不明遺構"については、台地の肩線に平行したL区

南半で検出されている (第337図・第445図 )。

第 1号溝跡 (第

“

0図)

第 1号溝跡は、 J'82fグ リッドに位置する。K区北西端近くに位置しており、遺構の西側部分

が調査範囲外に続いており、全長は不明。

調査範囲が小さいため、規模や形態については不明である。現状における形態から溝跡と推定し

たが、土療の可能性も否定できない。

調査し得た範囲内において、現存長200cm・ 確認面における最大幅87cm・ 底面における幅は、13

cm～ 32cm、 確認面からの深さは28cmを測る。東側に行くに従って先細りするが、東に傾斜する斜面

部に位置することから、遺構として途切れてしまっていると推定された。本来的には、さらに東に

延びていたのではなかろうか。底面は比較的平坦であり、壁面の立ち上がりは緩やかである。

遺物の出土はない。

第 2号溝跡 (第

“

0・ 462図 )

第 2号溝跡は、J'83hグ リッドに位置する。台地の肩線に平行して位置している。北側では第

22号土羨を切り、西側から南側にかけては第 4号溝跡によって切られ、西側では第 3号溝跡に切ら

れる。そして、中央部では第25号土羨と重複しているが、新旧関係については不明である。北側に

ついては、さらに続いていたものと推定される。

平面形態は全体的に、北側から南側に行くに従って幅広となっているが、北側方向に対しても傾

斜をしているため、上位部分が既に失われており、底面付近のみが遺存したためとも推定される。

規模については、北端部に近い第22号土羨付近で幅60cЩ エレベーションD一 D'で沖冨62cm・ 確

認面からの深さ12c臥 エレベーションE一 E'で幅93cm e確認面からの深さ9c臥 南端部で幅155

cnk現存長は720cmを測る。第22号土羨との重複箇所から、エレベーションD一 D'付近にかけて

は、東側はやや幅広になり、西側についてはテラス部分をもつ。

底面は比較的平坦であり、壁面の立ち上がりはきわめて急であるいえる。方向的にはほぼ南北に

走る。

土器片 1点が、検出されたのみにとどまる。
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番号 器種 法量 cin 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯 口 径 (12.8)

現存高  2.9

青磁。明緑色 口25

第 2号溝出土遺物 (第462図 )

第 3号溝跡 (第

“

0・ 462図 )

第 3号濤跡は、K'84iグ リッドに位置する。他遺構との重複は少なく、東側で第 2号濤跡に切

られているのみであり、西側については、調査範囲外に続いている。

検出し得た範囲内における規模は、現存長370cm、 第 2号溝との重複部分で上場幅4髭m・ 下場幅3

髭Щ エレベーションF一 F'で上場幅5■m・ 下場幅40cm・ 確認面からの深さ35cm、 エレベーショ

ンG一 G'で上場幅4■m・ 下場幅35cm・ 確認面からの深さ55cЩ 西端部で上場幅45cm・ 下場幅36cm

を演」る。

上場幅・下場幅ともに均一であり、平面形態は直線的で、東北東から西南西に走る。底面は比較

的平坦で、壁面の立ち上がりは急である。

土師器 1点が出土したのみであった。

第 3号溝出土遺物 (第462図 )

第 4号溝跡 (第

“

0・ 462図 )

第 4号溝跡は、K'85Cグ リッドに位置する。東側は第 2号溝跡を切る。第 2号溝跡の東側は、

比較的急な斜面部になっており遺構としては途絶えているが、第 4号溝跡は重複部分よりもさらに

東へ続くとも推定される。

西側については、溝が細くなっているのか、あるいは別の溝が重複しているのか 2つの可能性が

考えられるが、調査過程において前者を想定した。

検出し得た範囲内における規模は、現存長490c臥 東端部で上場幅36cm・ 下場幅20cЩ 第 2号溝南

西端との重複部分で上場幅4髭m・ 下場幅25cm、 エレベーションI一 I'で上場幅58cm・下場幅30cm・

確認面からの深さ3■m、 エレベーションH一 H'東のもっとも広がりをもつ部分で上場幅84cm・ 下

場幅75cm、 エレベーションH一 H'で上場幅45cm e下場幅30cm・ 確認面からの深さ35cЩ 西端部で

上場幅50cm・ 下場幅37cmを測る。上場幅・下場幅ともに変則的ではあるが、概ね直線的に東南東か

ら西北西に走っているといえよう。

少数の出土遺物の中から、図化し得たのは 1点のみであった。

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

杯 径

径

口

底

(15.8)

(13.5)

3.5現存高

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後、粗い

ヘラ磨き、内面はナデ。赤褐色。

B+G+J   口50

杯45焼成 :普
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番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

須恵器

甕

径

径

高

口

底

器

(32.0)

(16.8)

11.5

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :内外面ともナデ。

底部 :内外面ともナデ。灰色。

Ｇ

　

４０

成

Ｂ４

口

焼

底

普

第 4号溝出土遺物 (第462図 )

第 5号溝跡 (第

“

10462図 )

第 5号溝跡は、L'87eグ リッドからL'94hグ リッドにまで及んでいるが、南北ともに調査範

囲外に続いており、さらに延びるものと推定される。現存長69mを測り、その間に第20号・第28号

・第30号・第32号・第42号・第43号・第52号・第58号 0第59号住居跡等々を切り、第 1号井戸跡、

第145号・第162号土墳等に切られている。北端部から、エレベーションC一 C'付近までは2条で

あると思われるが、ここでは同一遺構として扱った。

検出し得た範囲内における規模は、北端部では上場幅48cm O下場幅16cmと もう一方は、上場幅48

cm・ 下場幅20c臥 エンベーションA一 A'では上場幅32cm・ 下場幅10cm・ 確認面からの深さ12cmと

もう一方は、上場幅48cm・ 下場幅20cm・ 確認面からの深さ10cЩ エレベーションB一 B'では上場

幅32cm e下場幅12cm・ 確認面からの深さ10cmと もう一方は、上場幅80cm・ 下場幅5∝m・ 確認面から

の深さ10cm、 エレベーションC一 C'では上場幅56cm・ 下場幅10cm・ 確認面からの深さ23cmと もう

一方は、上場幅48cm・ 下場幅32cm・ 確認面からの深さ1∝m、 エレベーションD一 D'では上場幅12

0cm・ 下場幅83cm・ 確認面からの深さ24cm、 エレベーションE一 E'では上場幅64cm・ 下場幅32cm

・確認面からの深さ32cЩ エレベーションF一 F'では上場幅80cm e下場幅16cm・ 確認面からの深

さ32cmを演」る。

概して、 2条が平行している範囲では幅が狭 く、壁面の立ち上がりが急であり、 1条の範囲では

比較的幅広で、壁面の立ち上がりは緩やかであるといえよう。北端部から約50mの間は、北北西か

ら南南東へほぼ直進し、それ以南については、弱いS字状を描くが、概ね南北に走っていると表現

できよう。時期的にも内容的にも、さまざまな遺物が数多く出土をしているが、石製品 1点を含め

て計10点が図化できた。

第 6号溝跡 (第

“

0図 )

第 6号溝跡は、M'89Cグ リッドに位置する。第39号住居跡を切っている。北側は、調査範囲外

に続く。北半部東側のテラスは他遺構との重複とも考えられるが、調査時の観察
から同一のものと

判断をした。検出し得た範囲内における規模は、現存長648cm、
エレベーションA一 A'の上場幅は

テラスを含めて130cm・ 含めずに100cm・ 下場幅45cm・ 確認面からの深さ48cЩ
エレベーシヨンB一

B'1では上場幅10∝m・ 下場幅58cm・ 確認面からの深さ47cmを測る。概して、幅は均一で直線的に

西北西から南南東に走る。断面形はU字状を呈し、南端部で遺構は止まっている。

遺物の出土はみられなかった。
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番号 器種 法量  m 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土 。残存率%等

９

　

　

１０

杯
　
　
杯
　
　
杯

須恵器

杯

須恵器

蓋

陶 質

皿

砥 石

器恵

鉢

甕

須

甕

口 径

現存高

口 径

現存高

口 径

現存高

現存高

(10.6)

2.3

(12.3)

4。 2

(14.2)

3。 6

3.3

鉦 径

現存高

口 径

底 径

現存高

口 径

現存高

底 径

現存高

口 径

現存高

現存長

幅

厚 さ

2.2

2.4

(14.2)

(6.3)

1.5

(23.6)

6.8

(12.1)

6.5

(18.3)

13.3

7.4

3.1

2.2

口縁部 :内外面とも横ナデ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。赤褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。橙色。

ロクロ成形。灰色。

ロクロナデ、天丼部 :ヘラ削り。灰色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。底部 :内外面ともヘラナデの後ナ

デ。褐色。

口唇部～体部
に自然釉付着。全面 :ロ クロナデ。

黒灰色。

外面下位のみヘラ削り。内面一部に自然釉付着。

灰色。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面

はヘラ削り、内面はナデか。灰褐色。

上・下端を欠損し残る4面 を研ぎ面として使用している。面は

平滑で条線はあまりみられない。平面形態は一方に広がるもの

で、断面は長方形を呈す。現存重量82.3g。 青白色。

焼成 :やや良

B+I+J 口・杯25

焼成 :やや良

A+B+E+J   口5

杯20焼成 :普

B+J 杯10

焼成 :普

B+H+J  金丑90

焼成 :普

A+B+J(細密)

口40底40

焼成 :普

I B+I+J   口25

1焼成 :普

ハ+B+I+J 涯纂20

焼成 :普

A+B+F+I+J

口25 月同_上20

焼成 :不良

凝灰岩製

第 5号溝出土遺物 (第462図 )

(4)性格不明遺構

J区の表土削平の段階において、台地の肩線に平行する形で、性格を判断できないプランが検出

された (第337・ 445図 )。 調査期間の関係もあり調査することができず、確認された範囲を図化する

ことができたのみであつた。しかし人工によるものである点に疑間はなく、性格不明遺構として扱

いここに概述する。遺構は南北方向に走るものと、東西方向に走るものとからなるが、性格が不明

であるため同一の遺構であるのか、別個の遺構が重複しているのか判別できなかった。南北方向の

遺構は、北端部では弥生時の包含層にまで達しており、これを切っているが範囲については確認で

きなかった。第445図エレベーションD一 D'に見られる落ち込みにつながるとすれば、濤跡とも

推定されよう。検出できた規模は、幅約1、 4m～ 4m・ 現存長約38m。

東西方向のものについては、幅約1、 4mと 1、 8mの溝状の遺構が 2条、約6、 8mに 亘って平行して

いた。この 2条を東に延長すると、香林寺という寺院に及んでいることから、道という可能性を考

えた。

しかし、南北方向に走る遺構との関連については、不明であった。
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グリッド1出土遺物 (第463・ 4“・465・

“

6・ 467・

“

8図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

杯

須恵器

杯

須恵器

杯

杯

須恵器

甕

陶 器

鉢

杯

陶磁器

碗

甕

杯

焙 烙

壺

口 径 (13.4)

現存高  3.6

径

径

口

底

(12.4)

(5。 2)

3.9現存高

口 径 (14.9)

高台径 (9。 6)

高台高  0。 5

器 高  4.0

径

高

口

器

(11.4)

3.5

口 径 (21.7)

現存高  7.7

現存高  8.0

径

高

口

器

(12.6)

4.5

口 径 (15.4)

高台径 (5。 0)

高台高  0.4

器 高 7.3

口 径 (17.7)

現存高  9。 0

径

高

口

器

11.1

3.7

最大径 (27.4)

現存高  2.5

口 径 (16.0)

現存高  7.8

E′ 71グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。赤褐色。

E′ 72グ リッド。全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。底部 :回

転糸きり離し。灰色。

D′ 73グ リッド。全面 :ロ クロナデ。底部 :回転ヘラ削り (左

回転)後付高台。灰色。

F′ 73グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部:外面はヘ

ラ削りの後粗いナデ、内面はナデ。褐色。

F′ 73eグ リッド。口縁～胴部外面に平イプロき目め残る。

明灰色 (黒灰色)。

E′ 74グ リッド。口縁に雷文あり。内外面ともナデか。

灰白色。

F′ 74グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。褐色。

F′ 74グ リッド。全面 :ロ クロナデ。底部 :静止糸きりの後付

高台か。緑釉陶器。

G′ 74グ リッド。器面は摩滅している。口縁部 :内外面ともハ

ケロの後、粗いナデ。胴部 :外面はハケロ、内面上位はハケロ

、中位はヘラナデか。黄褐色。

G′ 74グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。橙色。

G′ 74グ リッド。外面及び内面に滑らかに仕上げ底面は粗い成

形痕を残す。灰黄色。

J′ 75グ リッド。外面は輪積痕明瞭。口縁部 :内外面とも粗い

横ナデ。胴部 :内外面ともナデ。外部は暗橙色、内部は黄橙色。

A+B+D+J

口15 舞25

焼成 :やや不良

Ｄ

３０

戎

じ

杯

焼

―＋

　

５

　

０

＝

鴎

鳳 不良

B+1+J

焼成 :普

A+B+F+J   口lo

不20焼減に 良

B+D+I+J   口25

焼成 :普

B+D+E+F+J

焼成 :普

A+B+E+1+J   口30

杯35焼成 :良

口25 杯30 底50

焼成 :普

A+B+F+1+J

口25 胴上半30

焼成 :普

B+E+J(細密)

ほぼ完形

焼成 :普

焼成 :普

B+D+I+J

月同_1120

口25

焼成 :良

一- 583 -―



18

19

21

26

杯

土師器

杯

灯明皿

杯

杯

杯

須恵器

蓋

須恵器

蓋

　

　

杯

杯

壺

須恵器

壺

須恵器

壺

須恵器

蓋

口 径 (10.1)
現存高  3.8

口 径

底 径

現存高

(11.8)

(8.2)

3.0

口 径

現存高

9.6

1.6

口 径 (13.2)

現存高  3.9

口 径 (14.7)

現存高  3.8

口 径 (14.0)

現存高  3.4

径

径

高

鉦

口

器

4.1

15.5

4.7

口 径

現存高

14.6

5.0

口 径 (15。 0)

現存高  5。 7

口 径 (12.0)

現存高  3.3

口 径 (15.6)

現存高  4。 7

口 径 (17.2)

現存高  5。 5

口 径 (9.8)
現存高  5。 4

現存高 (3.1)

IJ′
75グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部:外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。褐色。

F′ 78グ リッド。器面は摩滅している。全面 :ロ クロナデ。

ロクロ右回車島 底部 :回転糸きり離し後周辺ヘラ削り。

明褐色。

G′ 78グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。底部 :内外面と

もナデ。黄橙色。

K′ 79グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。褐色。

I′ 86dグリッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は
ヘラ削りの後ナデ、内面はナデ。暗赤褐色。

I′ 86gグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は

ヘラ削り、内面はナデ。褐色。

I′ 86dグ リッド。天丼部 :ヘラ削りの後ナデ。ロクロナデ。

黒灰色。

I′ 86dグ リッド。全面 :ロ クロナデ。天丼部 :ヘラ削りの後

(左回転)ナデ。外面に刻みをもつ。灰色。

J′ 86グ リッド。器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横

ナデ。外部:外面はヘラ削り、内面はナデ。橙色。

J′ 86fグ リッド。器面はやや摩滅している。口縁部 :内外面

とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナデ。

茶褐色。

J′ 86fグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。

橙色。

J′ 86gグ リッド。口縁部に6本単位の櫛引の波状文 1「亀

濃灰色。

J′ 86hグリッド。ロクロナデ。灰色。

J′ 86iグ リッド。ロクロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (左回

転)後ナデ。褐色 (外部黒灰彩色)。

B+1+J(細密)

口45 杯35

焼成 :やや良

A+B+F+J   口25

杯25底25

焼成 :普

B+E+J(細密)

口85 '不 80

焼成 :普

Ａ＋Ｂ＋
剛
一賊
　
Ｂ＋Ｇ＋
和

(細密)

杯20

やや良

口15

焼成 :良

B+F+G  口15

杯5 焼成 :普

＝
賊
蜘却　並日

B+1+J   口15

蓋35  焼成 :普

口25 '不 25

焼成 :普

A+B+G(細密)

口20 」不20

焼成 :普

A+B+J   Eコ 20

焼成 :やや良

＝
賊
　
＝
賊

良

口25

並
日

B+G+J(細密)

天丼70
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28

”
　
　
　
　
∞

３３
　
　
　
　
ａ

35

３６

　

　

　

　

３７

38

39

酬
蓋
　
　
不
　
　
　
　
　
罐

須須
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ロ

甕

　

　

　

杯

　

　

　

杯

須恵器

蓋

高 杯

甕

須恵器

蓋

製

鏃

磨

石

碗

壺

　

　

　

碗

口 径 (14.0)

現存高  3.7

口 径 (15.0)

現存高  4.0

現存高  8.9

底 径

現存高

4.4

17.0

口 径 (12.8)

現存高  3.9

口 径 (12.6)

現存高  4.6

口 径 (15.4)

現存高  2.9

現存高  5.3

口 径 (20。 0)

現存高  4.8

口 径 (16.2)

現存高  3.0

現存長

現存巾

厚 さ

3.1

1.8

0.2

J
口 径 (15.6)

底 径  6.2
現存高  7.6

口 径 (14.8)

現存高  4。 9

径

径

口

底

9.0

3.6

J′ 86iグ リッド。ロクロナデ。灰値曳

K′ 86グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。褐色。

K′ 86グ リッド。外面はハケロの後粗いナデ、内面はナデ。

黄褐色。

K′ 86bグ リッド。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘラナデ。

底部 :外面はヘラ削り、内面はヘラナデ。黒褐色。

K′ 86aグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は

ヘラ削り、内面はナデ。黒褐色。

K′ 86gグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は

ヘラ削り、内面はナデ。茶褐色。

K′ 86gグ リッド。ロクロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (右回

転)。 灰色。

I′ 87グリッド。内外面ともナデ。橙色 (一部黒斑 )。

I′ 87グ リッド。器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横

ナデ。褐色。

I′ 87グ リッド。ロクロナデか。灰連鴨

I′ 87グ リッド。下部を欠く。両側面を砥ぎ出し刃を設ける。

両面に条線を残す。両面から穿孔を行う。現存重量1.5g。

K′ 87グ リッド。底部はややドーナツイ九 回縁部 :内面ヘラナ

デの後、内外面を粗い横ナデ。杯部 :内外面ともヘラナデの後

粗いナデ。底部 :外面はナデ、内面はヘラナデ。黄橙色。

K′ 87eグ リッド。器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも

にヘラ磨き。明灰褐色。

K′ 87eグ リッド。口縁部 :外面ハケロの後、内外面とも粗い

横ナデ。体部 :外面上～中位はハケロの後粗いナデ、下位はハ

焼成 :やや不良

A+B+F+H   天1井 10

焼成 :¬ 'く良

A+B+J(細 密)

口15 杯15

焼成 :普

A+B+J(細密)

焼成 :普

B+1+J 底80

焼成 :普

A+B+J   Eコ 10

杯10焼成 :良

A+B+C+I+J

杯40 焼成

口50

並
日

B+H+J  [コ 25

天丼25 焼成 :普

A+B+E(細密)

脚100 焼成 :普

A+B+H+J   口25

焼成 :やや不良

天丼5

焼成 :普

緑泥片岩製

A+B+I(多 )+J

口75 底100

焼成 :やや良

口40

焼成 :普

A+B+E+1+J

口50 体60 底100
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46

47

48

須恵器

蓋

須恵器

蓋

須恵器

蓋

甕

杯

杯

須恵器

杯

須恵器

蓋

須恵器

蓋

須恵器

杯

　

　

甕

須恵器

蓋

須恵器

杯

器 高 7.3

鉦 径

現存高

2.3

3.2

口 径 (11。 0)
現存高  3.4

鉦 径  2.6
口 径 (12.5)

器 高  2.3

口 径 (14.8)

現存高  6.6

口 径 (15.6)

現存高  4。 0

口 径 (18.7)

器 高 3.4

径

径

高

口

底

器

14.2

10。 0

3.6

径

径

鉦

口

(5.2)

(16.8)

2.9現存高

口 径 (16.8)

現存高  2.8

底 径 10.4

胴 径 (27.0)

底 径  6.0
現存高 28.0

口 径 (14.8)

現存高  4.3

口 径 (12.5)

現存高 4.9

ケロ、内面はナデ。底部 :内外面ともナデ。黄橙色。

K′ 87hグ リッド。ロクロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (右回

転)。 灰色。

I′ 88グ リッド。ロクロナデ。灰色。

J′ 88グ リッド。全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。天丼部

回転ヘラ削り (右回転)。 灰色。

J′ 88aグ リッド。口縁部 :内外面ともハケロの後粗い横ナデ。

胴部 :外面はハケロ、内面はナデ。暗褐色。

J′ 88Cグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面は

ヘラ削りの後ナデ、内面はナデ。橙色。

K′ 88グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘ

ラ削りの後粗いナデ、内面はヘラナデの後ナデ。赤褐色。

K′ 88グ リッド。口縁は直線状に開く。ロクロ成形。

灰色。

K′ 88グ リッド。ロクロ左回転。天丼部 :回転ヘラ削り。

灰白色。

J′ 88aグ リッド。ロクロナデ。天丼部 :回転ヘラ削り (右回

転)。 明灰色。

K′ 88グ リッド。底部 :回転糸きり (ロ クロ右回転)の後、外

周部分を回転ヘラ削り (左回転)。 灰色。

K′ 88Cグ リッド。内面は荒れている。胴部 :外面はヘラ削り

の後ナデ、内面はナデか。底部 :外面は木葉痕残す、内面はヘ

ラナデ。褐色。

K′ 88dグ リッド。日縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面は

ヘラ削り、内面はナデ。灰褐色。

K′ 88eグ リッド。ロクロナデ。底部 :ヘラ削りの後ナデ。

褐色。

焼成 :普

B+1+J   I金 圧90

天丼35焼成 :普

B+H  Iヲにチキ5

焼成 :やや良

B+E+1+J   口25

天丼30 鉦75

焼成 :普

A+B+F+I+J  「コ50

焼成 :普

A+B+H+J   口10

焼成 良

A+B+D+J   口30

不35焼成 :良

E+I+J

口15

焼成 :普

Ｂ＋Ｇ＋
劉
一賊
並
日

B+I+J 天丼20

焼成 :普

B+H+J

焼成

蜘
賊 やや不良

B+G+J(細密)

口50 1不 50

焼成 :不良

B+J   口45

不90焼成 :不良
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54

56

58

６３
　
　
　
　
“

65

66

杯

須恵器

杯

須恵器

蓋

高 杯

甕

甕

須恵器

杯

須恵器

杯

高 杯

杯

杯

甕

杯

口 径 (17.6)

現存高  5.2

径

径

口

底

14.8

10.3

4.6現存高

口 径 13.2

高台径  6.3

器 高  2.7
高台高  1。 0

口 径 (18.3)
現存高 10。 2

底 径

現存高

5。 7

6.7

現存高 10.7

口 径 (12.3)

現存高  3.8

底 径

現存高

6.5

3.2

口 径 (17.0)

現存高  9.2

口 径 (17.1)
現存高  4.4

口 径 (8.4)
現存高  1.5

口 径 (22.7)

現存高  6.4

口 径 (14.7)

現存高  4.8

K′ 88eグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部:外面は

ヘラ削りの後ナデ、内面はナデ。赤褐色。

K′ 88fグ リッド。ロクロナデ。底部 :削 り出し高台。

灰色。

K′ 88gグ リッド。ロクロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸

切り後付高台。灰色。

K′ 88gグ リッド。口縁部 :外面は横ナデ、内面は横ナデの後

ヘラ磨き。杯部 :内外面とも丁寧なヘラ磨き。赤褐色。

K′ 88gグ リッド。胴部 :外面は丁寧なヘラ磨き、内面はナデ。

底部 :外面はナデ、内面はナデ付け。暗赤褐色 (一部黒色)。

K′ 88hグ リッド。外面はやや摩滅している。胴部～底部 :外

面はヘラ削り、内面はヘラナデ。黄橙色。

K′ 88hグ リッド。ロクロナデ。ロクロ右回車乱 底部 :回転糸

切り離し。灰色。

K′ 88hグ リッド。ロクロナデ。ロクロ右回車λ 底部 :回転糸

切り離し。黄灰色。

L′ 88eグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデの後、粗いヘラ

磨き。外部:内外面ともハケロの後ヘラ磨き。

外部橙色、内部黄褐色。

L′ 88fグ リッド。赤色 (一部黒色)。

L′ 88fグ リッド。全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回車れ

底部 :回転糸切 り離し。黄褐色。

L′ 88gグ リッド。器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも

横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はナデ。橙色。

L′ 88hグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は
ヘラ削り、内面はナデ。黒色。

A+B+E   I=]20

杯15焼成 :良

＝
剛
賊
　
Ｂ＋‐＋
剖
賊

繭脚・
並日

高台100

口25 婿35

焼成 :やや良

A+B+H+J(細 密)

底100 月同25

焼成 :普

A+B+F+H+J

胴下半25 底100

焼成 :普

I+J 杯100

焼成 :普

I+J 底100

焼成 :普

B+F+H+J

口25  婿35

焼成 :普

口20 婿20

焼成 :普

I+J 口50 り底80

焼成 :普

A+B+D+F+I   口25

焼成 :普

B+D+F(細密)

口30 '不 25

焼成 :普
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番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

68

69

70

72

Ｚ
　
　
　
　
７５
　
　
　
　
７６

杯

甕

杯

杯

高 杯

須恵器

杯

壺

壺
　

　

　

甕

　

　

　

壼

甑

口 径 (12.0)

現存高  4.1

底 径 (8.5)
現存高  6.0

口 径 (18。 1)
現存高  3.8

口 径 (19。 0)

現存高  5.4

現存高  5.5

径

径

口

底

12.0

5。 9

4.2現存高

底 径

現存高

6.7

7.4

口 径

現存高

11。 8

5。 2

口 径 (12.8)

現存高  6.4

径

径

胴

底

19。 4

7.0

15.5現存高

底 径 (9.6)
現存高 10.8

I′ 89グ リッド。口縁部 :内面ヘラナデの後、内外面とも横ナ

デ。外部 :外面はヘラ削りの後、丁寧なナデ、内面は丁寧なナ

デ。赤褐色。

J′ 89gグ リッド。胴部 :外面はヘラ削りの後、粗いナデ、内

面はヘラナデ。底部 :外面はヘラ削り、内面はナデ。褐色。

K′ 89aグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面は

ヘラ削りの後ナデ、内面はナデ。茶褐色。

K′ 89aグ リッド。外面はヘラ削りの後ヘラ磨き、内面はヘラ

磨き。茶褐色。

K′ 89aグ リッド。外部～脚台部 :外面はヘラ磨き、外部内面

はナデ。赤褐色。

K′ 89グ リッド。ロクロナデ。底部 :回転糸切り離し。

灰色。

L′ 89fグ リッド。器面は摩滅している。胴部 :外面はヘラ磨

き、内面はナデ。底部 :内外面ともナデ。橙色。

L′ 89hグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面は

ヘラ削り、内面はナデ。褐色。

L′ 89iグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面は

ナデ、内面は指頭による押捺とナデ。橙色。

L′ 89iグ リッド。胴部 :外面はヘラ削りの後ナデ、内面はヘ

ラナデ。底部 :外面はヘラ削り、内面はナデ。褐色 (一部黒斑)

L′ 89iグ リッド。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘラナデ。

橙色 (一部黒色)。

Ｌ

　

Ｏ

，

『

Ｈ

鴎

魔

杯20

や や良

B+1+J 底50

焼成 :普

A+B+D+J   口25

外25焼成 :良

A+B+J(細 密)

焼成 :やや良

B+J

焼成 :やや良

底100

焼成

B+H+J ５５

成

底

焼月同下35 並
日

A+B+E+F+J

口25 焼成 :普

A+B+E+J

口35 焼成

A+B+H+J 月間0

底100 焼成 :良

A+B+D+F+1+J

胴下位30底25

焼成 :普
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グリッド出土遺物 (第464・

“

5・ 466・

“

7・ 468・ 469図 )

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

78

79

84

85

88

90

杯

　

　

　

杯

甕

高 杯

脚 台

甕

杯

　

　

　

杯

　

　

　

壺

甕

甕

杯

杯

口 径 12.0

現存高  3.2

口 径 (13.0)

現存高  5。 8

径

径

口

胴

(17.0)

(17.0)

11.4現存高

口 径 (19.8)
現存高  5.0

現存高  3.6

径

径

口

胴

(22.8)

22。 0

14.4現存高

口 径 (11.6)
現存高  4.0

口 径 (15.5)

現存高  4.4

現存高

底 径

11.9

11.2

口 径 (18。 0)

現存高 17。 3

胴 径 (15.5)

底 径 (5。 0)
現存高 10。 2

径

高

口

器

10.8

2.9

口 径 (12.4)

M`89fグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部:外面は
ヘラ削り、内面はナデ。橙色。

M′ 89fグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は

ヘラ削りの後、底部付近を除いて粗いナデ、内面はナデ。

明褐色。

M′ 89グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部上半 :外面

はヘラ削りの後、粗いナデ、内面はナデ。橙色。

J′ 90bグ リッド。口縁部内面に輪積痕を残す。口縁部 :外面

はヘラナデの後ナデか、内面は指頭による押捺。外部 :内外面

ともナデ。橙色。

J′ 90Cグ リッド。外面はヘラ磨きか、底部 :内面はナデか。

脚台部 :内面はナデか。橙色。

J′ 90iグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面は

ヘラ削り、内面は丁寧なナデ。外部黒褐色、内部黄褐色。

J′ 90グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部:外面はヘ

ラ削りの後ナデ、内面はナデ。赤褐色Ю

K′ 90グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。橙色。

K′ 90グ リッド。胴部 :内外面ともヘラナデとナデ。底部 :外

面はナデ、内面はヘラナデ。赤褐色 (一部黒色)。

K′ 90グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘ

ラ削り、内面はヘラナデ。褐色。

K′ 85グ リッド。胴部～底部 :外面はヘラ削り、内面はナデ。

橙色。

K′ 90Cグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部:外面は

ヘラ削り、内面はナデ。外部外面にスス付着。

赤褐色 (一部黒色)。

K′ 90bグ リッド。器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも

B+D   口75

焼成 :普

B+I+J

口10 舞も0

焼成 :普

B+D+小礫 (多 )

口25 胴上半25

焼成 :普

A+B+E+J

口20 杯5

焼成 :普

A+B+J   l,175

焼成 :普

A+B+E+H+J

口50 肺粥0

焼成 :やや良

A+B+G+J   口15

杯20焼成 :良

A+B+I+J   Eコ 15

杯15焼成 :普

A+B+I+J 胴下25

底100 焼成 :良

A+B+E+J

口20 胴上半25

焼成 :普

A+B+F+J

底30 胴上半25

焼成 :普

A+B+E+1+J

タト100

焼成 :やや良

B+E+1+J

一- 589 -―



口25 1杯 35

焼成 :普

帥脚　一並日
郎
賊

A+B+J   I不 40

焼成 :普

A+B+J   Iμ135

焼成 :普

B+D+I(多 )+J

口10 月田0 底100

焼成 :やや良

A+B+E+I(多 )+J

杯100 焼成 :良

A+B+I(多 )十 J

ほぼ完形

焼成 :良

A+B+E+J(細 密)

口20 舞20

焼成 :やや良

底

普
Ｈ
賊

B+I+J

焼成 :普

底70

焼成 :不良

口

並
日

＝
賊

100

94

98

99

％
　
　
　
　
９７

高 杯

高 杯

須恵器

須恵器

甕

甕

杯

杯

不

杯

杯

外

　

　

　

杯

器 高 3.2

胴 径 (25.8)

底 径  8.2
現存高 24.6

口 径 (24.4)

現存高  5.8

脚台径 (6.5)

現存高  4.2

口 径 (20.5)

胴 径 (20.8)

底 径  7.4

現存高  6.8

口 径 (12.3)

現存高  3.4

底 径 (5。 2)
現存高  2.2

口 径 (11.8)

現存高  3.2

口 径 (12.8)

現存高  4.0

6.8

2.3

6.7

0。 5

底 径

現存高

高台径

高台高

12.0

4.1

径

高

口

器

径

高

口

器

11.8

3.5

横ナデ。外部:外面はヘラ削りの後粗いナデ、内面はナデか。

橙 色 。

K′ 90bグ リッド。胴部 :外面はハケロ、内面下位はハケロ、

上中位はヘラナデ。底部 :外面はナデ、内面はヘラナデ。

赤褐色 (一部黒褐色)。

K′ 92aグ リッド。器面は荒れている。内外面ともヘラ磨き。

茶褐色。

L′ 90gグ リッド。内外面ともナデ。褐色。

J′ 91Cグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面は

ヘラ削りの後粗いナデ、内面はヘラナデ。底部 :外面はヘラ削

り、内面はヘラナデ。褐色。

K′ 91グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘ

ラ肖」り、内面はナデ。茶褐色 (一部黒色)。

K′ 92aグ リッド。やや上げ底を呈す。ロクロ成形。底部 :回

転糸切り離し。灰褐色。

K′ 92aグ リッド。器面は摩滅している。全面 :ロ クロナデ。

ロクロ右回転。底部 :回転糸切りの後付高台。

灰黄色。

K′ 92bグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は

ヘラ削りの後粗いナデ、内面はナデ。赤褐色。

K′ 92iグ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面は

ヘラ削りの後ナデ、内面はヘラナデの後ナデ。赤褐色。

覆土。口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削りの後

粗いナデ、内面はナデ。褐色。

L′ 97グ リッド。口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘ

ラ削り、内面はナデ。茶褐色。
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右に掲載した甕 (第469図 102)は、調査過程において、住居

跡と判断した範囲内から検出された、ほぼ完形の遺物である。

しかし調査の進展にともない、住居跡とするには根拠に乏し

く、住居跡以外の遺構として推定するについても同様の状況と

なった。

そのため、非常に残念ながら、本遺物についてはグリッド出

土遺跡として扱わざるを得ないこととなってしまった。

なお、出土したのは J′ 66グ リッド内である。

グリッドー括出土遺物 (第469図 )

表面採集遺物 (第470図 )

第469図  グリッド出土遺物囲

番号 器種 法量  cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎土・残存率%等

102 甕 径

径

径

高

口

胴

底

器

12.5

15.4

7.2

15.4

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部～底部 :外面はヘラ削り、内

面はナデ。外面にスス付着。黒褐色。

A+B+E+F+I

ほぼ完形

焼成 :やや良

番号 器種 法量 cm 形 態 お よ び 手 法 の 特 徴 胎± 0残存率%等

壺

脚 台

杯

杯

甕

須恵器

悲
　
　
甕

現存高  5.0

脚台径

現存高

9。 3

5。 9

径

高

口

器

(11.4)

3.5

径

径

高

口

底

器

10。 6

5。 2

2.0

口 径 (21.3)

現存高 10。 6

胴 径 (8.5)

現存高  6.1

現存高 12.2

外面はヘラ状工具で左下りの斜線を施した後、右下りの線文を

行う、内面はナデ。黒褐色。

器面は摩滅している。底部 :内面はヘラナデ。脚台部 :外面は

ヘラナデの後ナデか、内面はヘラナデ。橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。茶褐色。

全面 :ロ クロナデ。ロクロ右回転。底部 :回転糸切り離し。

橙 色 。

口縁部 :内外面とも横ナデ。胴部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデ。橙{L

体部 :外面上半はナデ、下半はヘラ削りの後ナデ、内面はナデ
`

灰色。

口唇部 :指頭による交互押捺。内外面ともハケロの後ナデか。

橙色 (一部黒色)。

A+B+E+F

焼成 :普

A+B+D+F+I+J

脚90焼成 :やや良

A+B+I   口25

不30焼成 :普

A+B+E+J 完形

焼成 :普

A+B+E+J   口25

月同|_L‐色五30

焼成 :やや良

B+H+J 月融0

焼成 :普

A+D+H+J   口10

並
日焼成
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１３
　
　
　
Ｍ

17

壺

碗

壺

高 杯

杯

杯

　

　

杯

杯

杯

杯

須恵器

蓋

須恵器

腺

陶 器

碗

焙 烙

口 径 (7.8)
現存高  4.4

口 径 10.5

底 径  4.0
器 高  5.0

胴 径 (15。 0)

底 径  5。 4

現存高  8.8

現存高 11.8

口 径 (14.8)

現存高  5。 4

口 径 (14.0)

現存高  5.2

径

高

口

器

10.6

3.1

口 径 (11.4)
現存高  3.4

口 径 (15。 4)

現存高  4.3

口 径 (10.0)

現存高  2.7

径

径

高

口

蓋

器

8.3

10.5

3.2

口 径 (10.5)

現存高  8。 0

口 径 (12.8)

現存高  2.7

口 径 (21.0)

現存高  5。 2

円形乳文は 1個のみ遺存。口縁部 :内外面とも横ナデ。

頸部 :内外面ともナデ。茶褐色。

体部 :外面上半はヘラ磨き、下半はヘラ削り、内面上半はヘラ

磨き、下半はナデ。底部 :内外面ともナデ。黄褐色。

胴部 :外面上位～中位はハケロの後ナデ、下位はヘラ削り、内

面はナデ。底部 :内外面ともナデ。茶褐色。

器面は摩滅している。柱状部 :外面はナデか、内面は粗いヘラ

ナデ。裾部 :内外面とも粗い横ナデか。柱状部に孔径 4mmの

穿孔 (1つ )。 橙色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。体部 :外面はヘラ削りの後ナデ、

内面はナデ。赤彩。

器面は摩滅している。口縁部 :内外面とも横ナデか。外部:外

面はヘラ削りか、内面はナデか。明黄褐色 (内部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はヘ

ラナデの後ナデ。赤褐連鴨

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。茶褐色。

口縁部 :内外面とも横ナデ。外部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。茶褐色 (一部黒色)。

口縁部 :内外面とも横ナデ。杯部 :外面はヘラ削り、内面はナ

デ。茶褐色

天丼部 :ヘラ削り。ロクロナデ。灰色。

ロクロナデ。黒灰色。

内部は緑黄色、外部は灰色。

外面に鉄製品断片付着。赤褐色。

A+B+F+1+J

頸20 焼成

口25

良

A+B+E+J

口70 底100

焼成 :やや良

郎
賊 並日

柱状100 裾
"

焼成 :普

A+B+J(細密)

口20 イ本25

焼成 :やや良

A+B+I+J   口20

杯15焼成 :普

A+B+J(細密)

口75 婿り0

焼成 :良

A+B+I   Eコ 40

杯20焼成 :やや良

A+B+F+H   口15

不15焼成 :普

A+B+J 口・ 杯20

焼成 :やや良

部
賊 並日

郷嗜一中　並日
Ｈ
賊
口・杯15

焼成 :良

Ｈ
賊

口30

並
日
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(5)鉄 製 品 (第472図 1～ 6)

大西遺跡において検出された鉄製品は6点である。確認されたのは遺構内・遺構外、または包含

層中などさまざまであるが、ここに一括して図化をした。いずれも断片的な残存で、銹化も著しい

ことなどから用途を推し図ることはきわめて困難であり、想像の域を出ない。

1は、E'73gG五 d内の包含層において確認された。釘か。銹化著しい。一方は錆膨れしている

が、他方は、断面が方形を呈しつつ窄まっていくと考えられ、下端を欠損する。現存長9.3cm、 幅

1。 OcL

2は、K'90eG如d内のピット中より出土した。銹化著しく両端を欠損する。釘の途中部分か。現

存長5.lcm、 幅0.5cL

3は、E'73dGHd内の包含層において確認された。下端部を欠く。欠損面を除いて全面を錆に

覆われているが、断面方形を呈する釘と思われる。現存長6。 2cЩ 幅0.∝L
4・ 5は L'89eG五d内のSJ41中 より出土した。ともに銹化著しく、原形は大きく失われている。

4は、関部と茎部の一部を残す刀子と思われる。平棟の両関造りか。現存長3。 Ocm。 最大幅部分

で、茎幅 1。 lcm、 厚さ0.髭Щ 刃幅1。∝m、 棟幅0.贅mが残存。

5は、図上における両端と下面を欠損する。最大幅部分で刃幅2.5cm、 棟幅0.■mを測る平棟造り

の刀子の刃部か。現存長3.OcL

6は、用途不明。 4と 同様、刀子の関部と茎部の一部か。現存長1。 7cЩ 幅0.4cL

魃
織
隠
麟

◎

一

　

２

月
聞
Щ
Ⅷ
ｗ

６

一

|

Lκゝヘ
/f了 スヽ 沿
L:ヽし/

∩
Ｗ
％

５

Q

Ｇ

ＭＨ
Ｕ

第471図 鉄製品

◎
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(6)瓦

代正寺遺跡と大西遺跡とは緩やかな谷によって隔てられており、出土した瓦のほとんどはこの周

辺の表層から採集されたものである。詳細な出土地点は大西遺跡内の方が多いが、本節で一括して

掲載した。

検出されたのは小破片が大半であり、その内の丸瓦と判断されるものすべてと、平瓦は端部と側

縁を残すものについてのみ図示した。36点の瓦の内訳は軒丸瓦 2点、丸瓦 8点、平瓦26点である。

3の丸瓦を除いてはすべて破片であり、接合資料はなかった。

lは代正寺遺跡第 3号溝跡より検出された軒丸瓦瓦当部の破片である。瓦当の径は推定18。たmで、

全周の約45° が残存する。24弁の単弁蓮華文である。外縁は欠損する。破損部分の状態から、厚さ

1.2 cmほ どの、やや外周を高めた円板状の瓦当面に、別に形作った文様部分を貼り合わせ、蓮華の

周囲を刻み込んで肉厚な蓮弁を作出し、さらに外縁部を巡らせる製作工程が観察される。火熱を受

けて赤変し、文様部分は煤が濃く付着している。

2は三巴文の瓦当面の破片である。巴文頭部の剥離痕が見られる。尾部は細 く長く延び、外区に

は0.飩m～ 1。 2cmの間隔で径 5皿の珠文が巡らされている。成形は 1と 同様、偏平な瓦当面に文様部

分を貼り合わせたもので、文様と外縁部は一体で型抜きされている。

3は完形の丸瓦である。瓦尻部はやや厚く作られ、玉縁部との接点は内側に削ぎ込まれて上方の

頭部を受ける形になっている。側縁は面を取った後になでられて丸みを帯び、頭部内面は幅広く緩

やかな面取りが施される。内面に布目を残し、外面は縄目をすり消しており、中央部に僅かに痕跡

を残している。

他の丸瓦も3と ほぼ同様の作りである。 9の頭部内面の面取りは幅が狭く鋭角的である。整形は

外面に縄目を残すものが 3点あり、 6は内面の布目をすり消している。

11～36は平瓦である。18は唯一両側縁を残す広端部である。尻幅は24.8cm、 谷の深さは約3。 8cmを

測る。側縁末端に僅かに面取りが施される。凸面は縄日、凹面は布目をすり消している。

その他の平瓦の整形は、側縁の面取りを施すものと切り離しのままのもの、凹凸面をすり消すも

のとしないものとがある。すり消しについては、弱くなでるものと、細い箆状の工具で瓦の縦方向

または斜位に削り取るものとがある。また、やや幅の広い工具によって横方向に整形して、刷毛目

様の整形痕をそのまま残す例があり、凸面ではその上に縄目を施すため、器面は細かい格子目状と

なっている。

28の凹面には刻印が認められる。文字は不明である。また、29では縦の破損面に28の刻印の縁に

類似する切り込み力浦忍められる。その位置や形状、瓦の整形方法などもほぼ同じであるので、おそ

らく刻印と思われる。

その他、出土地点、計測値等は以下の一覧表に示した。
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6 大西遺跡についての小結

以上、大西遺跡において検出された遺構と遺物について、報告を行ってきた。代正寺遺跡の場合

と同様に、大西遺跡に関しても時期ごとに、ごく簡単なまとめをしておきたいと思う。そしてその

後、代正寺遺跡・大西遺跡を合わせた総括をしたい。

先土器時代 :今回の調査では、この時期にともなう遺物は確認されなかった。代正寺遺跡との間

に存在する谷に面した支台の北東端近辺 (J区 )や、南端部近辺 (K・ L区)においても検出され

ていない。しかしK・ L区の南側は、台地の南端部が切り通しや攪乱・現道のため台地縁辺部から

やや奥まった位置に当たっている。今後、周辺地域の調査をすれば、既期の遺物が出土する可能性

は充分に考えられよう。

縄文時代 :今回の調査で、前・中・後期の土器片が検出された。遺構については確認されていな

いが、既期の集落の存在が想定される。また、谷を挟んで対峙する代正寺遺跡の斜面部では、 1軒

ではあるが前期の住居跡が検出されており、また地点は異なるが、中期・後期の土器片も出土をし

ている。これらとの関連からも、大西遺跡での縄文時代集落の存在は想定されてよかろう。

弥生時代 :現状において、大西遺跡に集落が活発化するのは中期後半以降といえる。その痕跡と

しては、住居跡や壺棺墓・土羨等の遺構として認められる。高坂台地で、これまで知られていた弥

生時代の遺跡としては、杉の木遺跡や、諏訪山古墳群の調査で検出された住居跡 (共に吉ケ谷式)

等があった。さらに下寺前遺跡では、吉ケ谷式と岩鼻式が共に検出され、今回の調査によって代正

寺遺跡・大西遺跡においても、両型式に加え宮の台式の土器が確認され、新たな知見となった。特

に大西遺跡からは、宮の台式の土器による壺棺墓が検出され、隣接する代正寺遺跡における方形周

濤墓とのかかわり合いが重要な問題として挙げられる。この地域において、この時期の遺構は今後

さらに増すことが推定される。

古墳時代 :代正寺遺跡と同様に、弥生時代からさらに遺跡としての広がりを見せるといえる。大

西遺跡で検出された既期の遺構としては、住居跡が大部分であり、この他には土療が確認されたの

にとどまる。しかし、同支台上に現存の古墳 (東松山市M53遺跡)も観られ、支群の別はあるもの

の、高坂古墳群が及んでいると推定され、これにともなう集落域のひろがりを推論せざるを得ない。

奈良・平安時代 :今回調査した大西遺跡の範囲内では、密度はそれ程高くはないものの、集落の

範囲が最も広がりを見せる時期であるといえよう。つまり、大黒部遺跡はいうまでもなく大西遺跡

A区 も含み、さらに谷を挟んで西側に位置する下寺前遺跡、そして東側に位置する代正寺遺跡の南

部分までが一つの集落域としてとらえられる。そして、今後の調査範囲の拡大にともない、台地南

側を中心として、さらに大規模に展開していた遺跡として把握されよう。

中近世 :中世に確定し得る遺構はないものの、調査範囲の北寄りに位置するJ区から、この時期

に含まれる瓦が検出されており、既期の遺構として、近在する香林寺との関わりを想定させる。こ

れとはまた別に、小代氏館跡と直後の繋がりをもつ遺構・遺物は今回得られなかったが、位置的に

観ても無関係とは考えにくい。さらに、近世に降ると、高坂台地のほぼ全面に集落域が拡大して

いったと解釈されるのである。
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番号 旧番 区 グリッド 番号 旧番 区 グリッド

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

・１

・２

・３

・４

・５

・６

・７

・８

・９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

１

５．

５２

５３

４２

４９

５０

４．

４０

４３

６６

６７

３５

４５

４６

４４

３３

３９

２３

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

ｉ

ｂ

ｈ

ｈ

ｇ

ｃ

ｆ

ｈ

ｂ

ｂ

ｉ

ｃ

ａ

ｃ

ｃ

ａ

ｆ

ｃ

ａ

ｉ

ｅ

ｅ

ｉ

一　
一　

一　
一　
一　

一　

一　
一　

一　

一　

一　
一　
一　
一　

一　
一　

一　
一　

一　
一　
一　
一　

一

一　
一　

一　
一　
一　
一　

一　
一　

一　
一　

一　
一　
一　

一　

一　
一　

一　
一　

一　
一　
一　

一　

一

Ｇ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｍ

Ｍ

Ｉ

ｈ
ｉ．

σ
６

・Ｄ

ｔ
Ｄ
　
ａ

・ｌ

ｏｌ

′Ｉ

σ
６
　
Ｃ

・１

一　
一　
一　

一　

一　

一　
一　

一　
一　

一　

一

一　
一　
一　

一　
一　
一　
一　

一　

一　

一　

一

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｌ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４．

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５．

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６．

６２

６３

６４

６５

６６

６７

４７

２５

２６

７０

６４

６７

１４

１６

１７

２２

７２

２０

２１

１８

６２

１９

　

２

６３

　

４

６

８

１０

１２

■

１３

５７

５６

５８

６１

５９

５９

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｉ

ｃ

ｈ

ｄ

ｆ

ｂ

ｈ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｄ

ａ

ｇ

ｉ

ｇ

ｈ

Ｃ

ｅ

ｂ

ｄ

ｅ

ｄ

ｈ

ｂ

ｂ

ｆ

ｂ

ｈ

ｄ

ｂ

Ｃ

Ｃ

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｌ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｏ

」
Ｌ
Ｅ
■
目
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｉ

7.大西遺跡新旧対照表 住居跡(SJ)

溝 (SD) 井戸跡 (SE)

地下式坑

番号 旧番 区 グリッド 番号 旧番 区 グリッド

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

ｆ

ｈ

ｉ

ｃ

ｅ

ｃ

一　

一　

一　

一　
一　

一

一　

一　

一　

一　
一　

一

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

K K'-91-a

番号 旧番 区 グリッド 形状 規模 (長×短×深)cm 主軸方向 備   考

SK7 K J'-90-d 不整方形 125 × 126 × 136 N
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ⅥI付 編

代正寺・大西遺跡出土土器胎土分析

X線回折試験及び電子顕微鏡観察

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1表胎土性状表に示すとおりである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試

料として実験に供した。

電子顕微鏡観察に供する遺物試料は断面を観察できるように整形し、φ10m/mの試料台に

シルバーペーストで固定し、イオンスバッタリング装置で定着した。

1-2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電

子製 JDX-8020X線 回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target:Cu、  F■er:Nミ  Voltage:40Kv、  Current:30mA、 ステップ角度 :0。 02・ 、計

数時間 :0.5SEC

1-3 電子顕微鏡観察

土器胎土の組織、粘土鉱物及びガラス生成の度合についての観察は電子顕微鏡によって行っ

た。

観察には日本電子製T-20を用い、倍率は、35,350,750,1500,5000,の 5段階で行い写真撮

影をした。

35～350倍は胎土の組織、750～5000倍 は粘土鉱物及びガラスの生成状態を観察した。

2 実験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示すとおりである。

第 1表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組成が示してあり、左側には、各

胎土に対する分類を行った結果を示している。
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X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現れ

る各鉱物に特有のピークの高さ (強度)を m/m単位で測定したものである。
電子顕微鏡によって得られたガラス量とX線回折試験で得られたムライト (Munite)、 クリスト

バーライト (C五stobdite)等 の組成上の組合せとによって焼成ランクを決定した。

2-1 組成分類

1)Mo一 Mi一 I.L三 角 ダ イ ア グ ラ ム

第 1図に示すように三角ダイアグラムを 1～ 13に分類し、位置分類を各胎土について行い、

各胎土の位置を数字で表した。

Mo,Mi,Hb,に三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討した。三角ダイ

アグラムはモンモリロナイト (Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)、 のX線回折試験におけ

るチャートのピーク高を、パーセント (%)で表示する。

モンモリロナイトはMo//Mo+I島 *100でパーセントとして求め、同様にMi、  I.島、も計算

し、三角ダイアグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1～ 4はMa Mk I:も の 3成分を含み、各辺は 2成分、各頂点は 1

成分よりなっていることを表している。

位置分類についての基本原則は第 1図に示すとおりである。

2)Mo― Ch、  Mi― I■D菱型ダイアグラム

第 2図に示すように菱型ダイアグラムを 1～ 19に区分し、位置分類を数字で記載した。記載

不能は20と して別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)、 緑泥石 (Ch)、 のうち、a)3

成分以上含まれない、 b)Mont、 Ch、 の 2成分が含まれない、 C)Mk I:L、 の 2成分が含

まれない、の 3例がある。

菱型ダイアグラムは Mmt― Ch、  Mica一 Hbの組合せを表示するものである。Mmt一 Ch、

Mica― IものそれぞれのX線回折試験のチャートの高さを各々の組合せ毎にパーセントで表す

もので、例えば、Mo/Mo+Ch*100と計算し、Mi、  Iも、 Ch、 も各々同様に計算し、記載す

る。

菱型ダイアグラム内にある 1～ 7は M∝ Mk 】島、 Ch、 の 4成分を含み、各辺は Mo、
Mミ I島、 Ch、 のうち3成分、各頂点は2成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原則は第 2図に示すとおりである。

2-2焼成ランク
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焼成ランクの区分はX線回折試験による鉱物組成と、電子顕微鏡観察によるガラス量によっ

て行った。

ムライト (Munite)は、磁器、陶器など高温で焼かれた状態で初めて生成する鉱物であり、

クリストバーライト (C五stobalite)は ムライトより低い温度、ガラスはクリストバーライトよ

り更に低い温度で生成する。

これらの事実に基づき、X線回折試験結果と電子顕微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ラン

クを I～ Vの 5段階に区分した。

a)焼成ランクI:ム ライトが多く生成し、ガラスの単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b)焼成ランクII:ム ライトとクリストバーライトが共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭

くなる。

C)焼成ランクIII:ガラスの中にクリストバーライトが生成し、ガラスの単位面積が狭く葉状断

面をし、ガラスのつながりに欠ける。

d)焼成ランクIV:ガ ラスのみが生成し、原土 (素地土)の組織をかなり残している。ガラスは

微小な葉状を呈する。

e)焼成ランクV:原土に近い組織を有し、ガラスは殆どできていない。
以上の I～ Vの分類は原則であるが、胎土の材質、すなわち、粘土の良悪によってガラスの

生成量は異なるので、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比重を占める。このため、ム

ライト、クリストバライトなどの組合せといくぶん異なる焼成ランクが出現することになるが、

この点については第 1表の右端の備考に理由を記した。

2-3タ イプ分類

タイプ分類は各々の土器胎土の組成分類に基づくもので、三角ダイアグラム、菱型ダイアグ

ラムの位置分類による組合せによって行った。同じ組成を持った土器胎土は、位置分類の数字

組合せも同じはずである。

タイプ分類は、三角ダイアグムの位置分類における数字の小さいものの組合せから作られる

もので、便宜上、アルファベットの大文字を使用し、同じ組合せのものは同じ文字を使用し、

表現した。

例えば、三角ダイアグラムの 1と菱型ダイアグラムの 1の組合せはA、 三角ダイアグラムの

2と菱型ダイアグラムの15は Bと いう具合いにである。なお、タイプ分類のA、 Bt C、 など

は便宜上つけたものであり、今後試料数の増加にともなって統一した分類名称与える考えであ
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る。

3 実験結果

3-1タ イプ分類

胎土分析に供した土器は代正寺遺跡より出土した岩鼻式土器 6個と五領式土器 2個 (Ml～ 6、

22、 23)、 大西遺跡より出土した吉ケ谷式土器10個 (恥 7～ 16)、 玉太岡遺跡より出土した吉ケ谷式

土器 5個 (ヽ17～21)の合計23個である。

土器胎土は第 1表胎土性状表に示すように、第 3図三角ダイアグラム、第 4図菱形ダイアグラム

の位置分類、焼成ランクに基づいてA～ Cの 7タ イプに分類された。

土器胎土のタイプで最も多いものはGタ イプで10個、次いでDタ イプの 5個、Fタ イプの 3個、

Bタ イプの 2個となり、他は各々 1個ずつである。

電子顕微鏡による分析では土器胎土中に粗粒のガラスが生成している焼成ランクIIが 3個、中～

粗粒のガラスが生成している焼成ランクII～IHが 3個、焼成ランクがHI～IVの ものは 2個、他のも

のは焼成ランクがⅡIである。

次に各タイプについて述べる。

Aタ イプ……代正寺-2

Mmto Mica.Ih Chの 4成分を含む。個体数は 1個 と少ない。

Bタ イプ……代正寺-1、 4

Mont.Mica.Iも の 3成分を含み、Ch l成分に欠ける。個体数は 2個 と少ない。

Cタ イプ……代正寺-24

Monto Micao Hbの 3成分を含み、Chl成分に欠ける。個体数は 1個である。Bタ

イプとは組織的にはよく似ているが強度の相違により位置分類が異なっているも

のである。

Dタ イプ……代正寺-5、 大西-7、 12、 13、 玉太岡-21

m)1成分を含み、Monto Micao Chの 3成分に欠ける。個体数は 5個でGタイプに

ついで多いタイプである。

Eタイプ……大西-11

Micao I島 .Chの 3成分を含み、Mont l成分に欠ける。個体数は 1個 と少ない。

Fタ イプ……代正寺-3、 6、 大西-10

Mica l成分を含み、Mont.IL Chの 3成分に欠ける。個体数は 3個である。

Gタ イプ……代正寺-22、 大西-8、 9、 14、 15、 16、

玉太岡-17、 18、 19、 20

Monto MiCa.Hb.Chの 4成分に欠ける。nA1203° mSЮ 2° lH20(アルミナゲル)で

構成される。個体数は10個 と最も多い。このタイプは大西遺跡と玉太岡遺跡の土
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器が主体で、吉ケ谷式土器で構成されているのが特徴である。個体数の多いこと

から推察して、大西遺跡と玉太岡遺跡の在地あるいは在地近傍の可能性が高い。

土器胎土の分析によるタイプ分類では雲母類 (Mたの と各閃石 (Hb)が検出され、モンモリロナ

イト (Mont)と緑泥石 (Hb)の どちらかがともに検出されるタイプは結晶片岩との関連が推察され

る。このようなタイプは代正寺遺跡の土器に多いタイプであり、大西遺跡と玉太岡遺跡の土器では

大西-11の 1個だけであることからすると、このようなタイプは代正寺の特徴と言えよう。

先にも触れたように大西遺跡と玉太岡遺跡の土器の胎土は角閃石 (Hb)を 1成分含むDタイプと

4成分を含まないGタ イプで構成され、組成的には代正寺遺跡の土器とは異なるように見受けられ

る。

3-2 石英 (Qt)一 斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりが

ある。土器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の

集団が持つ土器製作上の個有の技術であると考えられる。

自然状態における各地の砂は個々の石英と斜長石の比を有している。この比は後背地の地質条件

によって各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地域における砂は各々個有の石英一斜長

石比を有しているといえる。

この個有の比率を有する砂がどの程度粘土中に混入するかは前記のように各々の集団の有する個

有の技術の一端である。

第 5図Qt― Pl相関図には代正寺遺跡、大西遺跡、玉太岡遺跡の土器が記載してある。図から明ら

かなように、土器は I～ Vの 5つのグループと “その他"に分類された。各グループの特徴につい

て次ぎに述べる。

Iグループ…代正寺-1、 大西-9、 12

石英は2800～ 3800、 斜長石は850～1000の範囲にあり、個体数は 3個で比較的集

中度はいい。このグループは大西遺跡の高杯と壺で構成されるグループで、代正

寺-1は Bタ イプで、明らかに組成が異なっており、砂の混合比が類似している

だけであるように見受けられる。

IIグループ…代正寺-2、 3、 4、 6、 大西-7、 11、 玉太岡-18

石英は3400～ 4200、 斜長石は400～550の範囲にあり、個体数は 7個 と最も多く、

集中度も高いのが特徴である。

このグループの特徴は代正寺遺跡の壺が集中し、大西遺跡の高杯と壺、玉太岡遺

跡の高杯が混在する。このグループに属する胎土のタイプは統一性がなく、いろ

んなタイプが混在することで特徴付られる。

IIIグループ…代正寺-22、 玉太岡-18、 20

石英は3000～ 3600、 斜長石は200～300の範囲にあり、個体数は 3個 と少ないが集
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中度はいい。器種的には高杯、甕、広口壺と統一性がないが、胎土はすべてGタ

イプであるのが特徴である。

IVグループ…代正寺-24、 大西-10、 15、 16

石英は4400～ 5600、 斜長石は150～400の範囲にあり、個体数は4個で、幾分分散

傾向にある。器種的には甕で統一されているが胎土のタイプはC、 F、 Gの 3タ

イプで構成される。このグループは大西遺跡の土器が主体となるものと推察され

る。

Vグループ…大西 -13、 玉太岡-21

石英は4400～ 5600、 斜長石は500～700の範囲にあり、個体数は 2個 と少ない。器

種は甕で、胎土はDタ イプとすべて統一されているのが特徴である。

“その他"・……代正寺-5、 大西-8、 14、 玉太岡-17

大西-8は石英の強度が異常に高く、明らかに異質のように見受けられ、代正寺

-5、 大西 -14、 玉太岡-17は石英の強度が低いゾーンに分布するもので、大西

-14と 玉太岡-7は ともに甕で、胎土もGタイプとよくにている。石英の強度が

低いゾーンの 3個の土器はいずれも焼成ランクがIIと 高いことでの共通性が認め

られる。

以上の結果から全体の傾向を検討すると、各グループにおける特徴として代正寺遺跡の土器と大

西遺跡の土器あるいは玉太岡遺跡の土器のいずれかと共存する傾向にあることがわかる。代正寺遺

跡の特徴としては Mica,Iわ を主体とし、Ch,Mmtの いずれかを含む傾向が認められる。このこと

と各遺跡の上器が共存することとを合せて検討すると、使用している胎土に問題があるのではなく、

むしろ混入した砂に問題があるように見受けられる。すなわち、胎土としては同じか類似している

ものを使用し、混入した砂の成分が異なった結果として、このような現象が発生したとなると、地

域差は砂によって現わされるといえよう。このように考えてくると、代正寺遺跡と大西遺跡、玉太

岡遺跡の各々の土器が各グループで混在するということは、この 3つの遺跡では明らかに高い関連

′性があるように見受けられる。

4 まとめ

1)代正寺遺跡、大西遺跡、玉太岡遺跡の各々の土器23個を分析し、A～ Gの 7タ イプに分類され

た。このように多くのタイプに分類されたのは胎土そのものが異なっているというのではなく、

むしろ胎土に混入した砂の成分の違いによって生じた現象ではなかろうか。代正寺遺跡のように

Mica,ILを 主体とし、Mont,Chの 2成分のうちのいずれかを含むタイプは結晶片岩系の砂を混

入した結果として生じたものではなかろうか。

2)石英と斜長石の相関では、 3遺跡の上器は I～ Vの 5つのグループと “その他"に分類された。
I～IVの 4つのグループは代正寺遺跡の土器と大西遺跡の土器、玉太岡遺跡の土器のいずれかあ

るいは両方と共存する傾向が認められた。胎上のタイプが異なりながら、このような現象が生じ
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た原因が何にあるかというと1)の項で述べたように混入した砂の成分が異なったためではなかろ

うか。

3) “その他"における特徴としては、石英の強度が低いゾーンにある代正寺-5、 大西 -14、 玉

太岡-17は いずれも焼成ランクが IIと 高いことである。また、大西-8は石英の強度が他と比較

して異常に高いことが特徴となる。この 4個の土器のうち代正寺遺跡の土器を除く3個はいずれ

も甕で、胎土はGタ イプと共通している。このことから推察すると、これら3個の土器は搬入品

と判断することは難しいように思われる。

4)代正寺遺跡の土器は岩鼻式上器、大西遺跡と玉太岡遺跡の上器は吉ケ谷式土器である。これら

の土器は2)の項で述べたように I～IVの 4つ のグループで共存しており、砂の混合比はよく似て

いるように見受けられる。代正寺遺跡の岩鼻式土器は結晶片岩系の砂を混入することによって特

徴付けられるのではなかろうか。大西遺跡と玉太岡遺跡の土器は胎土の組成もよく似ており、砂

の混合比も類似することから推察して、近似関係にあるように見受けられる。代正寺遺跡の五領

式土器 2個のうち代正寺-22は III分いプにおいて玉太岡遺跡の土器との関連性が予想され、代正寺

-24は IVグループにおいて大西遺跡との関連性が予想される。
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Ⅷ 結 語

1.代正寺遺跡出上の円筒埴輪の編年的位置づけ

代正寺遺跡の調査において、第 1・ 9・ 15号古墳跡の 3基に埴輪の樹立が確認されている。なか

でも、第 9015号古墳跡からは円筒埴輪、形象埴輪 (人物・馬・器財など)の良好な資料が検出さ

れている。

1。 第15号古墳跡出土の円筒埴輪

埴輪の樹立が確認された第 109015号古墳跡のなかで、円筒埴輪の良好な資料が認められたの

は第15号古墳跡で、第 1号古墳跡では3個体、第 9号古墳跡では 1個体が図示しえたのみである。

第15号古墳跡は墳丘径約17mを測る円墳で、調査時には既に墳丘は消滅していた。周溝西側にブ

リッジをもち、埋葬施設は不明である。埴輪は原位置を留めるものはなく、ほとんどのものが周溝

覆土中から出土している。円筒埴輪片は周溝の各所から出土していることから、墳丘を囲続してい

たことが想定できる。しかし円筒埴輪・形象埴輪の破片の多くは、西側のブリッジから北側の周濤

に集中して検出されており、囲続された円筒埴輪列の間隔には疎密が存在していた可能性が高い。

また埴輪片が集中して出土している地域の周溝底から、破損した円筒埴輪 7個体が人為的に重ねら

れた状態で、横倒しになって検出されたことは注目される。覆上の堆積状態からは後世の攪乱によ

るものとは考えられない。調査当初は埴輪棺の可能性を考えて入念な精密を行ったが、土猿等の施

設は認められなかった。またスカシ孔や口縁部、底部を塞いでいる状態の破片も存在しなかったこ

とから、埴輪棺の可能性はないものといえる。追葬もしくは二次的な墓前祭祀の際に、破損してい

た円筒埴輪を一括して周溝内に処分したものと推測しておきたい。これは埴輪の複数回樹立と関連

して興味深い資料である。

第15号古墳跡から出土した円筒埴輪は、二条突帯三段構成のものを基本としている。器形は底径

よりも口径が大きい、ハの字形に開く形態をしているが、底部の矯小化はさほど進行していない。

段間幅はごく僅かに第 1段が長い。突帯の突出度は弱く、断面の形態はM字形である。スカシ孔は

円形に統一されている。外面調整は一次のみのタテハケが施され、底部調整は行われていない。焼

成は良好で、色調は赤褐色を呈している。

2.代正寺遺跡出土の円筒埴輪の編年的位置づけ

代正寺遺跡から出土した円筒埴輪は、川西宏幸の円筒埴輪編年では第V期 (6世紀代)に比定で

きる (1973、 1978、 1988)。 川西編年第V期の段階は畿内地方はもとより、東北地方においても埴輪

祭式が衰退している (今津1988)。 しかし関東地方では、この時期に埴輪祭式が最も盛行しているこ

とから、関東地方は埴輪祭式の特異な地域として捉えることができる。さらに関東地方における埴

輪祭式の受容には、広義の東山道ルートが伝播経路として大きな役割を担っていたものといえる。

関東地方の受容期の埴輪祭式は複雑な様相を呈しており、埴輪祭式が畿内政権の影響のもとに成立

したとするならば、畿内政権の重層的かつ複雑な政権構造を示すものとして捉えることができる
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(拙稿1991a)。 このことから関東地方全域を一元的に捉えた編年作業は困難である。

埼玉県における円筒埴輪の編年作業は萩原恭一 (1980)、 若松良一 (1982)、 飯塚武司 (1984)ら

によって行われている。いずれも川西編年第V期の細分が中心となっている。萩原は長沖古墳群か

ら出土した資料をもとに編年作業を行い、 6世紀代を2期に分割している。若松は関東地方の埴輪

の変遷を9期に分け、 6世紀代を4段階に細分している。飯塚は埴輪生産の変遷を3期に分類し、

その第Ш期 (6世紀代)を 5段階に分けている。そして1985年に群馬県考古学談話会・千曲川水系

古代文化研究所 0北武蔵古代文化研究会の主催で行われた、第 6回三県シンポジウム『埴輪の変遷

_並遍性と地域性―』において、佐藤好司、若松良一、坂本和俊らが編年作業を行っている。佐藤

は児玉地域、若松は比企地域 (註 1)、 坂本は埼玉県全域を対象とし、6世紀代の編年を佐藤と坂本

は2段階、若松は 3段階に細分している。

若松編年・坂本編年では、代正寺遺跡第15号墳から出土した円筒埴輪は、その特徴から6世紀中

葉の段階に相当する。 6世紀中葉段階の円筒埴輪の特徴は、円形スカシ孔の統一化、突帯の低平化

に加えて、色調が赤褐色系に統一され、低径の矯小化が進行することである。第15号古墳跡から出

土した円筒埴輪はこれらの要素をすべて満たしている。しかし底径の矯小化がさほど進行していな

いことから、 6世紀中葉段階でも前半期に時期を限定することができよう。

形象埴輪が出土している第 9号古墳跡では、年代を求めることができるほどの円筒埴輪の資料に

は恵まれていない。出土した埴輪は総じて淡黄色を呈している。人物埴輪 (巫女)は頭部や指の表

現が写実的であり、初期の人物埴輪として捉えられる。色調や人物埴輪の特徴から、第15号古墳跡

よりも古く位置づけることができ、積極的な根拠には乏しいが、 6世紀前葉から中葉にかけての時

期に相当するものと思われる。

第 1号古墳跡から出土した円筒埴輪 (朝顔形埴輪を含む)も、色調は淡黄色を呈している。この

ことから、第 9号古墳跡と同様に第15号古墳跡よりも古く位置づけることができよう。

まとめ

代正寺遺跡の第 109・ 15号古墳跡から出土した埴輪は、その特徴から第 1・ 9号古墳跡が 6世

紀前葉から中葉、第15号古墳跡は6世紀中葉の前半に位置づけることができる。この時期に、さき

たま古墳群では梅塚古墳・天王山古墳などの、埴輪が樹立されている小形円墳群が築造されている。

これを契機として、さきたま周辺地域、比企地域などでは小形円墳にも埴輪祭式が採用されている

(拙稿1991b)。

比企地域において本格的な埴輪祭式が受容された古墳は、 5世紀後葉に比定される諏訪山33号墳

(円墳、径29m)である。段間幅とほぼ同じ幅の工具によりB種ヨコハケが施されている。一方同

時期に比定されている前方後円墳の東松山市天神山古墳には埴輪祭式は導入されていない。これら

2古墳に若干遅れて、さきたま稲荷山古墳が築造されている。若松は、諏訪山33号墳の円筒埴輪の

技法が畿内 (河内)の ものに類似し、陶邑産の須恵器が伴出していることから、被葬者を「允恭朝

に比企の地に置かれた徴憑のある刑部と関連」させ、「その地方的伴造であった可能性」を考えてい

る。天神山古墳に後続する前方後円墳の東松山市おくま山古墳 (62m、 6世紀初頭)では、埴輪祭

式が導入されているものの、その規模はさきたま首長墓の 1/2程度である。その後、大形古墳は
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6世紀中葉の大里村冑山古墳 (円墳、92m)ま で約半世紀の間、築造されていない。この間、代正

寺遺跡東松山市諏訪山古墳群、古凍根岸裏古墳群、吉見町久米田 1号墳などの小形円墳が構築され、

埴輪祭式が継承されている。注目されるのは、代正寺遺跡の円筒埴輪には、比企地域の土器の胎土

の特徴とされる白色針状物質がみられないことで、別の地域で生産された埴輪が比企地域の小形円

墳に樹立された可能性がある。さきたま地域の埴輪の胎土には、基本的には白色針状物質が含まれ

ていない。また小形円墳に埴輪祭式が導入された時期が一致する。これらのことから比企地域にお

ける埴輪祭式の様相は、さきたま古墳群の動向と合わせて考えていく必要があろう。 (山本 靖 )

註1 若松は『諏訪山33号墳の研究』のなかでこれに加筆し、「比企地方における埴輪の受容と展開―武蔵国の

円筒埴輪編年を通して一」と題して武蔵地域の編年作業を行っている。
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2.代正寺遺跡出上の形象埴輪について

代正寺遺跡の調査では合計16基の古墳跡が検出され、第 1・ 9・ 15号古墳跡の 3基に埴輪の樹立

が確認された。そのうちの第 9・ 15号古墳跡からは人物、馬、器財形埴輪などの多くの形象埴輪が

出土し、 6世紀前半における小規模円墳の埴輪祭式の実態が明らかにされている。

1。 第 9号古墳跡出土の形象埴輪

第 9号古墳跡からは西側周溝を中心に女子人物

埴輪、胸繋に鈴をつけた馬形埴輪などが出土して

いる (第 1図 )。 形象埴輪の樹立状況については

部分的な調査のため全容は不明であるが、西側周

溝部分を中心に女子、飾り馬などが限定的に配置

されていた可能性が強い。また出土位置が明らか

でない点が惜しまれるが、攪乱土中に一括して廃

棄された女子人物埴輪の半身像がほぼ完形に復元

されている。この女子人物埴輪は顔面に赤彩を塗

布し、巫女特有の祭服である意須比を身に纏い、

壺を捧げ持った姿態を表現していることから巫女

を表した女子像と推定される。頭部や指などの表

現が写実的であり、淡褐色に焼き上げられた色調

などの特徴から人物埴輪としては初期の作風を残す優品である。

両手を前方に差し出し、酒を入れた壺ゃ醒を捧げ持つ姿態を表した女子像は、宮城県台町103号

墳 (今津1988)、 茨城県不二内古墳 (斎藤・川上1974)、 静岡県郷ケ平 6号墳 (鈴木1985)な ど各地

で出土しており、祭宴に参加した人々に酒を振る舞う巫女や内膳の女子を表した普遍的な表現であ

る。巫女埴輪の最古例のひとつとされる5世紀後葉の大阪府蕃上山古墳からは、意須比を身に纏い

欅掛けし腰に緩く腰帯を巻いた巫女像が 4体出土している (野上1982)。 いずれも両腕を欠失して

いるが基部の1犬況から両腕を前方に上げ杯、壺などを捧げ持つ姿態を表現していたものと考えられ

ている。また欅掛けをした男現と推定される男子像が共伴していることから人物埴輪出現期から巫

女や男現などの祭人埴輪が埴輪祭式の中で重要な役割を担っていたことが推測される。T K47型式

の須恵器を出土した京都府塩谷 5号墳では墳丘裾部を巡る円筒埴輪列以外、わずか 2体の巫女埴輪

が樹立されていただけで、形象埴輪を少数樹立する小規模古墳の場合、最小単位の人物埴輪の配置

が巫女像に限られていたことを示す好例である (伊野1990)。 さらに畿内における埴輪樹立古墳の

中で最も新しく位置づけられる6世紀中葉の奈良県勢野茶臼山古墳から出土した女子像も意須比を

纏った巫女を表しており、畿内では人物埴輪の出現から消滅に至るまで巫女埴輪は一貫した衣服や

動作を一つの類型として厳格に順守していたことが指摘されている (伊達1966)。 これは家、蓋、盾

などの器財形埴輪を中心に盛行した畿内の埴輪文化の中で人物埴輸出現以降、巫女などの祭人埴輪

が中核的な存在であったことを示唆している。

第 1図 第 9号古墳跡形象埴輪分布図
(★印は巫女埴輸出土地点)
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東国においても畿内での人物埴輪出現以後、わずかに遅れた5世紀後葉の福島県天王壇古墳から

腕の表現のない意須比をつけた巫女と共に樽形醒埴輪が共伴しており、初期の巫女埴輪の実態が明

らかにされている (山崎1984)。 5世紀末葉の宮城県台町103号墳からは、砲を捧げ持つ女子像が典

型的巫女の姿態として逸速く登場している。また関東でも初期人物埴輪を出土した埼玉県埼玉稲荷

山古墳から鈴鏡を腰に吊した巫女 (斎藤・柳田1980)、 群馬県保渡田八幡塚古墳から二重の頸飾 り

をつけ意須比を纏い前方に手を上げた巫女が出土している (福島1932)。 つづく6世紀前半代の群

馬県塚廻り3号墳からは椅子に腰掛けた巫女像が、同じく塚廻り4号墳からは意須比を身に纏い右

手に頭椎大刀を持つ巫女像と杯を捧げ持った女子像が出土しており、首長権継承儀礼である誅と饗

宴を表現したものと復元されている (橋本1980)。 6世紀後葉に築造された円墳の群馬県富岡 5号

墳では、横穴式石室開口部右側に巫女 4、 武人 2、 農夫 1、 馬 1が列状に配置され、巫女像は欅掛

けをした御食持ちの女子として表現されている (外山1972)。 また 6世紀後葉の前方後円墳、群馬県

綿貫観音山古墳では横穴式石室の開口部に正座する巫女と、これに対向して胡座する貴人が配置さ

れ、巫女の後には御食持ちの女子が続く。さらにこの二人の中心人物を見守るように「二人童女」

と呼ばれる稚児巫女が置かれ、歿宮における首長権継承儀礼の場を表現したものと推定されている

(若松1988)。 このように6世紀代に人物埴輪を中心に爆発的に隆盛した東国の埴輪文化の中で巫

女埴輪は、殖の場における「神人共食の儀礼」を表示する重要な役割を演じ、形象された人物の社

会的地位や職掌によってさまざまな祭服や祭具を身に纏い、それぞれ多様な姿態を表現している。

その多くが「静」的な表現を示す畿内の巫女像とは異なり、東国の巫女像は「動」的な表現を示す

ものが多いことが大きな1特徴と言える (註 1)。

次に県内における巫女埴輪の出土例としては、 5世紀末葉の埼玉稲荷山古墳から出土した鈴鏡を

腰に下げた巫女が初現例と考えられる (註 2)。 6世紀代の例としては東松山市三千塚古墳群から

出土した椅子に座り、袋状の意須比を身に纏い、腰に鈴鏡と通常の形の鏡を左右に下げた巫女の椅

座像がある (若松1988)。 同じく東松山市古凍根岸裏 7号古墳跡からは円盤状の台部の上に両手を

高く前方に持ち上ヤ八 意須比を身に纏った巫女像が出土している (村田1984)。 また岡部町白山12号

墳からは醒を捧げ持ち欅掛けした巫女 (さ きたま資料館1990)、 鴻巣市生出塚埴輪窯跡群からは鈴

鏡を腰に下げ、両手を胸前においた巫女 (鴻巣市1989)な どが出土している。

これらのうち埼玉稲荷山古墳、三千塚古墳群、生出塚埴輪窯跡群出土例の 3例に鈴鏡を腰に下げ

た表現がみられ注目される。同じ様に鈴鏡を腰に下げた表現は福島県神谷作101号墳出土の盛装女

子像 (今津1988)、 群馬県塚廻り3号墳の不を持ち椅子に座る巫女像、群馬県古海出土の巫女椅座像

(後藤1942)な どが知られており、巫女の中でも中心的役割を果たす高貴な女性を表現したものが

多い。鈴鏡は縁に付けられた鈴が楽器の役割を果たすことから、神祀りや舞いを職掌とする関東の

巫女達に重用されていたのではないかと指摘されており (若松1988)、 意須比などの祭服と同様に

巫女を象徴的に表した祭具として意識され、死者の魂振りのために用いられたのであろう。他に東

京国立博物館所蔵の深谷市上増田字西浦759出土品と東松山市柏崎字名所352出土品の中に巫女埴

輪の破片が存在している (東京国立博物館1986)。 前者は胸の前に両腕を上げて何かを捧げ持つ姿

態をとる女子人物埴輪である。後者は醒を捧げ持った手の破片である。また意須比を纏った女子像
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第 2図 巫女埴輪 (縮尺約1/10)
1 塩谷 5号墳 (京都)、 2 野畑出土 (大阪)、 3 勢野茶臼山古墳 (奈良)、 4 天王壇古墳 (福
島)、 5 稲荷山古墳 (埼玉)、 6 塚廻り3号墳 (群馬)、 7 富岡 5号墳 (群馬)、 8 古凍根岸
裏 7号古墳跡 (埼玉)、 9 生出塚埴輪窯跡群 (埼玉)

6

5画嘉藁
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が菖蒲町栢間古墳群 (塩野1977)、 江南町野原古墳群 (亀井1977)か ら出土している。

以上の検討から第 9号古墳跡に示された埴輪祭式の性格は、壺を捧げ持つ女子人物埴輪が葬儀に

参列した人々の核れを払うために酒を奉仕する巫女を表現したものと考えられることから残におけ

る祭宴の場面を象徴的に表したものと推定される。このような 6世紀前半代の小規模円墳における

人物埴輪を中心とした埴輪祭式の類例としては、近隣に位置する古凍根岸裏 7号古墳跡でも確認さ

れている。東側周溝の限定された範囲から巫女、女子、帽子を被る男子などの人物埴輪が出土して

おり、埴輪祭式の共通性が窺われる。なお、第 9号古墳跡の築造時期については、共伴した円筒埴

輪の検討から6世紀第 2四半期前半に位置づけられる。

2。 第15号古墳跡出土の形象埴輪

第15号古墳跡は南東側周溝の一部が調査区域外にかかっている他はほぼ完掘され、西側周溝にブ

リッジ部をもつ墳丘径約17mの円墳であることが判明した。既に墳丘部分が削平されてしまってい

るため埋葬主体部の内容については不明である。埴輪の配列についても原位置をとどめるものが全

くなく、ほとんどのものが周濤の覆土中に流れ込んだ状態で検出されている。

円筒埴輪は周溝の各所から出土しているが、その大半は西側のブリッジ部から北側周濤にかけて

集中して出土している。全体に遺存状態が良好でないため断定はできないが、円筒埴輪列の樹立間

隔に粗密が存在していた蓋然性が高い。おそらく北半部には密に、南半部にはややまばらに円筒埴

輪が樹立されていたものと推定される。このような円筒埴輪列の樹立間隔の粗密は、ほぼ原位置の

状態で円筒埴輪列が検出された 6世紀末の行田市酒巻14号墳でも確認されている (中島1988)。

形象埴輪は第 3図に示したように西側周溝ブリッジ部から北東側周濤部分の限定された範囲内か

ら出土した。しかし、円筒埴輪同様、周溝の覆土内から出土した破片が多く、原位置を示すものは

全くなかった。また表土内や重複する溝跡から出土し、本来の樹立位置から二次的に大きく移動し

たものも含まれている。このように樹立位置を特定できるものがなく、必ずしも良好な資料とは言

い難いが、ここでは小破片であっても形象埴輪の種類や個体の復元可能なものを積極的に取り上げ

て形象埴輪の配置について復元を

試みたい。

まず、 3× 3mの小グリッドご

とに出土した形象埴輪の概要につ

いて説明する。ブリッジ部付近の

C-52-hグ リッドからは器財形

埴輪の鰭部 (18)、 C-52-iグ
リッドからは馬形埴輪の脚部 (30)

が出土している。ブリッジ部北側

のC-52-fグ リッドからは人物

埴輪の左腕 (7)、 女子人物埴輪

の髯の元結 (3)が出土している。

墳丘北側のD-52-dグ リッドか 第 3図 第15号古墳跡形象埴輪分布図
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らは人物埴輪の頸部 (6)、 腕部 (8)、 胴部 (9)、 小型人物埴輪の左手 (10)が出土し、他に大刀

形埴輪の勾金 (15)がある。D-52-eグ リッドでは人物埴輪の鼻 (5)、 大刀形埴輪の勾金 (14)、

器財形埴輪の鰭部 (17)が出土している。北西側周溝のD-52-aグ リッドでは女子人物埴輪の髯

(1)、 小型人物埴輪の足 (11012)が出土し、北側周溝のD-52-bグ リッドからは女子人物埴輪
の髯元結 (2)、 器財形埴輪の鰭部 (16)、 他に馬形埴輪の立髪 (26)、 脚部 (31)、 馬鈴 (32～37)

がまとまって出土した。さらに北東側周溝のD-52-Cグ リッドからは人物埴輪に付属する頭椎大

刀 (13)と 輌形埴輪 (38)が出土し、輌形埴輪の一培БはE-52-aグ リッドにも広がっていた。こ

の他に表土内から男子人物埴輪の美豆良 (4)、 馬形埴輪 (25・ 27～29)な どが出土している。 (第

1分冊 第237～239図 参照)

これらがある程度出土位置の特定できたものである。いずれも断片的であり、本来樹立されてい

た位置、順序、構成、個体数などを復元することは難しい。しかし、原位置の分かるような良好な

状態で検出される場合は稀であり、今後の方法論的な課題の一つとして原位置を離れて出土した破

片資料を埴輪祭式復元のためにどのように活用していくかが重要な課題であると思われる(註 3)。

充分な資料操作とは言えないが、出土位置をもとにして形象埴輪の樹立位置を推定復元したものが

第 4図である。

出土した形象埴輪には人物、馬、大刀、輌等が認められ、小規模な円墳としては数量、種類とも

に比較的豊富な内容を提示している。ブリッジ部から出土した器財形埴輪 (18)は、盾あるいは収

と推定される鰭部の破片である。これは防禦・防衛の機能を象徴化した武器・武具をブリッジ部に

配置し、僻邪的な性格を表示したものと想定される。隣接する位置からは馬形埴輪の脚部片(30)

が出土している。周囲から脚部以外の破片は出土していないが、この位置に馬形埴輪の配置を想定

1。 盾 (収 )

2。 馬

3。 馬曳き?

4。 女子群

5.胡座像 ?

馬

盾 (収 )

大刀

正装男子

輌

６

７

８

９

１０

色====================二fm

第 4図 第15号古墳跡形象埴輪配置推定復元図
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しておきたい。また付近からは腕を前方に上げた姿態を示す人物埴輪の胴部片 (9)が出土してい

ることから「馬曳き」が伴っていた可能性も考えられるが、断片的であり判然としない。

北西側周溝から北側周溝にかけて人物埴輪がまとまって出土した。確認された髯の数からみて女

子像が少なくとも3～ 4体樹立されていたものと復元される。いずれも小破片のため人物の性格を

示唆するような装身具、衣服、姿態などの判明するものは少ない。丸玉を二重につけた頸飾りを表

現する頸部の破片 (6)がみられ、その中に高貴な女性が含まれていたことが分かるほどである。

注目されるものとしては小型の人物埴輪の手足の破片 (10～12)が出土している。接合部分がない

ため明確ではないが、胎土、色調、整形などの特徴から同一個体の可能性の強いものである。どの

ような所作を表現したものかは明らかではないが、足の表現などは埼玉古墳群の瓦塚古墳から出土

した弾琴座像に類似していることから (若松1986)、 胡座像あるいは椅子に腰掛けた人物 (中心的な

人物か?)を表現していたものと想定される。これらの人物群がどのような配置構成をとっていた

かは推測の域を出ないが、埴輪祭式の中で主要な場面を表現していたことは間違いないであろう。

おそらく埴輪祭式の中で普遍的な祭宴の場面を表現していたのかも知れない。

この人物群の東側からは馬鈴を付けた飾り馬の破片 (26・ 31～37)がまとまって出土しており、

馬形埴輪の存在が考えられる。飾り馬の存在は儀式の荘厳化と言った装飾的な効果を目的としたも

のと考えられる。その周囲からは盾あるいは収と推定される器財形埴輪 (16)、 大刀形埴輪の勾金破

片 (14015)など防禦・防衛の機能を象徴する武器・武具が出土している。このうち大刀形埴輪は

三輪玉を装着した玉纏大刀を模したものと想定される。実物の玉纏大刀は、実用性が低く儀杖刀と

して位置づけられていることからみて守護の性格の他に威儀具としての性格を兼ね備えていたもの

と推定される。また、これらの器財形埴輪に混じって人物埴輪に付属する頭椎大刀の破片 (13)が

出土している。この破片から大刀を侃用した正装男子像の存在が推定されるが、単体で樹立されて

いたのか、人物群を構成していたものであったのかは明確ではない。さらに、その東側には輌形埴

輪 (38)が樹立されていたことが出土状況から復元される。

以上、出土位置のある程度特定できたものを中心に配置と性格について復元を試みた。しかし、

限定された資料のため本来の樹立位置、樹立順序、個体数などに関しては明確ではなく、必ずしも

その全容を明らかにし得たとは言い難い (註 4)。 形象埴輪配置の全体的な傾向としては、墳丘の北

側に配置された複数の女子像と椅座像等からなる人物埴輪群を中心として、その両側に盾、収、大

刀、輌などの器財形埴輪と馬形埴輪が樹立された状況を想定することができる。

次に、出土した形象埴輪の形態、製作技法等を中心に類例との比較検討を行い、時期的な位置づ

けについて検討する。

人物埴輪については全容のわかるものはなく、わずかに女子人物埴輪の髯部、男子人物埴輪の美

豆良、腕、足などの破片が数点確認されているに過ぎない。このうち腕や足の破片の断面部は、中

空に形作られており、時期的な位置づけの検討材料となる。このような人物埴輪の腕にみられる中

空式の製作技法は、若松良一氏の検討によれば棒状工具を利用して製作されたもので「木芯中空技

法」と名づけられている (若松1986)。 また中空式の製作技法は人物埴輪の初現期から6世紀の前葉

頃まで存在した技法であり、中実式の製作技法は 6世紀中葉頃、新たに生まれた技法であると指摘
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している。従って本古墳例も人物埴輪の製作技法としては古い要素をとどめるものと言えよう。

大刀形埴輪は三輪玉をつけた勾金の破片が 2点出土しただけで把、鞘などの形態は不明である。

三輪玉は勾金に対して直交して装着されたもので両耳部分を欠損している。剥離痕の観察から三つ

の粘土塊を貼り付けて製作されたもので、両耳部分と中央のくびれが明瞭であり比較的実物を忠実

に模したものと想定される。

飯塚武司氏によれば関東の大刀形埴輪は、畿内より若干遅れた 6世紀初頭に三輪玉を装着した玉

纏大刀を忠実に模したものとして出現し、埴輪消滅期の 7世紀初頭までその形を踏襲していること

が大きな特徴であると指摘されている (飯塚1981)。 また坂 靖氏は畿内地方では 4世紀末の奈良

県東大寺山古墳、 5世紀中葉の大阪府大賀世 2号墳から大刀形埴輪が出土しているが、東国で隆盛

するいわゆる「消火器形」埴輪とは形態的に異なり、直接的な祖形になったとは考えられないこと

から、それらより後出する5世紀後葉の大阪府茶山 1号墳出土の三輪玉を勾金に装着した大刀形埴

輪や和歌山県天神山古墳、奈良県礫本高塚谷出土の三輪玉を装着した勾金の破片などが東国で盛行

した玉纏大刀形埴輪の祖形になったと指摘している (坂1988)。

県内では、 6世紀後半に築造された前方後円墳の行田市酒巻15号墳から三輪玉を勾金に装着した

玉纏大刀を忠実に模した大刀形埴輪が出土している。横穴式石室開口部の東側に収・輌などの器財

形埴輪と共にまとまって樹立されていた (中島1989)。 6世紀末に位置づけられる円墳の花園町黒

田17号墳の墳頂部から出土した大刀形埴輪は勾金部に三つの円形の粘土粒を貼り付けた形骸化した

三輪玉の表現がみられる。同様に勾金に円形の粘土粒を二つ貼り付けて形骸化した三輪玉あるいは

丸玉を表現をした例が熊谷市三ケ尻林 4号墳から出土している。鴻巣市生出塚埴輪窯跡群、東松山

市桜山埴輪窯跡群、嵐山町屋田 5号墳などからは勾金に楕円形の粘土塊を縦位に貼り付けた飾玉の

表現をもつ例が知られている。他に 6世紀末の美里町塚本山 1号墳から勾金に三輪玉の様に中央の

大きな鈴の両脇に小さな鈴を付けた破片が出土しており注目される。三輪玉と鈴を折衷した形の静

岡県甑塚古墳出土の銅製鈴付き三輪玉との関連性が窺われる。

このように本墳出上の大刀形埴輪は三輪玉を勾金に装着した玉纏大刀を表現したものと理解され、

三輪玉の形態は実物を比較的忠実に表していることから古相を示すものと位置づけられる。

馬形埴輪は完形に復元されるものがなく、ほとんどが部分の破片である。頭部、胴部 (鞍 )、 脚

部、馬鈴などが出土している。個々の製作技法の詳細は事実報告に譲り、特に頭部と脚部の製作技

法について説明する。

頭部製作技法の分かる25は、頸部と口先端部を欠損しているため頸部との接合関係及び口先端部

の状態など頭部製作技法の分析視点として重要な部分の成形が不明である。頭部は粘土紐の積み上

げによって先細りの円筒部を形作り、頬骨は粘土板を貼り付けて表現したもので内面に粘土紐痕が

明瞭に残る。頭部の横断面形は偏平な隅丸台形に近いものと推定される。また目の上の膨らみなど

も写実的な表現である。脚部の製作技法は、円筒埴輪と同様に幅 3～ 4 cmの粘土帯を円筒状にして

基部を作り、その上に粘土紐を巻き上げて成形された「粘土紐巻き上げ成形」である (註 5)。

次に、馬装について検討する。25の頭部に装着された鏡板は、長楕円形の下端を弧形にくり込ん

だ空豆形をした楕円形鏡板付轡である。周縁に円形の粘土粒を貼り付けて鋲留を表現し、赤彩を施
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す。この鏡板は、実物の馬具との検討から鉄板を切り抜いて作られた鉄製楕円形鏡板付轡を表現し

た可能性が強いものと思われる。鉄製楕円形鏡板付轡は、比較的簡素な造りから環状鏡板付轡成立

以前の実用的な轡として半島から伝播し、 5世紀末から6世紀前半にかけて盛行したものと考えら

れている。初現期の大阪府長持山古墳のような鉄地金銅張製のものはあまりなく、鉄板を切り抜い

ただけの比較的簡素な造りのものが多いのが特徴で、全国で40例ほどの類例が知られている (鹿野

1987)。 関 義則・宮代英一両氏の集成によれば県内で鉄製楕円形鏡板付轡を出土した古墳は、行

田市大稲荷 2号墳、川越市 どうまん塚古墳・下小坂 3号墳、東松山市諏訪山 1号墳、朝霞市一夜

塚古墳、児玉町長沖古墳群の 6例が知られている (関・宮代1987)。 全国的にみても奈良県、宮崎

県、長野県などと並んで卓越した出土数を誇り、初期の実用的な馬具の配布を巡って特別な政治状

況が想定されている。個体ごとの形態差が著しいことが特徴のひとつとも言われており、型式学的

な変遷は明確にされていないが、終末段階 (MT15～ T K10型式段階)になると奈良県忍坂 4号墳

出土例にみられるような鏡板の大型化、周辺に鉄鋲打ちした製品が出現し、実用性から離れた装飾

的な馬具に変化すると指摘されている。このことから本古墳から出土した馬形埴輪は、楕円形鏡板

付轡の終末段階の特徴を模したものと位置づけておきたい。また北武蔵地域の埴輪生産の展開を検

討した飯塚武司氏の編年案では、北武蔵第III期 2段階とした 6世紀第 2四半期前半にはf字形鏡板

と鋲留め表現する円形ないし楕円形の鏡板を装着した馬形埴輪が一般的であるが、 3段階になると

f字形や鋲留め表現をする鏡板に素環の鏡板が新しく加わり、前二者は 3段階で消滅し、 4段階か

らは素環の鏡板のみの表現になるとしている。なお、 3段階の実年代を6世紀第 2四半期後半～ 6

世紀第 3四半期前半に比定している (飯塚1984)。 このように本古墳例は飯塚氏の北武蔵第III期 3

段階に概ね相当するものと思われる。

面繋の辻金具については、方形金具を四方に配した組み合わせ式十字形板状辻金具を額革に付け

たものがある。同様の辻金具の表現は桜山4号窯跡出土の馬形埴輪 (水村1982)に もみられ、埴輪

の需給関係を探る手掛かりとなる。他には円形の飾り鋲を表現したものがある。

鞍に関しては全体の形状の判明する資料はないが、後輪垂直鞍を付けた胴から尻にかけての破片

が出土している。この鞍には居木の表現はみられず、布ナデを施しただけで鐙軽の一部が残存する。

後輪は櫛形を呈し、周縁部には赤彩が施され、尻繋は後輪から直接延びて鈴杏葉を装着する。鈴杏

葉の本体部分は剣菱形とならず舌状の粘土紐に鈴を貼り付けた簡略化された五鈴杏葉を表現したも

のである。他には胸繋などに付けられた馬鈴が出土している。

最後に輌形埴輪の時期的な位置づけについて類例を踏まえて検討しておきたい。輌は半月形の袋

状に作った革製品の内部に獣毛をつめたもので、弓をひく人の左の手頸にむすびつけ、矢をはなっ

たさいの弦の衝撃をふせぐために用いた弓具と言われている (小林1959)。 実物としては正倉院御

物の中に鹿革製黒漆塗りの輌が今に伝えられている。輌形埴輪に関する研究は、明治年間の八木失

二郎氏の報告 (八木1895・ 1899)、 昭和初期の相川龍雄氏の研究 (相川1931)な どが代表的なもので

あるが、以後の研究はやや停滞し、個別に出土例が報告されているに過ぎなかった。近年、形象埴

輪の編年的研究の機運の盛り上がりにより他の器財形埴輪との関連 (高橋1988)や形態分類 (坂19

88)について検討が行われている。
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管見に触れた輌形埴輪の出土例は全国で50例ほどが知られる。初現期の 4世紀末から5世紀代に

かけては主に畿内周辺から出土しているが、 6世紀以降は東国を中心に出土例が知られ、その大半

が群馬県 (13例 )、 栃木県 (10例 )、 埼玉県 (9例)の北関東地方に集中して分布している。

従前の研究では4世紀末葉の二重県石山古墳から出土した輌形埴輪が最古例として位置づけられ

ているが、正式報告がないため詳細については不明である。後続する5世紀中葉前後の例としては

鳥取県長瀬高浜遺跡 (福嶋1982)、 京都府鴫谷東 1号墳 (京都府1990)、 静岡県堂山古墳 (静岡大学

1989)な どが知られる。いずれも輌部に複雑な幾何学文様を線刻している。長瀬高浜遺跡例は円筒

部の付かない輌本体のみを表現した中実式のもので、輌手部分に円孔をもち片面にのみ文様が描か

れている。全体に平面的に作られていることから樹てるのではなく直接置かれたものと推定されて

いる (土井・根鈴1987)。 他の 2例は短い円筒部の付いた中空式のもので、堂山古墳例は直弧文を線

刻したものとして著名である。また畿内周辺における最も新しい時期の例としては、 6世紀初頭の

和歌山県背見山古墳から出土した格子目文及び直弧文を思わせる幾何学文を線刻した円筒部の付か

ない形態のものがある (大野・大野1978)。

東国では 6世紀初頭の群馬県恵下古墳から出土した短い円筒部の付く環状のものが初現期の例で

ある (梅澤1981)。 幾何学文を線刻し、背部に鈴を付け、縫い合わせ目の表現がみられる。つづく6

世紀第 2四半期の例として群馬県高山 1号古墳 (中沢1987)、 栃木県千ケ窪古墳 (塙・屋代1967)、

埼玉県弁天塚古墳 (金井塚1976)、 千葉県お釉塚古墳 (野中・溝口1979)な ど短い円筒部の付く形態

のものが出土している。このうち千ケ窪古墳例は三角文を線刻し、背部に突帯による縫い合わせ目

の表現がみられる。 6世紀第 3四半期から6世紀末にかけて出土例が増加し、埼玉県広木大町古墳

群のように一古墳群で最多の10個体の出土が確認されたものもある (小渕1980)。 長大化した円筒

部の付く形態が主体を占めている。輌部に複雑な線刻文や彩色などを施す例は少なくなり、簡略化

した文様を表現するものが多くなる。代表的なものとして背部及び輌手に黒色の彩色を施した栃木

県稲荷 2号墳例 (梁木1985)、 背部に二条線を線刻し、縫い合わせ目を表現した群馬県西原F-1号

墳例 (小島1985)及び埼玉県酒巻15号墳例 (中島1989)、 円文を弧線で繋ぎ輌手に鈴を付けた群馬県

富岡 5号墳例、弧線を線刻した栃木県絹 4号墳例 (森田1981)な どがある。さらに終末段階になる

とハケロ調整のみの無文のものが主体を占め、輌手部分に結紐を表現しただけのものがみられる。

この時期の例として群馬県白石二子山古墳 (東京国立博物館1983)、 埼玉県生出塚埴輪窯跡群、栃木

県織姫神社境内古墳 (後藤1937)、 水道山山頂古墳 (小山市立博物館1991)な どの長大化した円筒部

をもつものが知られる。このように輌形埴輪は近畿地方において盾・蓋などの器財形埴輪の出現に

やや遅れた 4世紀末に出現し、輌本体のみを稀に埴輪で表現していたが、 6世紀代になり他の武器

・武具形埴輪と共に東国で急速に発展した様相が窺われる (坂1988)。

紙数の都合上細かな検討は別稿に譲るが、本古墳例は類例の少ない赤彩による幾何学文様を描い

ていること、円筒部があまり長くないこと、環状を呈し中空に形作られ形態、成形技法などの特徴

から輌形埴輪としては古相を示しており、 6世紀前半代の所産と位置づけられる。

以上のように形象埴輪の検討から本古墳の築造時期については、 6世紀第 2四半期後半に位置づ

けておきたい。この年代観は円筒埴輪の分析から導かれた年代観とも概ね符合するものと思われる。
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3。 まとめ

これまで述べてきたように代正寺遺跡の 2基の古墳跡から出土した形象埴輪の様相は、 6世紀前

半代の小規模円墳における埴輪祭式の性格を復元していく上で重要な問題点を提示している。

第 9号古墳跡では限定された範囲内に女子、馬などの形象埴輪を配置した状況が窺われ、壺を捧

持し意須比を纏った巫女埴輪が重要な位置を占めている。破片資料からみて少なくとも2体の巫女

像の樹立が想定される。

第 9号古墳跡に後続して築造された第15号古墳跡では、人物、馬、大刀、輌などの豊富な形象埴

輪が、西側に設置されたブリッジ部から周溝北側を中心に配置されていた状況が復元された。また

第 9号古墳跡と比較すると形象埴輪の数量、種類が大きく変容し、形象埴輪展開期の様相を示して

いる。とりわけ大刀、輌、盾 (収)な どの武器・武具を表象した器財形埴輪の主体的な存在が大き

な特徴として注目される。

(大谷 徹)

註

(1)間壁霞子氏は、畿内の女性人物埴輪は初現期から神の妻としての象徴的な面が強く意識されているが、東国などに

伝播した時は伝承伝達者として、さまざまな姿態を表し葬送の場で一つの儀式やストーリを表現する埴輪像に大き

く変化していると指摘している (間壁19∞ )。 また畿内の巫女像は右肩から左脇にかけて幅広の布を廻した意須比を

纏い、肩から背にかけて欅を掛け背で十字に廻し、腰紐はゆっくりと前で結んで垂らした様式的な表現を示している

のに対して、東国の巫女像は祭服の表現を省略したものや意須比の表現も袈裟のような簡略化されたものが多くバ

ラエティーがみられる。

(2)最近、昭和8年に稲荷山古墳の西側中堤に設けられた造り出し付近から出土した壺を両手で捧げ持つ人物埴輪の
腕の破片が紹介された (若松1991)。 これによって関東地方における人物埴輪の出現期に遡って巫女特有の姿態を表

現した女性埴輪が逸速く登場していたことが明らかとなった。

(3)埼玉県行田市瓦塚古墳 (若松1%6)、 群馬県太田市成塚石塚遺跡 (中山1991)な どの報告書で形象埴輪群の意欲的な

配置復元が行われている。

(4)高橋克壽氏によれ|よ 器財形埴輪は墳頂部に樹て並べられ被葬者の眠る墳頂の聖域を守護するために 4世紀後半
に誕生したが、葬送観念や死生観の変容に伴い 6世紀前半代には墳丘の低位置に樹立されるようになるとしている

(高橋 1988)。 また橋本博文氏も関東地方の形象埴輪群配置の検討から同様の見解を指摘している (橋本1980)。 本古

墳の場合は原位置の判明するものがないため明確ではないが、大刀、輌などの器財形埴輪は人物や馬などの形象埴輪

と共に樹立されていた可能性が強い。

お)群馬県内出土の馬形埴輪を中心として製作技法を検討した稲村繁氏は、脚部の成形技法には「粘土板円筒化成形」
と「粘土紐巻き上げ成形」の二者がみられるとしている (稲村1986)。 県内では県北部の児玉地域に「粘土板円筒成

形」によって作られた馬形埴輪が確認されているほか、鴻巣市生出塚埴輪窯跡群、及び生出塚埴輪窯群から埴輪の供

給を受けた騎西町小沼耕地 1号墳などで「粘土板円筒成形」によって製作された馬形埴輪や動物埴輪が出土している

(田中1991)。
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3 代正寺・大西遺跡の中期後半～後期前半の弥生土器について

はじめに

1 形態の分類

2 器面調整と文様

3 代正寺・大西遺跡の中期後半
～後期前半の弥生土器 (素描)

おわりに

はじめに

代正寺遺跡と大西遺跡からは、弥生中期後半から後期前半にかけての土器が比較的多く検出され

ており、両遺跡の特色の一つとなっている。小稿ではごく大まかではあるが、二・三土器について

検討をしておきたいと思う。

その具体的内容は、 1と して甕形土器・壺形土器・高杯形土器・甑形土器のまとまりのない分類、

2と して器面調整の種類と文様についての概観。 3では当遺跡出土の既期の土器のうちから、代表

例を取り挙げて、中期後半に含まれるものを二つに、後期前半については一まとめとして素描をし、

図化してみた (第 1～ 4図 )。 本文と各図から一目瞭然のように、これらについては充分な資料分析

や検討を踏まえる余裕もなくおこなってしまったものである。

l～ 2の煩雑な工程と、 3の粗雑な仮定は操作として連続するものではなく、まったく別個な作

業の感すらある。結果的に、時期的な三分をした形になってはいるが、各々の時期幅や時期差に関

しては述べるだけの根拠が脆弱であり、それぞれを細分することも可能である。さらに、跨って位

置すべきものもあろうし、まったくの検討違いによる例も想定される。極論するなら|よ 中期後半

の「新しい方」とか、「新しい方」までは降らずやや「古い方」に近いとか、「後期前半」という程

の認識で第 1～ 4図が成っている、といえるものである。

またこの時期幅を対象とする以上、吉ヶ谷式の土器も当然含まれる訳であり、扱われるべき問題

である。しかし、ここでは取り挙げるだけの準備と余裕もなく、割愛し機会を改めたいと思う。

ここで、表題について一言触れておきたい。当遺跡の、弥生時代中期の範疇にはいる遺物は宮の

台式のものであり、これについては一口に「中期後半」と表現されることが多く、小稿もその例に

倣った。代正寺・大西遺跡で確認された宮の台式土器は、「古い方」にまでは遡るものではなく、

「中頃」～「新しい方」に属すと看倣される。「小田原式」の存否の問題はおくとして、宮の台式の

上器、即中期後半としてしまうのではなく、「古い方」がないのであるから「後期後葉」とすべきで

あったかも知れない。取りあえず、小稿では「中期後半」と表現することとした。

なお、表記の仕方については、SJは住居跡、SHは方形周溝墓、SDは溝、SKは土療、STは古墳

跡、萱棺は壼棺墓、表採は表面採集されたもの、グリッドはグリッドー括のもの、それ等に続く数

値は遺構番号・遺物番号を示す。大西は大西遺跡の遺物を、それ以外については代正寺遺跡の遺物

を意味する。また小文中には、時期を類推出来なかった例や、分類から漏れているものも多数あり、

きわめて厳密性に欠ける。素案として、敢えて私見を述べてみたいと思う。
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1 形態の分類
ここでは、甕形土器・壺形土器・高杯形土器・甑形土器に関しての分類をしてみたい。

甕形土器

甕形土器はバラエティーに富む。口唇部の形態・器面調整から次のように分けられる。

A類 :口唇部に、木口状工具による刻み目を有するもの。

Al類 :外面から端部に刻みを施すもの。SJ16-7、  SJ44-1、 SJ73-5、 SHll-28031、 グ

リッド53

A2類 :端部上面から刻みを施すもの。SJll-1、  SJ15-1、  SJ73-2・ 3・ 4・ 6、  SJ77-1・ 2、

SJ80-1、  SH4-1、  SH6-12、  ST10-3、  ;大西 SJ41-1・ 2

B類 :口唇部に、指頭による相互押捺を施すもの。

Bl類 :相互押捺をおこなっているが外面については指頭ではなく、親指の爪先で僅かに窪ませ

たもの。SHll-32

B2類 :口縁部が指頭による相互押捺のため形状的に波打っているもの。SJll-2、  SJ41-3、

SJ46-102、  SJ80-2、  SH10-809、  SHll-29・ 30、  ST15-24、 グリッド21

C類 :内面が二重の口縁となるもの。

Cl類 :口唇部は指頭による相互押捺を施すもの。SH3-4、 大西壺棺 1-2、 SJ46-2

C2類 :口唇部に縄文を施すもの。SJ44-2、 ST4-11

C3類 :口唇部外面に刻み目を施すもの。ST4-12

D類 :外面が二重の口縁となるもの。SD14-4・ 6

E類 :口唇部に縄文を施すもの。SJ19-1

F類 :施文を行わないもの。SJ27-1・ 2、  SJ73-1、  SJ76-3

G類 :口唇部にヘラ描きの施文を有するもの。表採 1

H類 :胴部に連弧文を有するもの。SH10-6

Al類は、刻み目を等間隔に全周させるのを基本とするが、SJ73-5に ついては刻みを数個ずつ

の単位にして、間隔を空けつつ全周させると思われる。またA2類 についても SJ73-304におい

て、同様な施文方法が。おこなわれている。

Al類 :器形と器面調整から、 4種類に分けられる。
a:張 りの弱い胴部から口縁が短くやや内潤気味に開き、最大径を口径に有する。ハケロはみ

られず簾状文を有する。SJ73-5

b:張 りの弱い胴部から口縁が短く外反して開き、最大径を口径に有する。ハケロはみられず

文様ももたない。SHll-28

C:張 りのない胴部から口縁は緩やかに外反して開き、最大径を口径に有する。調整はハケロ

のみであり、文様はない。SJ16-7、 SJ44-1、 グリッド53

d:やや張りのあると思われる胴部から大きく外反して開く。最大径は胴径に有すると思われ

る。ハケロの後ナデをおこない、文様はもたない。SHll-31

A2類は器形と器面調整から4種類に分けられる。
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a:張 りの弱い胴部から内潤気味に口縁が立ち上がり、口径と月爾蚤は近い。器面調整はハケロ

を基調 とし一部ハケの後ナデをおこなうが、文様 はもたないもの (SJ73-203、

大西SJ41-2)と簾状文をもつもの (SJ73-4、  SH6-12)がある。

b:張 りの弱い胴部から口縁が短く外反して開き、ハケロのみ (大西 SJ41-1)と、簾状文を

もつもの (SJll-1)が ある。

C:張 りの弱い胴部から口縁が緩やかに外反して開くもので、ハケロのみと思われるもの (S‐

J80-1、  SH4-1)と 、文様をもつもの (簾状文+波状文 SJ73-6)が ある。

d:張 りをもった胴部から緩やかに口縁が外反し、最大径を胴径に有するもの。ハケロのみの

もの (SJ77-2)と 、文様をもつもの (簾状文 SJ77-1)が ある。

Bl類は、胴部はほぼ垂直に立ち上がり、日縁は直線的に僅かに開く。最大径を回径に有する。

口唇部に平坦面をもち、容量の大きなもの。ハケロのみであり文様はもたない。SHll-32

B2類は、器形と器面調整から、 6種類に分けられる。
a:上位に胴部最大径をもち、口縁は短く外反して開くもので、日径と胴径はほぼ等しい。文

様はもたないが、ハケロの後ヘラ磨きをおこなう。比較的小型である (SH10-9)。 このほ

かに、日縁部を欠くが、器面調整にヘラ磨きが入るものに SJ80-3がある。

b:張 りの弱い胴部から口縁が緩やかに外反して開くもの。ハケロのみで文様はもたず、比較

的小型である。SJ80-2、 SH10-2

C:上位に胴部最大径をもち、口縁は内潤気味に短く開く。最大径を口径に有する。ハケロの

みのもの (SJ41-3)と 、ハケロの後ナデをおこなうもの (SJ46-1、  ST15-24)が ある

が、共に文様はなく、比較的小型である。

d:やや丸味をもった胴部から口縁は外反して開き、最大径を口径に有する。ハケロの後ナデ

をおこなっていると思われるが、文様はなく比較的小型のもの。グリッド21

e:底部付近から口縁にかけて、ほぼ直線的に開く。ハケロのみで文様はなく、小型である。

SHll-31

f:張りをもった胴部から口縁部は外反して開き、最大径を胴径に有する。SHll-29

Cl類は、器形と器面調整から3種類に分けられる。
a:中位から上位にかけて丸味をもった胴部から、短い口縁が大きく外反する。ハケロのみで

文様はもたず、容量は大きい。大西壺棺 1-2
b:上位に張りをもった胴部から口縁は緩やかに外反し、全体的に長胴の印象を与える。ハケ

目のみで文様はもたず、容量は大きい。SI遇 -4

C:張 りの弱い胴部から、日縁部は直線的に開く。器面調整は、ヘラ削りの後粗い横ナデを施

す。SJ46-2

C2類は、形態と器面調整から2種類に分けられる。
a:張 りのない胴部から口縁は短く外反し、日唇端部と内面に縄文を施す。ハケロの後ナデを

おこなうが文様はない、比較的小型のもの。ST4-11

b:張 りの弱い胴部から長めの口縁は緩やかに外反し、日唇端部に縄文を施す。ハケロのみで
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a:張 りの弱い胴部から内湾気味に口縁が立ち上がり、日径と月所蚤は近い。器面調整はハケロ

を基調 とし一部ハケの後ナデをおこなうが、文様 はもたないもの (SJ73-2・ 3、

大西SJ41-2)と 簾状文をもつもの (SJ73-4、  SH6-12)が ある。

b:張 りの弱い胴部から口縁が短く外反して開き、ハケロのみ (大西 SJ41-1)と、簾状文を

もつもの (SJll-1)が ある。

C:張 りの弱い胴部から口縁が緩やかに外反して開くもので、ハケロのみと思われるもの (S‐

J80-1、  SH4-1)と 、文様をもつもの (簾状文十波状文 SJ73-6)が ある。

d:張 りをもった胴部から緩やかに口縁が外反し、最大径を胴径に有するもの。ハケロのみの

もの (SJ77-2)と 、文様をもつもの (簾状文 SJ77-1)が ある。

Bl類は、胴部はほぼ垂直に立ち上がり、日縁は直線的に僅かに開く。最大径を回径に有する。

口唇部に平坦面をもち、容量の大きなもの。ハケロのみであり文様はもたない。SHll-32

B2類は、器形と器面調整から、 6種類に分けられる。
a:上位に胴部最大径をもち、日縁は短く外反して開くもので、口径と胴径はほぼ等しい。文

様はもたないが、ハケロの後ヘラ磨きをおこなう。比較的小型である (SH10-9)。 このほ

かに、日縁部を欠くが、器面調整にヘラ磨きが入るものに SJ80-3がある。

b:張 りの弱い胴部から口縁が緩やかに外反して開くもの。ハケロのみで文様はもたず、比較

的小型である。SJ80-2、 SH10-2
C:上位に胴部最大径をもち、口縁は内潤気味に短く開く。最大径を回径に有する。ハケロの

みのもの (SJ41-3)と 、ハケロの後ナデをおこなうもの (SJ46-1、  ST15-24)が ある

が、共に文様はなく、比較的小型である。

d:やや丸味をもった胴部から口縁は外反して開き、最大径を回径に有する。ハケロの後ナデ

をおこなっていると思われるが、文様はなく比較的小型のもの。グリッド21

e:底部付近から口縁にかけて、ほぼ直線的に開く。ハケロのみで文様はなく、小型である。
SHll-31

f:張りをもった胴部から口縁部は外反して開き、最大径を胴径に有する。SHll-29

Cl類は、器形と器面調整から3種類に分けられる。
a:中位から上位にかけて丸味をもった胴部から、短い口縁が大きく外反する。ハケロのみで

文様はもたず、容量は大きい。大西壺棺 1-2
b:上位に張りをもった胴部から口縁は緩やかに外反し、全体的に長胴の印象を与える。ハケ

目のみで文様はもたず、容量は大きい。S鵬-4

C:張 りの弱い胴部から、日縁部は直線的に開く。器面調整は、ヘラ削りの後粗い横ナデを施

す。SJ46-2

C2類は、形態と器面調整から2種類に分けられる。
a:張 りのない胴部から口縁は短く外反し、口唇端部と内面に縄文を施す。ハケロの後ナデを

おこなうが文様はない、比較的小型のもの。ST4-11

b:張 りの弱い胴部から長めの口縁は緩やかに外反し、口唇端部に縄文を施す。ハケロのみで
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文様はない。容量は大きい。SJ44-2

D類は、下膨れの胴部から僅かに外反して開き、小型のもの (SD14-2)と 中型のもの (SDl‐

4-4)がある。共に外面はハケロの後ナデをおこなうが、文様はない。後者では、内面にヘラ磨き

を施している。

E類は、丸味を有する胴部から、日縁はやや内潤気味に大きく開く。SJ19-1

F類は、張りの弱い胴部から、内湾気味の口縁が僅かに開く。ハケロのみで文様はない。

SJ27-102、  SJ73-1、  SJ76-3

G類 :口唇部に波状文 0頸部に簾状文を有し、口縁は内湾しながら開く。表採 1

H類は、張りのある胴部から、口縁は外反して開く。胴部には連弧文のみでなく円形浮文、頸部

には簾状文を有する。SH10-6

壺形土器

壺形土器についても、甕形土器と同様にバラエティーに富む。口縁部の形態と器面調整から次の

ように分けられる。

A類 :受け口状を呈するもの。いずれも小型である。

Al類 :端部に粘土紐をのせ、複合状を呈するもの。頸部までは無文。SHll-1

A2類 :口縁内外面に、櫛状工具による刺突を巡らせるもの。頸部～肩部に多様な文様が施され

る。SJ91-5

A3類 :口唇部と口縁部外面に縄文を施すもの。頸部には 4本単位の波状文が施 される。
SH13-1

B類 :口縁の開きが弱く、直立に近いもの。器形は、球形に近い胴部からほぼ直立状に立ち上がる

もので、ヘラ磨きがおこなわれるが無文。小型壺。SJ72-1、 SH9-1

C類 :口縁が緩く外反して開くもの。

Cl類 :口縁部や口唇部に施文のおこなわれないもの。ハケロ調整を基調とし、土器全体にも施

文しない例が多いと思われるが、ナデ整形の後頸部にヘラで施文をおこなうもの (SHl‐

1-2)、 ハケロの後ヘラ磨きをし、肩部にクシ描きをおこなうもの (SJ16-6)、 頸部に

縄文を施すもの (SJ50-1)等があるが、いずれも小型である。

C2類 :口縁部に縄文を施すもの。ハケロのみの頸部以上は無文のもので、縄文を口唇に施文す

るもの (SHll-5)、 日唇部と口縁内面に施文するもの (グ リッド50)、 日縁外面に施文

するもの (グ リッド51)、 口唇部のほかに頸部と肩部に羽状縄文をおこなうもの (SJ7‐

9-2)、 器面調整にヘラ磨きをおこない、頸部突帯・肩部羽縄文を施すもの (SH10-10)

等がある。

D類 :口縁がラッパ状に大きく開くもの。

Dl類 :口縁部や口唇部に施文のおこなわれないもの。 SJ91-1、  SH5-5、  SH6-13、
SHll-24

D2類 :口唇部に刻み目をもつもの。SJ79-1、 SJ81-3

D3類 :口唇部に縄文を施すもの。SH9-2
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D4類 :口縁が内側に折り返されるもの。口縁外面に円形浮文と頸部に簾状文を施す、小型壺。

SHll-4

D5類 :直線的に開く口縁にヘラ磨きをし、外面にヘラ描きの鋸歯文を施す。SHll-6

E類 :ラ ッパ状に開き、端部は短く直立するもの。大西表採 8、 SJ43-2、 SD45-18

El類 :縄文はなく、外面に円形浮文を 1箇所貼付。 大西表採 8

E2類 :口縁外面のみに縄文を羽状におこなう。SD45-22

E3類 :口縁外面と口唇部に縄文を施し、棒状の突起をもつ。SJ43-2

F類 :複合口縁を呈するもの。

Fl類 :口縁部は無文のもの。ともにヘラ磨きをおこない、頸部に簾状文を2段施す。SH4-6は

丸味をもった胴部から口縁が大きく外反して開き、クシ描きの簾状文の下位にヘラ描き

の鋸歯文と円形浮文をおこなう。SD14-5は張りの強い胴部から、口縁が内湾気味に開

く。

F2類 :口縁部外面に縄文を施すもの。頸部はほぼ直立し、日縁は緩やかに外反して開く。頸部

はヘラ磨きをし、肩部にも縄文を施す。

F3類 :口縁外面にクシ描きの波状文をおこなう。ともに口縁は大きく外反しするが、器面調整

はナデのもの (SJ25-1)と 、ヘラ磨きのもの (SJ76-2)が ある。前者は小型壺であ

る。

A2類は、なで肩から頸部がほぼ直立し、受け口状の口縁にいたる。
Cl類は、器形から2種類に分けられる。
a:球形に近い胴部から、なで肩を呈しながら開き、肩部に櫛描き文をもつ。SJ16-6

b:肩部から頸部に移行する部分に膨らみを有し、縄文を施す。SJ50-1

C2類は、いずれも小型で、なで肩を呈すと思われる。

Dl類は、器形と器面調整から3種類に分けられる。
a:球形の胴部から、日縁部は大きく外反して開く。ヘラ磨きをおこない、文様はもたない。

SH5-5

b:張 りの強い胴部から、日縁部は大きく外反して開く。ハケロ調整と思われ、頸部に櫛描き

文を有する。SHll-24

C:張 りの強い胴部から、日縁部は大きく外反して開く。ヘラ磨きをおこない、頸部に簾状文

と波状文をもつ。SH6-13

D2類は、器形と施文方法から2種類に分けられる。
a:口唇部に対して、直角方向に刺突状の刻み目をいれるもので、全周する。撫で形を呈し、

文様は多彩で、施文範囲も広い。SJ79-1

b:外側方向から刻みをおこなうもので、部分的な施文。 8箇単位で一対か。SJ81-3

D3類は、器面調整は、内外面ともにナデか。SH9-2

D4類は、外面に円形浮文を 2箇 1単位で 4箇所、計 8箇有し、頸部にヘラ描き横線文。
SHll-4

―- 627 -―



D5類は、器面調整は内外面ともにヘラ磨き。SHll-6

高杯形土器

高不形土器は、概ね 3種類に大別できよう。

A類 :小型で杯部の浅いもの。不部は内湾気味に開き、端部付近で屈曲して平坦面を有す。器面調

整はヘラ磨きで、平坦面にはヘラ描きの山形文を施す。SK14-1

B類 :大型で、外部が深い。外部は直線的もしくは内湾気味に開き、端部付近で屈曲して平坦面を

有す。

Bl類 :器面調整はヘラ磨きを基調とし、口縁端部と外面に縄文を施す。SH13-10

また、SJ5-1、 大西 SK44b-1は 口縁部を欠き、SJ22-1～ 3については杯と脚台との

接合部であるが、本類の土器と考えられる。

B2類 :器面調整は丁寧なナデを基調とし、短い口縁端部の外面に平坦面に刻みを施す。

SJ73-11

C類 :大型で、外部が深い。外部は内湾気味に開き、端部に棒状浮文を施す。

Cl類 :素口縁を呈す。SJ76-3

C2類 :複合口縁を呈す。SD15-9

D類 :大型で、外部が深い。不部は内湾気味に開き、素口縁。台付甕の胴上半以上を省いたような

形態を呈する。SJ45-1

籠形土器

甑形土器は、SHと いう出土遺構から観て別の意味を推定することも出来る。しかし、ここでは底

部が有孔であることから、甑形土器として扱っておきたい。器種的に2分できる。

A類 :体部は、直線的もしくは内潤気味器形的に開き、端部付近で屈曲する。形態的に、B類高不

に類似する。器面調整は、ハケロの後丁寧なナデ。底部は焼成前の穿孔 (SJ41-2)。 体部の

み残存ではあるが、形態や成形から観て、SJ41-1も本類の甑形土器であると考えられよう。

B類 :形態的に、壺形もしくは甕形土器の胴部形態からの転用と思われるもの。

Bl類 :底部が焼成前の穿孔で、土器生成段階で甑を意図したと考えられるもの。SHll-34

B2類 :底部が焼成後の穿孔で、壺形として使用していた土器を転用したと考えられるもの。

B2類は、文様の有無で 2種類に分けられる。

a:縄文をもたない。 SHll-35

b:縄文をもつ。 SJ45-3

2 器面調整 と文様
(1)器面調I整

上に観た土器の器面調整法として、主に観察されたものに、 1ハケロ、 2ヘラ磨き、 3 ヘラ

ナデ、 4ヘラ削り、 5ナデ (横ナデを含む)等々と、これらを複数組み合わせたものが観察され

た。

・甕形土器 外面 :ハ ケロ調整のみを基調とし、 aそ の後にナデをおこなう例 (SJ73-2・ 、
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SD14-2・ 4他)、 bヘラ磨きをおこなう例 (SH10-9)、 Cハケロは観られずナデのみと思われる例

(SHll-28)が 少数例観察される。内面 :a口縁部や胴部上半にハケロをおこなう例 (S鵬 -4、

SJ41-3他)が多いが、 bそ の他の部位についてはヘラナデやナデを施す例 (SHll-29、
SJ15-24他)が多い。Cヘラ削りをおこなった例は検出されておらず、存在したとしても例外的で

あろうと考えられる。

・壺形土器 外面 :aハケロを残す例 (SJll-9、  SJ91-3、 SH5-4他 )、 bハケロの後ナデをお
こなう例 (SI弼 -2、 SH5-7・8等 )、 Cハケロの後ヘラ磨きをおこなう例 (SI沼 -3、  SJ16-6、

SH5-5他)、 d丁寧なナデのみが観察される例 (SI弼 -1)等がある。Cが最も多く、dは例外的と

思われる。内面 :a口縁部や底部にハケロをおこなう例 (SH10-10、 SHll-25他 )も あるが、b

中位にまで及んでいるもの (SJ12-5)は 少ない。 Cヘラナデ (SH3-3、  SIも -9他)や dナデ

(SJ43-1 、 SI■-1)も ある。さらに、eこ れらの組み合わせもあり、多種多様といえる。

甕形土器の口縁部については、装飾との見方をすべきかも知れないが、口縁部の調整としては、

A木口状工具 (=ハケ状工具)による刻み目 (SJ73-2、  SJ79-1、 SHll-32他)を施すものと、
B指頭による相互押捺 (SH3-4、 大西壺棺 1-2、 Sml-29他)が大多数である。
(2)文 様

ヘラ描き文や櫛描き文などのいわゆる文様の他に、浮文・突帯等も含めることとする。なお、実

例については、代表例のみとした。

各々の文様要素を構成する施文方法として、A:工具を用いるもの、B:縄文を施すもの、C:
浮文・突帯等を施すもの等々が挙げられる。

A:工具を用いるもの=1・ ヘラ状工具、 2・ 櫛状工具、 3・ 棒状工具、 4・ ハケ状工具 (=木口
状工具)

1・ ヘラ状工具による文様

a連弧文 (SH10-1、  SJ50-2)、 b綾杉文または山形文 (SJ50-2)、 C横線文 (SHll-2・ 4

他)、 d波状文 (SHll-24・ 25他)、 e鋸歯文または山形文 (SJ79-1、  SHll-6、  SH4-4・ 6、

SH5-10他 )、 f格子目文 (SJ15-3、  大西表採 1)、 gその他。(SH5-8)
20櫛状工具による文様
a横線文 (=横位の直線文 SJ16-6、 SJ91-5、 SJ91-5、 SJ79-1他 )、 a'縦線文 (=縦位
の直線文 S]阻 1-10、 表採 3)、 b縦位の波状文 (ST15-13)、 b'横位の波状文 (SJ79-1、
ST15-13、  SJ12-5他)、 C斜線文 (SH13-2)、 d山形文 (SJ91-5、  ST15-11他 )、 e簾状
文 (SJ73-5、  SD14-5、  SH4-6他 )、 f刺突による複数の列点文。(SJ91-5)
3・ 棒状工具による文様

a刺突文 (SH10-6、 SHll-4、  大西表採 8)、 a'刺突による列点文 (SJ91-3)。
B:縄文を施すもの。

l・ RLや LRの縄文帯をもつもの。
a複数段施文しても、羽状としないもの (SH3-3、 SHll-22、 SH5-4他 )、 b複数段施文
して、羽状とするもの (SJ79-2、  SH10-lo・ 25、 他)。
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2・ RL縄文や LR縄文以外をおこなうもの。

a結節文をおこなうもの (SJ46-6)

C:浮文・突帯等を施すもの

1.浮文を施すもの

a円形浮文を貼付するのみのもの (グリッド45)、 b円形浮文を貼付したのち、棒状工具で刺

突するもの (SH10-6、 SHll-4、  SJ81-1、 大西表採 8)、 C円形浮文を貼付したのち、ヘ

ラ状工具を押捺するもの (SH4-6)

2.突帯等を施すもの

a突帯を施すもの (グ リッド23、 ST15-14)、 a'突帯を施しさらに刻みをおこなうもの (S‐

H3-3、  SH5-6、  SH10-10)、 b棒状浮文を施すもの (SJ76-1、  SD15-7)、 C棒状浮文と

いうよりも、突起を設けているもの (SJ43-2)。

以上に、文様を構成する要素をここに取り挙げて眺めてみた。これらはそれぞれ単独で用いられ

る場合もあるが、多くは各々を複数施文したり、多種類の要素と組み合わせて構成されている。気

付いた点を記しておきたい。

全体的に観て櫛状工具を用いる例が多く、ヘラ状工具がこれに次ぐ。ヘラ状工具による沈線には、

他の文様を区画するために用いられる例もある (SH5-3、 SHll-25 他)。 突帯はすべて壺の頸

部に施されている。

壺形土器の文様はまさに多種多様であり、該当しないのはB2類 a、 C2類 aを数えるに過ぎな

い。中でも多数を占めるのはAl類 d、 A2類 b'、 A2類 e及びその組み合わせといえる。変わ

り種としては、Al類 gの SH5-8が挙げられよう。施文部位は、口唇部～胴部上半部にみられる

もの (SJ79-1他)か ら、口唇部もしくは口縁部～肩部にみられるもの (SJ91-5、  SJ79-2他 )、

あるいは頸部のみのもの (SJ16-6、  SHll-24他 )な どがある。甕形土器については無文の例が多

く、文様自体の種類も少ない。文様としては圧倒的にA2類 b' とA2類 eが主流であり、これら

については、壺形土器でも多用されている要素である。施文部位は、頸部～胴部上半までおこなっ

ている SH10-6と ST10-3を除いて、頸部に限られる (SJ73-6、  SJ77-1他 )。

高不形土器ではAl類 e(SK14-1)と Bl類 a(SH13-10)が 用いられ、ともに口唇部もしく

は口縁部に施文される。甑形土器には、文様はみられない。

3 代正寺・ 大西遺跡の中期後半～後期前半の弥生土器 (素描 )

代正寺・大西遺跡からは、既期の資料が比較的多く検出されてはいる。しかし、残念ながら形態

・整形・調整・文様等について、系統的に比較検討するには資料数的にも、無理があるといわざる

を得ない。そこで、既に述べたように小稿では便宜上、中期後半に関して「新しい方」とか、「新し

い方」までは降らずやや「古い方」に近いという程の要素を抽出していくこととなる。

言い換えるならば、当遺跡の資料を操作するのではなく、これまでに成されている宮の台式土器

の編年論から、該当もしくは援用し得る要素を以って類推するに過ぎない。「後期前半」について

は、時期幅が大きいと観られるが特に分けることを控えた。中期後半～後期前半の範疇に含まれる
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土器であっても、具体的な位置付けの出来なかった例も多数あり、これ等の明言は避けざるを得な

かった。

「古い方」に、やや近い遺物をまとめたのが第 1図である。あくまでも括弧付きで、(1)と表記し

た。器種的には、壺形土器・小型壺形土器・甕形土器が主として挙げられ、壺形土器の胴下半部を

転用したとみられる鉢形土器、さらに SI遇 -5の脚台部が高杯形土器であるとすれば、これも含ま

れる。

・壺形土器 :文様帯が広範囲で、縄文帯を沈線区画している例や、頸部に刺突をおこなっている例

があるが、一方、沈線区画していない縄文帯や、羽状の縄文帯が一部見受けられる。全体的に櫛描

き文は少なく、王子文・舌状文・楕円文・十字状文・結紐文等もみられない。器面調整はハケロを

残すものと、ヘラ磨きをおこなうものがある。器形は、全体的に胴部に張りをもつ。

SJ79-2は沈線区画をもたず、しかも羽状の縄文をおこなうが、その縄文帯は多く施文範囲も広

い。SJ50-2にみられるヘラ描きの連弧文は、栗林式に系譜が求められるものであろうか。

SH3-3は、羽状縄文ではなく波状文もないが、刻みを有する突帯の下位に縄文をおこない、胴部

に強い張 りをもつ点で、荒川区道灌山遺跡採集例に類似する。頸部に刺突をおこなう例は、

SJll-6でも確認された。他遺跡では、浦和市明花向遺跡A区第 1号住居跡・横浜市折本西原遺跡

Y49号住居跡等にみられる。折本西原遺跡では宮の台式期を1～3期に分けており、Y49号住居跡例

は 1期とされるものである。

壺型土器頸部に突帯を巡らせるものは、本遺跡でもC2類 a(突帯のみ)=ST15-14(小型)・

グリッド23や、C2類 a'(突帯に刻み目)=SH3-3・ SH10-10(共に大型)、 SH5-6(小型)に

例がある。C2類 aについては浦和市円正寺遺跡例、折本西原遺跡Y50号住居跡、千葉市城の腰遺

跡87号遺構、C2類 a'については円正寺遺跡例 (小型)、 城の腰遺跡37号遺構 (小型)等々に類例

が求められる。但し、当遺跡資料のうち第 1図に含め得たのは SI沼-3のみであり、他はいずれも

「新しい方」に考えた。因みに、城の腰遺跡では宮の台式を 1～ 4期に分類をしており、37号遺構

例を3期に、87号遺構例を4期に比定している土器である。

・甕形土器 :SH3-4と大西壺棺 1-2の 口縁部は、内面が二重で刻み目のみられるものはなく、

いずれも指頭による相互押捺をおこなう (Cl類)。 胴部に文様はなく、ハケロ調整のみである。大

西壺棺 1-2は、口縁調整で折本西原遺跡Y9号住居跡、日縁部が二重ではないが器形的に同Y15

号住居跡に類例が求められよう。折本西原遺跡は、宮の台式を1～3期に分類しており、後者は2期 (古 )、

前者は2期 (新)に比定される。SJ19-1は、文様構成は異なるが器形的に、吹上町袋・台遺跡1号住居跡

や寄居町用土・平遺跡30号遺構に類例がある。波状文についても、用土・平遺跡に近い施文 といえ

る。

「新しい方」と看倣したものを、(2)と してまとめたものが第 2図である。器種的には多様であ

り、壺形土器・小型壺形土器・甕形土器・小型甕形土器・高不形土器・小型高不形土器・甑形土器

・手捏ね土器、さらに Sml-27の脚台部を、台付き甕形土器のものとすればこれも含まれる。

時期的な幅に関して少し触れておくと、例えば SH10と SH9は遺構として重複関係にあり、当

然前後関係をもつ。しかし、他の遺構の遺物との時期的な併行関係・前後関係を把えるまでに至ら
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ない。そのため、これらの時期差をも含めて扱った。

・壺形土器 :口縁の形態はA～ F類までがあり、多彩である。胴部形態は、張りを有する例もある

が、球形に近いものや、SJll-9や SH5-9に代表される無花果形を呈するものが増える。頸部

は、首太の印象が強くなるものが多い。施文については、(1)に比べ施文範囲が頸部および、その周

囲に集中する傾向がある。山形文や鋸歯文が、やや増えて来るといえそうである。縄文帯は、羽状

となるもの・沈線区画をもたないものが多くなる。器面調整は、ハケロを残すものもあるが、ヘラ

磨きをおこなう例が主流となり、赤彩を施すものもある。

無花果形を呈する例はきわめて多く、円正寺遺跡・朝霞市台の城山遺跡・富士見市南通り遺跡の

他、城の腰遺跡・折本西原遺跡・市原市大厩遺跡他多数に類例が得られる。SHll-1は 、頸部上端

部に粘土紐を接合し、口縁としている様相をもつ。強いて類例を捜せば、頸部上端部の内側ではあ

るが、粘土紐をほぼそのまま口縁とする点において、浦和市明花向遺跡B区 2号住居跡に求められ

るかも知れない。

・甕形土器 :口縁装飾については、刻み目と指頭による相互押捺とがある。口縁形態は、受け口状

や直立に近い例も見受けられるが、概ね張りの弱い胴部から緩やかに外反して開く。SH10-9や

SHll-28の ように短く開くものや、Sml-29の ように胴部上半に最大径をもち大きく開く例も

ある。また、SH10-6の連弧文には、栗林式の系譜が考えられよう。

SJ41-3と ST15-24は 、器形的に三芳町竹間沢本村遺跡や岩槻市馬込遺跡に類似する。

SHll-32の器形については、与野市内道西遺跡例・明花向遺跡B区 5号住居跡例・折本西原遺跡

環濠内例に近いといえそうである。SHll-30の下部については、底部からほぼ直線的に口縁まで

続くものと類推され、上部を欠くが、明花向遺跡 B区 4号住居跡例に近いと観られる。SJll-1は、

SJ73や SJ77にみられるように、後期に引き継がれていく。SHll-27は、台付甕であろうか。

・高不形土器 :SJ41-1・ 2は、後者が (焼成前)穿孔されていることから、甑形土器として扱い、

これと同器形の前者もこれに倣った。しかし、SK14-1・ SH13-10・ SJ5-1等とは容量・施文・

器面調整に違いはあるが、脚台部から内湾気味に外部が開き、端部付近で屈曲する点で基本的に共

通する。この事柄から、SJ41-1・ 2は本来高不形の土器であるとして類推したい。後者に観られる

穿孔が焼成前であるということは、高不として作られ焼成された土器を、ある段階で甑に転用した

のではなく、成形前もしくは成形中に甑を意図したと看倣される。そしてその器形として、高不形

が用いられたと考える。この仮定に沿って、代正寺・大西遺跡の高不の類例を、他遺跡に求めたい。

SK14-1(A類)は脚台部を欠いている。本例の方が、日縁部の屈曲が強く、山形文 (ま たは鋸歯

文)中に刺突文をもたないが、用土・平遺跡において高不Aと されている10号 012号住居跡例に極

めて類似している。SH13-10・ SJ5-1(B類 )と SJ41-102(甑 A類)では、縄文をもつ例が台の

城山遺跡に、突起をもつ例が南通り遺跡と折本西原遺跡Y4号住居跡に、縄文とヘラ描き波状文を
もつ例が長野市牟礼バイパスD地点遺跡に、そして前橋市清里・庚申塚遺跡 16・ 18号住居跡等々

に、類例を求められよう。牟礼バイパスD地点遺跡例については、山形文と波状文の違いはあるが、

ともに口縁平坦面にヘラ描きをおこなう点で、SK14-1や用土・平遺跡10012号住居跡例と共通し

ている。SJll-7と SH10-7に関しても高不を想定したが、以上に挙げた類例に含まれると考え

‐Ｌ
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る。SH10-6(甕形土器)と SK14-1(高 不形土器)については、あるいはやや「古い方」に近い

ものであろうか。

・甑形土器 :器形的に、甕形土器や壺形土器からの転用と思われるもので、焼成前穿孔 (SHll― ‐

34=Bl類 )と、焼成後穿孔で無縄文 (S]阻1-35=B2類 a)がある。有孔という形態から甑形土

器であると判断したが、方形周溝墓という出土遺構の性格から、別な目的で穿孔された土器の可能

性も否定できない。ここでは、取りあえず甑形の土器と表記をした。転用であるとすれば、各時期

での甕形なり壺形なりの器形が反映されている訳であり、本 2例も同様である。

「後期前半」の遺物については、初頭に近いものから中頃のものまで含まれるが、分けることを

避け一括としたものが第 3・ 4図である。器種は壺形土器・小型壺形土器・甕形土器・小型甕形土

器等が主に確認され、この他に、ST10-3には台付き甕形土器の可能性がある。

・壺形土器 :口縁部は、素口縁と複合口縁が存在する。口縁が、直立気味の頸部から緩く開くもの

(ST10-4)、 長い口縁が内潤気味に開くもの (SD14-5)・ 大きく外反して開 くもの (SH4-6、

SJ76-2他)、 大きく外反して端部付近で屈曲して直立するもの (SJ43-2)等が代表される。前段

階に継き続き、首太の印象を与えるものが多い。胴部は、中位に張りを有する例が増えるといえよ

つ。

器面調整はハケロを残す例 (SJ43-1)も みられるが、多くはその後にヘラ磨きをおこない (S‐

D14-5、  SH4-5他 )、 磨き面の一部 (SH4-6)、 または全面 (SJ43-2)に 赤彩をおこなうものも

ある。

口縁部や口唇部への施文の他は、頸部や胴部上半に収束される。口唇部には縄文 (Bl類)、 日縁

部には縄文 (Bl類・ B2類)・ 櫛描きの波状文 (A2類 b')・ 突起 (C2類C)等がみられる。

頸部については、櫛描き簾状文 (A2類 e)・ 櫛描き波状文 (A2類 b')を主とし、この他にヘ

ラ描き鋸歯文 (Al類 e)・ 突帯 (C2類 a・ a')をおこなう例もある。これらをア)単独で施文

するもの、イ)複数段施文するもの、ウ)ア とイを組み合わせて構成しているもの等がある。胴部上半

には、縄文 (Bl類 aOb)・ 円形浮文 (Cl類 C)を施すものがある。

櫛描き文は、前段階よりも櫛歯の数も多く、線が浅く細い。前段階から通して、壺形土器・甕形

土器共に、波状文と簾状文が最多用される文様である。しかし、前者は波高が小さく、後者は間隔

が不揃いな例が少なくない。施文自体についても、粗雑化が進んでいると表現できよう。

SD14-6は、簾状文の有無という違いこそあるものの、器形・器面調整ともに用土・平遺跡に類

例が得られる。SJ25-1と SJ76-2は大きさが異なるものの、日縁は大きく開き、端部を幅狭く折
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り返すという点で共通する。後者はヘラ磨きをするが、前者については器面摩滅のため不明瞭であ

る。柿沼幹夫氏が、後期を I～ V期に分けた内でII期に据えた資料に、川越市霞ヶ関遺跡第三次調

査区域例がある (柿沼1987)が、この中に類例が得られよう。

SJ43-2は、比較的小型の壺でヘラ磨きをおこない、赤彩される。強いて挙げれ|よ 城の腰遺跡0

07・ 064号跡例に形態的な類似点を求められようか。文様構成は、日唇部と口縁部に縄文、後者に

はさらに突起 (C2類 C)、 頸部に刻み目を有する突帯 (C2類 a')、 肩部に縄文帯 2段 (羽状で

はない=Bl類 a)である。SH10-10(第 2図)は大型壺でヘラ磨きをおこない、赤彩はない。文

様構成は、口唇部に縄文、頸部に刻み目を有する突帯 (C2類 a')、 肩部に縄文帯 5段 (羽状=B

l類 b)と なっている。両資料の、口縁部における縄文の有無は、その形態の違いに起因するので

あろうか。肩部の縄文に羽状と、そうではないものとの違いや、赤彩の有無、頸部と胴部との比率

の違い、容量の差等々、相違点はあるものの類似点も多く、時期的にも近いのであろうか。

・甕形土器 :口縁は素口縁が大部分であるが、複合口縁を呈する例 (SD14-204)も ある。口縁装

飾については、刻み目が多いが、まれに刻みをおこなわない例 (SJ76-3)も ある。胴部の張りは弱

く、日縁は緩やかに外反するか内湾気味に開く。器面調整はハケロを主体とするが、ナデと思われ

るものがある (SJ73-5)。 文様は前段階から継き続き、波状文と簾状文がおこなわれるが、施文し

ない例 (SJ73-2、  SJ77-2)も みられる。簾状文は 1段のもの (SJ73-405)、  2段のもの (SJ7‐

7-1)、 さらには器形的に観て台付甕と推定される土器であるが、簾状文 1段 と波状文 2段を併用

するもの (ST10-3)等がある。SJ73や SJ77に代表される甕形土器は、霞ヶ関遺跡例に類似して

いる。推定の域を出ないが、これ等は文様や施文方法・器形に若干の違いがあるものの、北信州

(箱清水式)や北関東西部 (樽式)に系譜が求められる土器であろうか。

・高不形土器 :不部は直線的に開き、端部付近で短く屈曲するもの (SJ73-11=B2類)と、内潤

気味に開き口縁に棒状の浮文をするもので、素口縁 (SJ76-1=Cl類 )と複合口縁 (SD15-9=

C2類)がある。

SJ45-1は大型で、台付き甕の胴上半以上を省いたような形態を示している (D類 )。 あるいはこ

の時期に含まれるものであろうか。であるとすれ|よ 壺形土器の胴下半部に底部穿孔をして、甑に

転用した SJ45-2(B2類 b)も この段階の土器となる。

おわ りに

大雑把なまとめとして、代正寺遺跡・大西遺跡のいわゆる中期後半の土器は、南関東系の要素が

主体的であり、信州や北関東西部的な要素は客体的なものであつたと観られる。これをもう少し別

な表現をするなら|よ 南関東系である宮の台式土器の分布圏の最北端に近く、この文化をもった

人々の内では、北の最前線的な位置に立地する集落のひとつとして、代正寺遺跡や大西遺跡があっ

たと想像したい。

後期に降ると、逆に信州や北関東西部の要素が強くなる、といえるのではなかろうか。前段階と

のこの違いをどう解釈するのかについては、資料がさらに増加した時点で吟味されるべき課題と考

える。
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以上に、代正寺遺跡と大西遺跡について、既期の上器を眺めてみた。あくまでも、二遺跡におけ

る土器しか対象と出来なかった。住居跡や方形周溝墓・その他の遺構をも含めて、集落域全体を範

疇に入れ、さらに他遺跡・他地方との関わりを問うものでなければ、片手落ちといわざるを得ない。

しかも、唯一対象として扱った土器の検討が見当違いのものとあつては、片手落ちどころか両手両

足が落ちているに等しい。最小限、両遺跡における吉ヶ谷式土器との関連や、前後する時期とのつ

ながりに関しては、不可欠の問題であった。

良好な資料を整理するという立場にありながら、報告担当者の力量不足のために、それ等を有意

義なものとすることが出来ませんでした。今後に機会を設け、再検討したいと考えております。

(鈴木孝之)

文末となりましたが、小稿を起こすにあたり磯崎 一、剣持和夫、利本則|1章彦、富田和夫の諸氏
には、貴重な助言や御教示を戴きました。にもかかわらず、それらを活かすことが出来ずに、御覧

のような取り留めもない駄文となってしまいました。文中や図中に、不備な点や間違いがあれば、

それはすべて筆者である鈴木の責であることは述べるまでもありません。各氏には御礼申し上げる

と同時に、御詫び申し上げます。
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おわりに

代正寺遺跡と大西遺跡を合わせると、先土器時代の遺構や遺物は確認されていないものの、縄文

前期から中近世に至るまで、実に様々な遺構や遺物が多数検出されている。これらについての問題

点も、大変に多種多様というべきものである。

しかし、一般国道建設に先立つ発掘調査という性格上、面的ではなく線的な調査であるため、遺

跡の全体を窺うことは困難であり、遺跡全体にトレンチ掘りをおこなう形となった。その制約の中

で眺めても、代正寺遺跡や大西遺跡は、遺跡として遺構や遺物の密度が極めて高いと表現出来るも

のである。このことは、遺跡の立地条件や環境が、人々の暮らしに適していたことに起因し、これ

は現在も同様である。

このことは両遺跡だけではなく高坂台地全体、さらに周辺の台地上・自然堤防上に関しても当て

はまる事柄であり、これらの立地条件下では、豊富に遺跡が確認され続けている。調査例の増える

ごとに、各遺跡の範囲や性格等が、徐々に浮かび上がって来るであろう。

代正寺遺跡と大西遺跡を概観してみると、弥生時代中期後半に次ぐ画期として、弥生時代後期

末～古墳時代前期初頭がある。さらに奈良・平安時代以降に至っては、一つの大きな集落として下

寺前遺跡をも含めた大規模集落として、規模の差こそあれ現在にまで連綿と続いていると解釈した

いと思う。

両遺跡には、検討されるべき課題が実に多く存在しており、それらをいずれも山積したままここ

に筆を置かざるを得ない。別に機会をもち、少しでもその責を果たしたいと考えております。

参考文献

・東松山市 1981 『東松山市史資料編 1』 原始古代・中世 遺跡・遺構・遺物編
0東松山市教育委員会  『雉子山遺跡』東松山市文化財報告第11集
0東松山市教育委員会 1989『岩鼻遺跡』東松山市文化財調査報告第18集

・若松良一他 1987 『諏訪山33号墳の研究』

代正寺・大西遺跡については、発掘調査 2年 1箇月、整理 2年 6箇月の長きに亘って (う ち 6箇

月は期間的に併行)作業が行われたものです。この間、地元の方 ・々教育委員会等には御協力を戴

きました。また期間中、発掘補助員・整理補助員、および調査員補といった実に数多くの方々に携

わって戴きました。すべての方の氏名を挙げることは実質的に叶いませんが、この方達の存在なし

には、発掘調査も整理も終了するは出来なかった筈です。巻末ではありますが、この場を用いて御

礼申し上げます。
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